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日
本
科
學
史
學
會
會
則 

第
一
章
名
稱
及
事
務
所 

第
一
條 

本
會
八
日
本
科
學
史
學
會
ト
稱X 

第
二
條 

本
會
ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
束
京
二
置
ク 

第
二
章
目
的
及?
Jr
業 

第
三
條 

本
會
ハ
科
學
史
及
技
術
史
ヲ
硏
究
シ 

日
本
一
ー
於
ケ
ル
科
學
及 

技
術
ノ
進
步
發
展
二
寄
與
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

第
四
條

本
會
八
前
條
ノ
目
的
ヲ
連
ス
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ 

-

、
年
會
(

總
會
ヲ
处
ヌ)

ヲ
開
ク

二
、
 

每
月
-

囘
例
令
ヲ
開
ク

三
、
 

转
殊
部
門-
一
關
ス
ル
分
科
會
ノ
設
置

四
、
 

硏
究
機
關
雜
誌
「
科
學
史
硏
究
」
ノ
定
期(

年
四
囘)

發
行

五
、
 

公
開m

演
會
及
史
料
展
覽
會
ノ
開
他

六
、
 

文m

目
錄
、
覆
刻
、
解
說
、
著
課
ノ
編
纂
及
出
版

七
、
 

科
學
史
圖
會®

ノ
設
立

八
、
 

科
學
史
硏
究
開
査
ノ
タ
メ
會
員
ノ
內
地
及
海
外
派
遣

九
、
 

其
他
必
要
ト
認
メ
タ
ル
諸
事
業 

第

三

章

會□

及
役□

第
五
條 

會
ロ
ハ
本
會
ノ
趣
旨
一
ー
贅
同

ス
ル
者

ー
ー
シ
テ 

會
員
二
名
以
上 

ノ
推
薦-
一
ヨ
リ
役□

會

ノ
承B

ヲ
翹
タ
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
六
條

會

口
ハ
會
我
ト
シ
テ
年
額
金
六
Ini
ヲ
納

厶 

第
七
條

本
會
一
一
次
ノ
役
口
ヲ
置
ク 

會

長
 

一
 

名 

委

員
 

若

干

名
 

第
八
條 

會
長

八
總
會
一
ー
於
テ
之
ヲ
選
擧
シ 

委
ロ
ハ
會
長
之
ヲ
指
名
ス 

第
九
條 

會
長
八
本
會
ヲ
代
表
シ 

會
務
ヲ
總
理
ス 

第
十
條 

委
ロ
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
受
ケ 

會
務
ヲ
處
理
ス 

第
十
一
條 

本
會
二®

間
若
干
名
ヲ
锻
ク 

顧
問
ハ
會
長
之
ヲ
依
囑X 

第
十
二
條 

會
長
及
委
貝
ノ
任
期
ハ
二
年
ト
ス 

但
シ
3£
任
ヲ
妨
ゲ
ズ

疝
四
章

附 

則 

第
十
三
條 

本
會
ハ
適
當
ト
認
メ
タ
ル
地
方
一
ー
支
部
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得





科

學

史

硏

究
 

第

八

號

安

產
・

樹

纂

考

は
•

し

が

き

世
に
安
產
樹
又
安
產
草
と
稱
へ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
如
何
な 

る
も
の
を
指
す
か
と
云
ふ
に
、

そ
の
正
體
は
西
ア
ジ
ア
か
ら
北
ア 

フ
リ
カ
邊
の
沙
漠
地
帶
に
生
ず
る
お
前
た
る
ー
小
植
物
で
、

植
物 

學
的
に
は
乾
生
植
物
の
一
例
と
し
て
、

生
態
學
上
時
々
問
題
と
し 

て
取
上
げ
ら
れ
て
居
る
位
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
他
一
般
の
近
代
植
物 
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・

二

岡

田

要

之

助
 

學
者
に
取
っ
て
餘
り
興
味
の
あ
る
も
の
と
は
思
は
れ
ぬ
。 

唯
こ
の
植
物
の
特
性
と
し
て
、
乾
け
ば
捲
縮
み
、
・
潤
へ
ば
ま
た 

伸
び
開
く
所
か
ら
、
之
が
種
々
迷
信
の
種
と
な
り
、
殊
に
安
産
の 

厭

勝

に

な

る.
<E
言
ひ
觸
ら

さ
れ
、
我
邦
に
於
て
も
そ
の
舶
載
を
見 

る
に
及
ん
で
、.
當
時
の
好
事
家
の
珍
重
す
る
所
と
な
り
本
草
學
者 

も
好
ん
で
之
が
論
議
を
試
み
古
來
支
那
に
て
稱

す
る
所
の
含
生
草 

に
當
て
、

こ
の
說
弘
く
行
は
れ
て
今
に
及
ん
で
ゐ
る
。
卽
ち
現
時 

の
國
語
辭
典
の
類

も
槪
ね
之
に
從
っ
て
安
產
樹
卽
含
生
草
と
し
て 

ゐ
る
も
の
が
多
い
が
、

少
し
調
べ
て
見
る
と
、

こ
の
說
は
稍
妥
當 

を
缺
い
て
居
る.
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
、
之
等
の
點
に 

就
い
て
知
り
得
た
こ
と
を
少
し
許
り
次
に
書
き
連
ね
て
見
よ
う
と 

思
ふ
。

•

，

ヽ

,

そ
の
性
狀
、
 

產
地
、
名
稱

・
安
產
樹

の

名

は

「
言
海
」
、
「
大
言
海
」
を
始
め
大
槪
の
國
語
辭
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简

»»

邻一圖 安產樹 Anastatica hierochuntica L.
A.生品;B.乾枯捲縮せるもの;C.再び乐分を與へて舒開せI.めたるもの

'：＜|・山川I呼1；;川下叫!勺叩蠅

第二圖安產樹乾盼品

第三圖安 産 樹

向って左,乾枯捲縮せるもの';向って右,再び水分を與へ 

て舒開せしめたるもの
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科

學

史

硏

究
 

第

八

號
 

典
に
採
錄
せ
ら
れ
て
居
る
所
よ
り
見
れ
ば
、

日
木
語
と
し
て
登
錄 

ず
み
と
見
做
し
て
も
宜
し
か
ら
う
が
、
未
だ
一
般
熟
知
の
植
物
と 

は
云
ひ
難
い
か
ら
、
順
序
と
し
て
先
づ
そ
の
形
態
、

名
稱
、
產
地 

等
に
就
い
て
怖
單
に
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。 

此
の
植
物
は
十
字
花
科
に
風
し
、

全
形
は
第
一
圖A

に
示
す
如 

く
高
さ
僅
に
數S
(

特
に
大
な
る
も
の
は
二
〇
糠
に
達
す
る
と
云 

ふ)

、
葉
は
倒
卵
形
乃
至
篦
形
、
肉
厚
く
表
面
稍
粗
澱
、
邊
緣
に
は 

粗
い
切
込
み
が
あ
る
。
花
は
細
小
、
花
梗
短
く
、
枝
上
に
簇m

す 

る
。
花
瓣
倒
卵
形
、

白
色
乃
至
时
色
、
果
實
は
短
い
角
を
な
し
種 

子
は
微
小
に
し
て
少
し
く
赤
色
を
帶
び
、
辛
辣
の
味
を
有
っ
と
云 

ふ
。
花
時
を
過
ぎ
れ
ば
葉
は
脫
落
し
、
全
植
物
體
は
漸
く
乾
燥
し 

て
枝
桓
盡
く
內
方
に
向
っ
て
屈
捲
し
、
恰
も
弦
の
如
く
に
な
る(

第 

一
圖B

、
第
二
圖
、

第
三
圖
向
っ
て
左
、
第
九
圖
上)

。

併
し
な 

が
ら
之
を
潤
せ
ば
復
た
枝
植
外
方
に
開
舒
し(

第
一
圖C

、
第
三 

圖
向
っ
て
右
、
第
九
圖
下)

乾
濕
に
應
じ
て
縮
伸
を
繰
返
す
性
質 

は
幾
度
反
覆
す
る
も
之
を
喪
ふ
こ
と
が
な
い
。
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筆
者
は
ま
だ
そ
の
生
品
を
見
る
機
會
が
な
い
の
で
、

以
上
の
記 

4 

載
の
中
、

生
品
に
關
す
る
部
分
は
諸
書
を
參
照
し
て
記
す
に
過
ぎ 

!
 

な
い
。
牧
野
富
太
郞
先
生
の
御
話
に
よ
る
と
、

明
治
年
間
陣
物
館 

天
產
部(

？)

で
此
の
種
子
を
取
寄
せ
栽
培
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
由 

で
あ
る
が
、

現
在
で
は
そ
の
生
品
を
見
る
こ
と
は
難
か
し
い
と
思 

は
れ
る
。

,
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を
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R
o
s
a

 

s
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已 a
s.ae 
等
が
行 

は
れ
た
。

そ
の
他
西
歐
諸
國
に
於
け
る
名
稱
を
揭
げ
れ
ば
次
の
如

2
こ 

く
で
あ
る
。
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。
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J
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o

 

我
邦
で
は
安
產
樹
、
安
產
草
な
ど
と
唱
へ
る
外
、

エ
ル
ゴ
サ
ウ 

の
名
を
擧

げ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。

產
地
は
パ 

レ
ス
チ
ナ
を
中
心
に
西
ア
ジ
ア
よ
り
北
ア
フ
リ
カ
に 

亙
る
沙
漠
地
帶
で
あ
る
が
、
東

は

B
e
l
u
f
s
c
h
i
s
E
L

西

は

A
l
g
i
e
r

 

遽
ま
で
見
ら
れ
る
由
、

そ
の
名
稱
に
・
も
拘
ら
ずJ

e
r
i
c
h
o

に
產
岀 

せ
ぬ
こ
と
は
諸
書
に
記
載
が
あ
る
。
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歐

洲

へ

の

傳

來

と

を

の

俗

信
 

此
の
植
物
が
ヨ
ー 

ロ
ッ
パ
の
一
部
に
は
疾
く
よ
り
知
ら
れ
て
ゐ

(1) 

日
本
百
科
大
辭
典 

第
一
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明
治
四
一
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安

産

樹

算-

考
(

岡
田)

た
こ
と
疑
な
く
、P

L
I
N
I
U
S
、

D
I
O
S
C
O
R
I
D
E
S

等

の

謂

ふ
^
3
0
,
 

ミ
ミ=

又
A
w
g

s.s

は
之
を
指
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併

し
な
が
ら
、

西

ヨ

ー

ロ
ッ
パ
ー
般
に
廣
く
知
ら
れ
る
や
う
に
な
っ

た
の
は
卡
字
軍
以
來
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
時
の
遠
征
匝
に 

加
は
っ
た
將
兵
、
或

は
そ
の
後
に
於
け
る 

巡
禮
者
が
、•

西
歐
へ 

歸
還
す
る
に
常.
り
、
 

聖

地

の

記

念

と

し

て

、 

凡
百
の
品
物
を
携
へ 

歸
っ
た
中
に
此
の
植 

物
の
乾
腊
品
が
存
し 

た
こ
と
は
容
易
に
想 

像

し
得
る
こ
と
で
、 

勿
論
そ
の
始
め
は
極
め
て
珍
奇
且
神
聖
な
も
の
と
し
て
襲
藏
せ
ら 

•
れ
、

自
然
之
に
勿
體
を
つ
け
よ
う
と
す
る
結
果
、
玆
に
種
々
の
俗 

信
を
雀
む
に
到
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
此
の
乾
腊
品
を
水
に
浸
し
て 

試
る
に
降
誕
祭
に
限
っ
て
開
く
、
或
は
降
誕
祭
に
開
い
て
復
活
祭 

ま
で
續
く
と
云
ふ
說
、

そ
の
二
に
は
開
舒
の
遲
速
又
そ
の
程
度
に 

5 

よ
っ
て
吉
凶
禍
福
を
豫

知
し
得
る
と
云
ふ
說
、

そ
の
三
は
婦
人
出 

I

邹 四 圖
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科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

產
に
近
く
之
を
水
に
浸
せ
ば
、

そ
の
開
く
と
共
に
分
娩
す
る
と
云
，
 

ふ
說
、

四
は
開
舒
の
遲
速
に
よ
っ
て
出
産
の
難
易
を
卜
し
得
る
と 

云
ふ
說
、

五
に
は
之
を
所
有
し
或
は
身
に
帶
び
る
時
は
幸
福
を
齎 

し
、
殊
に
婦
人
の
場
合
は
能
く
子
寶
を
得
る
と
云
ふ
說
。 

斯
の
如
き
俗
信
が
何
時
の
頃
ま
で
行
は
れ
た
か
、

勿
論
明
確
の 

時

期
を

劃
し
得
る
問
題
で

は
な

い
がみ

L
a

 R
o
s
e

 

d
e

 J

めri
c
h
。

=
 

と
名
け
る
佛
文
小
册
子
に
一
七〇

〇

年
代
末
よ
り
一
八Q
O

年
代 

初
頭
に
か
け
て
、

ス
ウ
ィ
ス
を
舞
臺
と
す
る
一
場
の
物
語
が
あ
り
、
 

A
n
a
s
き

乳ca
.

に
絡
・
む
俗
信
を
題
材
と
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
よ
れ
借 

• 

常
時
猶
こ
の
風
習
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
察
し
得
る
，
第
四
圖)

。 

尤
も
現
時
に
於
て
も
パ
リ
あ
た
り
で
は
緣
日
に
一
種
の
緣
起
物
と 

厂

I
T
i

s-o
n
a
c

 

d
e
n
e
r
a
l
i
s

 

J
p
p
n
t
a
r
u
m
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L
u
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p
u
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佛
課
、

一
八
一
九
、
パ
リ 

出
版
、
原
本
ド
イ
ツ
語
、
刊
年
不
明
。

天
 

し
て
時
に
乘
店
に
並
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
か
け
る
か
ら
、
物
好 

き
の
人
間
は
今
で
も
買
ふ
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
徂
し
植
物
舉 

者
は

疾

く

よ.
り
そ
の
迷
信
に
屬
す
る
を
云
ひ
、

た
ヾ
乾
濕
の
度
に 

應
じ
て
捲
縮
開
舒
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
に
し
て
ゐ
る
。

本
邦
渡
來
の
歷
史
・

以
上
の
如
く
し
て
歐
洲
諸
國
に
あ
っ
て
は
漸
く 

一
般
世
間
に
此 

の
植
物
が
普
及
す
る
や
う
に
な
っ
た
が
、

我
邦
へ
傳
へ
ら
れ
た
の 

は
遙
に
遲
れ
て
靈
元
、
東
山
天
皇
の
御
代
卽
ち
綱
吉
將
軍
の
中
頃 

で
あ
っ
た
ら
う
ど
思
は
れ
る
。

日
本
の
文
獻
に
現
れ
た
安
產
樹
は
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
範
圍 

で
は
、

刊
本
と
し
て
は
後
藤
光

生

「
本
草
綱
目
補
物

品

目

錄

實
 

曆
二
年
、
西
紀
一
七
五
二)

が
般
も
早
い
と
思
は
れ
る
。
同
書
上 

卷
四
四
丁
表
に
次
の
如
く
記
す
。

得
子
安
產
樹

近

口

中

蘇

州

ノ

李

林

甫

ト

云

フ

者

、
崎
陽
ー
ー 

來
り
此
ノ
枯
葉
ヲ
人
一
ー
與
フ
。

日
・
フ
婦
人
安
產
ノ
厭
勝
ナ
リ
。 

天
笠
國
專

ラ
尊
信
シ
耶̂

8

ト
名
ク

ト

。

光
生
按
ズ
ル
ニ
疑 

ラ
ク
ハ
草
葉
ナ
リ
、
枯
董
シ
テ
形
蕩

箱

根

草

二

似

タ

リ(

原 

漢

文)
(

第
五
圖)

。

こ

の

記

事

の

み
で

は

果

し
て

之
がA

n
a
s
E
a
M
c
a
.

を
指
す
や
否

n6



第五圖 

後藤光生「本 

草耦目捕物品 

目錄」記来

や
疑
問
の
餘
地
無
し
と
し
な
い
が
、

別

に

同

じ

著

者

に

よ

る

「
隨 

觀
寫
眞
」

と
題

す

る

寫

本(

寶

曆

七
年
、

西
紀
一
七
五
七)

が
あ 

り
、
傅
へ
ら
れ
て
今
上
野
の
帝
室
博
物
館
に
存
す
る
。

こ
の
書
の 

第
二〇

卷
の
終
り
に
近
く
安
建
樹
の
圖
と
記
事
と
を
載
せ
て
ゐ
る
。 

又

東

北

帝

大

に

「
異
物
圖
會
」

と
題
す
る
寫
本
一
册
あ
り
、
就
い 

て

見

る

に

上

の

「
隨
觀
寫
眞
」

の
一
九
—

二
〇
卷
と
內
容
全
く 

ー
 

致
し
て
居
る
。
今
東
北
大
學
本
に
依
り
そ
の
圖
を
轉
載
す
れ
ば
第 

六
圖
及
び
第
七
圖
に
示
す
如
く
で
あ
る
。

一
は
李
林
甫
將
來
品
で 

あ
ら
う
、
靑
磁
色
花
瓶
に
押
し
黑
塗
の
机
上
に
緋
毛
氈
を
敷
い
て 

安
置
し
て
あ
る
。
他
は
田
村
藍
水
の
家
藏
品
を
寫
し
た
も
の
、
兩 

圖
と
も
稚
拙
、
之
を
以
て
原
物
同
定
の
料
と
な
し
難
いQ
且
つ
之 

に
添
へ
た
記
事
も
ー
ニ
判
讀
に
苦
し
む
所
も
あ
り
、
必
し
も
明
確 

で
は
な
い
が
、

少
く
と
も
そ
の
大
意
を
捕
捉
す
る
に
足
り
る
。
猶 

ほ
寫
眞
に
は
缺
け
て
ゐ
る
が
、
第
六
圖
に
示
す
記
事
は
、
之
に
續

(
1
)

年
代
は
江
戶
時
代
の
科
學(

昭
和
八
年)

七
ハ
頁
に
據
る
。

安

産

樹

纂

考
(

岡
田)

K

-7•
■;
” 

ポ
遵

U

;
 g
 «
 

以
つ
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并
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「異物圖會」所載・左傍の尺 

度（種）は形寫の際參考とし 

て附］をしたもの

七
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科

學

史

肝

究
 

第
/k

號 

い

て

「
大
淸
康
俱

二
十
四
年

乙
丑
林
鐘
下
浣
吉
旦
ヤ
蘇
州
李
林
甫 

記
」
と
署
名
が
あ
る
。
创
ち

康

卿

二

四

年(

我
が
貞

享

二
年
、
西 

紀
一
六
ハ
五)

中
蘇
州
の
船
員
李
林
甫
と
云

ふ
者

長
崎
に
來-
リ
此 

の
物
を
そ
り
假
寓
に
殘
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
、
猶
之

も
寫
眞
に
現 

れ
て
居
な
い
が
、
其
後
に
續
く
記
事
數
行
あ
り
、

夫
に
據
れ
ば
此 

の
品
を
寳
曆
二
年
三
月
東
部
參
勤
の
紅
毛
人
瑩

乙

膚

兒

絲(

エ
イ 

フ
ル
ス-

D
a
v
i
d

 E
v
e
r
s

か?

)

に
問
ふ
に
、
「
此
物
波
剌
斯
國 

の

海

邊

に

生

じ

.#
名
を
祿
烏

慈
花
莫
瑩
列
哥

河
(

ロ
ウ
ズ
パ
ム
ヱ 

レ
コ
ヲ)

と
謂
ひ
、
彼
國
の
土
人
採

っ
て
專
ら
臨
產
の
要
藥
と
な 

し
、

又
婦
人
常
に
之
を
帶

び
れ
ば
嘗
て
產
患

な
し
」

と
謂

っ
た
と 

あ
り
、
之
に
加

へ

て

「
今
按
ず
る
に
本
草
卷
柏
附
錄
所
載
含
生
草 

の
種
類
な
る
か
」(

以
上
原
漢
文)

と
述
べ
て

ゐ
る
。

こ
の
記
事
に 

よ
れ
ば
李

林

甫

の

sf
し
た
も
の
を
ゝ
ミasfa
s-.c a
と
見
做
し
て
差 

支
な
い
で
あ
ら
う
。

「
物
品
目
錄
」

の

「
耶

虜

鎏

」
、

「
隨
觀
寫
眞
」

の
¢

1

 

峯
」
は
何

と

讀
む

べ
き
か
疑
問
で
あ
る
。
稍
不
審
に
思
は
れ
る
の 

は

「
物
品
目
錄
」

に
載
せ
た
品
物
の
名
稱
は
克
明
に
振
假
名
を
施 

し
て
ゐ
る
の
が
恒
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
難
讀
の
品

に

限

っ 

て
振
假
名
を
缺
く
こ
と
で
、
後
藤
氏
も
或
は

單
に
字
面
の
み
を
傅 

へ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。

石

山

福

治

氏

「
最

八 

新

支
那
語
大
辭
典
」

に
據
れ
ば
耶
・He
ヨ

エ

ー)

盧
L
P

ル
ー) 

假
に
第.
三
字
を
萬
と
見
れ
ば
ハ1

$

コ
 ヽ

峯
.(

F
a
n
g
、

フ
ォ
ジ) 

と
あ
る
。
聊
か
想
像
を

逞
う
す
れ
ばJ

e
r
i
c
h
o

の
音
譯
に
緣
が
あ 

り
さ
う
に
も
思
へ
歩
が
如
何
で
あ
ら
う
か
。 

そ
の
後
明
和
二
年(

西
紀
一
七
六
五)

、
後

藤

氏
は
紅
毛
談
二
卷 

を
著
し
復

た

こ9

植
物
に
觸
れ
て

ゐ

る

。

「
ろ
う
ず
は
ん
ゑ
れ
か 

う
い
は
る
し
ゃ
國
の
海
邊
に
生
る
草

な
り
と
云
へ
り
、
婦
人
產
に 

臨

む

時

、
其
璋
の
輩
を
水
に
浸
す
と
き
は
、
產
れ
ん
と
欲
す
る
す 

こ
し
ま
へ
に
、
其
葉
た
ち
ま
ち
開
く
を
候
と
す
、

ま
た
難
產
等
に
、 

煎

服
す

る
も

可
な
り
と
ぞ
」

と
あ
る
。

此
の
記
述
に
初
め
て
煎
服 

す

る

こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
が
そ
の
出
典
に
就
い
て
は
全
く
觸
れ
る 

所
な
く
、

ま
た
安
產
樹
の
名
も
含
生
草
の
名
も
共
に
こ
の
記
事
に 

は
現
れ
て
居
な
い
。

之

等

後

藤

氐
の
著
と
殆
ん
ど
時
を

同
う
し
て
靑
木
昆
陽
も
亦
こ 

の
植
物
に
關
す
る
記
事
を
殘
し
て
ゐ
る
。
靑

木
氏
が
將
車
吉
宗
の 

命
に
よ
り
蘭
語
を
學
ん
だ
の
は
寬
保
六
年(

西
紀
・
一
七
四
一)

、

長 

崎

に

遊

ん
だ

の
は
延
享
元
年(

西

紀

一
七

四
四)

、
其
間
に
も
絕

え
・ 

ず
蘭
人
の
東
上
す
る
も
の
に
就
い
て
蘭

學

の

硏
鑽
に
努
め
て
ゐ
た 

こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の
間
恐
ら
く
此
の
植
物
に
接
す
る
機
會 

(
1
)

大
正
二
年
國
書
刊
行
會
拔
刻
文
明
源
洗
叢
碎
第
一
卷
。
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が
有
っ
た
の
で
あ
ら
う
、

そ

の

著

「
昆
陽
漫

錄

」(

寶
曆
一
三
年
二 

月

二

日

自

序
)
•
(

西
紀
一
七
六
三)

卷
之
五
に
下
の
記
事
が
あ
る
。 

・
含
生
草
、

證
類
本
草
日
含
生
艸
主
婦
人
難
產
口
中
・
含
之
立
愈 

亦
咽
其
汁
葉
如
卷
柏

而
大
生
秣
輻
國
其
葉
竟
之
不
熟
無
毒

ト
。 

阿

蘭

陀

持

來

り

我

國

妥

氓

--'？:
ト
云
フ
モ
ノ
卽
ア
含
生
草
ノ
類
ナ 

リ
。
阿

蘭

陀

ニ

テ

ハP

ス
ハ
ン
エ
ル
コ
ト,
云
フ
。

七
八
十
年
前 

ー
ー
阿
蘭
陀
ヨ
リ
來
ル
安
產
草
大
キ
ク
其
後
中
絕

シ
テ
近
年
波
ル 

安
產
草
八
小

キ
ナ
尺
。

此
の
記
事
で
は
先
づ
含
生
草
を
主
題
と
し
て
揭
げ
、
安
產
草
を 

以
て
此
の
類
と
斷
じ
て
居
る
所
、
後
藤
氏
に
比
し
更
に
積
極
的
に 

見
ゆ
る
。
渡
來
の
時
期
に
就
て
は
七
八
十
年
前
と
あ
り
、
假
に
寶 

曆
ー
三
年
よ
り
逆
算
す
れ
ば
西
紀
一
六
ハ
〇
—

一
六
九
〇
卽
ち
天 

和
、
貞
享
乃
至
元
祿
初
頭
に
當
り
、

而
し
て
之
を
齎
し
た
も
の
は 

オ
ラ
ン
ダ
人
と
な
っ
て
居
る
。

此
他
に
猶
渡
來
の
年
代
に
觸
れ
て

ゐ
る
文
獻
で
は
「
和
蘭
本
草 

摘
要
解(

孥
々
仁
宇
須
本
草)

」

と
题
す
る
寫
本
が
あ
る
。
卽
お
下

(1) 

束
北
帝
大
狩
野
文/
il£
本
に
據
る
。

(2) 

京
都
大
淼
文
凍
藏
、
著
者
年
代
と
も
不
明
、
但
し
一
七
七
五
年
板 

エ
グ
ベ
ル
ト
ボ
イ
ス
を
引
用
し
あ
る
に
依
り
そ
の
以
後
の
著
作
た
る 

こ
と
は
疑
な
い
。 

・

の
如
し
。 

ロ
ー
ス
ハ
ン
ヱ
リ
コ
阿
蘭
陀
語
安
產
草 

亞
剌
皮
亞
並
西
紅
海
海
濱
ノ
沙
中
ー
ー
ー
草
ヲ
生
ズ
、
形
葉
小 

ニ
シ
テ
狹
ク
細
キ
枝
有
ラ
樹
ー
ー
類
ス
、
・
實
ヲ
結
ビ
テ
麥
粒
二
似 

タ
リ
、

其
枝
相
合
シ
テ
毬
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
此
草
時
有
テ
卷 

舒
ス
、
之

ヲ

熱

ギ

湯-
一
浸
セ
バ
自
ラ
舒
開
ス
、
彼
土
人
是
ヲ
酒 

ー
ー
浸
シ
孕
婦
ー
ー
飮.
シ
ム
ル
二
功
ア
リ
ト
云
フ
、

一說

二
此
草
ノ 

舒
開
ス
ル
コ
ト
必
ズ
極
レ
ル
時
日
ア
リ
ト
云
フ
、

此
草
產
婦
一
一 

用
テ
功
能
多
キ
ガ
故
二
彼
方
賣
藥
ノ
者
ハ
種
べ
浮
說
ヲ
設
ケ
テ 

市
人
一
ー
街
賣
ス
ト
云
へ
リ
、

又
如
徳
亞
幷
二
亞
細
亞
洲
ノ
人
此 

草
ヲ
酒
或
ハ
水
ー
ー
浸
シ
テ
孕
婦
二
飮
マ
シ
、ム
ル
ー
ー
必
ズ
平
產

ス 

ル
コ
ト
ヲ
得
ル
、

艾
彼
土
ノ
孕
婦
是
ヲ
以
テ
頭
上
一
一
管
シ
或
ハ 

腰
-
一
佩
ビ
或
ハ
手
一
ー
携
レ
バ
必.
ろ
平
產

ヲ
得
ル
、

又
云
フ
婦
人 

產
月
二
臨
ン
デ
此
草
ヲ
淸
水
二
浸
シ
赛

ノ
傍
二
ヲ
ク
、
其
產 

期
-
一
至
レ
バ
自
ラ
舒
開
ス
、
是
レ

安
產

ノ
兆
也
、
若
シ
舒
開
ヲ 

セ
ザ
レ
バ
難
產
卜
知
ル
ベ
シ
。

此
草
明
和
三
年
丙
戌
秋
紅
毛
ノ
商
船
ヨ
リ
數

莖

ヲ
賀

シ
來
レ 

リ
、
其
後
八
絕

工
・
テ
來
ラ
ズ
、

本
邦
好
事
ノ
者
、
往
々
求
得
テ 

秘

藏

ス

ト

云

フ(

原
文
ノ
儘
、
但
シ
今
送
假
名
、
句
讀
點
、
濁 

點
等
ヲ

鮒
加)



科

學

史
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第

八
.
號 

斯
の
如
く
外
國
の
俗
信
に
つ
い
て
中
よ
詳
し
く
述
べ
て
居
る
が
、
 

そ
の
出
典
は
明
で
な
い
。

こ

の

書

は

副

題

「
拏
々
仁
宇
須
本
草
」 

と
あ
る
に
よ
っ
て

考
、
れ
ば
、

恐
ら
く R
・DODONAEU

F?uel・
-  

bar
s-s ofb  cl.uydrBocck

に
據
る
こ
と
か
と
思
は
れ
る
が
、
 

筆
者
の
實
際
當
っ
て

見
た
範
圍
で

は(

小
石
川
植
物
園
本
一
六
〇 

ハ
年
版
、
杏
雨
書
屋
本
一
六
一
ハ
年
版?
)

然
ら
ざ
る
如
く
で
あ 

る

〇

尤

もc
r
u
y
d
b
,
B
o
e
c
k

に
は
多
數
の
版
が
あ
る
か
ら
簡
單
に 

斷
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
例
へ
ば
束
京
帝
室
博
物
館
に
は
ー 

六
四
四
年
版
を
藏
せ
ら
れ
る
由
、
之
な
ど
も
是
非
參
照
し
た
い
所 

で
あ
る
が
、
今
こ
の
書
は
時
局
の
關
係
上
、

實
見
困
難
の
事
情
に 

あ
る
の
で
遗
憾
な
が
ら
そ
の
機
を
得
な
か
っ
た
。
猶
後
考
を
期
す 

る
次
第
で
あ
る
。

渡
來
に
就
い
て
明
和
三
年
秋
紅
毛
船
齎

し
來
る
と
あ
り
、
西
紀 

一
七
六
六
年
に
相
當
す
る
。

渡
來
年
代
に
就
て
參
考
と
な
る
文
獻
は
大
體
以
上
の
や
う
な
も 

の
で
あ
ら
う
。
卽
ち
ー
六〇

〇

年
代
の
終
り
に
近
く
、
我
邦
に
傳

(
1
)
東
大
植
物
學
敎
室
に
はH

e
n
r
y

 L
y
t
k

英
薛
本 

A

 N
i
e
v
v
e

 

H
e
r
b

ヨ1
1
5
7
0

 L
o
n
d
o
n

版
が
あ
り
、

一
五
六
四
年
初
版
本
を
譯 

し
た
も
の
と
云
ふ
。
こ
の
書
に
はR

O
B
e
e
f
J
e
r
i
c
l
l
o

も

R
o
s
a

 

h

s-r
o
c
h
u
n
c
i
c
a

も
見
當
ら
な
い
。 

—

ー
 

〇 

へ
ら
れ
、
紅
毛
船
以
外
に
一
部
は
中
國
人
の
手
を
經
た
も
の
も
あ 

っ
た
ら
し
い
。

そ
の
後
も
時
々
傅
へ,

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
 

大
し
た
經
濟
價
値
を
有
す
る
譯
で.
も
な
し
、

單
に
好
家
事
の
興
味 

を
呼
ぶ
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、•

そ

れ

だ

け

に

ま

た

「
往
々
求
め 

得
て
秘
藏
す
」

と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に
も
な
り
、
物
產
會
等
に
も 

廳

ミ
列
品
の
中
に
加
へ
ら
れ
た
。
「
物
類
品
隧
」
に
よ
れ
ば
赛

ー
 

二
壬
仔
年
江
戶
湯
島
に
於
け
る
平
賀
國
倫
主
催
物
產
會
に
田
村
藍 

水
出
品
就
產
乾
腊
の
安
産
樹
の
名
が
見
え
る
し
、

白
井
光
太
郞
博 

士
に
よ
れ
ば
、

江
戶
橘
町
三
丁
目
大
阪
屋
平
六
藥
吊
展
覽
會
列
品 

目
錄
等
に
も
見
え
る
由
で
あ
る
。

含

生

草

に

當

て

72
由

來 

上
に
述
べ
た
如
く
、
旣
ね
後
藤
光
生
、
靑
木
昆
陽
の
時
代
か
ら
、
 

こ
の
植
物
の
效
能
が
本
草
に
所
謂
含
生
草
に
類
す
る
こ
と
に
注
意 

•

せ
ら
れ
た
が
、
含
生
草
の
字
面
を
そ
の
儘
此
の
植
物
に
用
ゐ
る
や 

う
に
な
っ
た
の
は
、
蓋

し

小

器

山

「
本
草
綱
目
啓
蒙
」
大
槻
玄 

澤

「
蘭
腕
摘
芳
」
等
が
有
力
な
根
據
を
與
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。 

「
本
草
綱
目
啓
蒙
」
初

板
(

享
和
三
年
、

西
紀
一
八〇

三)

二
板 

(
1
)
白
井
光
太
郞 

本

草

學

一

卷

、
昭
和
八
、
二
八
四
頁(

束 

武
十
方
庵
敬
順
編
輯
遊
歷
雜
記
に
據
る
と
云
ふ)

。

120



(

文
化
ハ
年
、
西

紀

一

ハ

二
)

重

修

本(

弘
化
元
年
、
西
紀
一
ハ 

四
四)

21
訂

本
(

弘
化
四
年
、

西
紀
一
ハ
四
七)

以
上
に
載
せ
る 

所
、
送
假
名
等
に
些
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
殆
ん
ど
同
一
の
文
章 

で
あ
る
か
ら
、

一
例
と
し
てM

訂

本

の

分

を

揭

げ

る(

卷
之
十
七
、
 

草
之
十
、
苔
類
一
十
六
種
、

五
丁
表)

。

含
生
草 

ア
ン
サ
ン
ジ
ュ 

和
產
ナ
シ 

紅
毛
人
乾
苗
ヲ
持 

來
ル 

ロ
ー
ヅ
ハ
ン
ヱ
リ
ガ
ウ
ト
云 

ソ
ノ
草
根
ヲ
連
ヌ 

長 

サ
五
六
寸 

梢
一
一
枝
多
ク
分
レ
皆
四
方
ヨ
リ
內

ー
ー
卷
屈
ス 

枝 

ゴ

ト-
一
空
實
多
シ 

大
サ
米
粒
ノ
如
シ 

葉
モ
稀
ニ
ア
リ 

形 

鷄

兒

腸
(

ノ
ギ
ク)

ノ
葉
一
一
似
テ
小
サ
ク
厚
シ
巴
爾
齊
亞
國 

ノ
產
ナ
リ
ト
云 

臨
産
ー
一
水
一
ー
浸
シ
其
枝
命
開
ス
レ
バ
便
チ
安 

產

ス
ト
云 

- 

之
よ
り
先
、
蘭
山
の
本
草
講
義
は
そ
の
聽
講
の
門
人
等
の
筆
記 

に
よ
り
、

記
冏
又
は
譯
說
の
名
を
以
て
相
當
弘
く
行
は
れ
た
も
の 

ら
し
く
、
寫
本
の
儘
今
日
に
傳
は
る
も
の
が
勘
く
な
い
が
、
之
等 

も
旣
に
安
產
樹
卽
含
生
草
の
說
を
揭
げ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
狩
野
文 

庫

藏

「
本
草
記
冏
」(

跋
、
北
郊
堤
文
俱
題
、

寬
政
壬
子
仲
春
寫
畢 

と
あ
り)

に
は
、

卷
柏 

附

錄:
•
•

含
生
草
、

ア
ン
サ
ン
ジ
ュ
、

ロ
ウ
ズ
ハ
ン 

ヱ
リ
ゴ
ウ 

ロ
ウ
ズ
ハ
ン
ヱ
ン
コ
ウ
、
共
一
一
紅
毛
、
紅
毛
ヨ
リ 

安

產

樹

纂

考
(

岡
田) 

，

來
ル 

波
斯
國
ノ
海
邊.
二
生
ス
ル
草
ナ
ル
由
也 

苗
高
サ
ハ
寸 

計

一

根

一

莖

末

ニ

ー

所

二

枝

ヲ

冷

ク

生

シ

テ

莖

ヲ

取

卷

ク 

ソ
レ
ー
一
疎
一
一
葉
ッ
ク
二
分
二
七
八
分
モ
ア
リ
ノ
ギ(

ノ
ギ 

ク?
)
 

ノ
如
キ
能
也 

枝
ー
ー
實
密
二
附
テ
ア
リ 

形
米
粒
程
ア 

リ

テ

下-
ー
蒂
ア
リ

花
ハ
知
レ

ズ 

枝

根

莖

褐

色-
一
テ
堅
シ 

所
々

一
一
黑
ミ
ア
リ
臨
産
ノ
時
水-
ー
ッ
ケ
置
ケ
バ
生
ル 

難
産 

ニ

ハ

煎

シ

テ

飮

シ

ム

，

同

じ

く

狩

野

文

庫

藏

「
增
訂
蘭
山
先
生
本
草
綱
目
記

KJ
譯
說
」 

と
題
す
る
寫
本
に
於
て
も
、
含
生
草
の
項
を
見
る
に
そ
の
大
意
は 

全
く
同
じ
、
猶
ほ
和
產
無
き
こ
と
、
臨
產

に
水
に
浸
し
て
試
る
に 

枝
伸
る
も
の
は
安
産
、
伸
び
ざ
る
も
の
は
難
産
と
記
し
て
ゐ
る
。 

京
師
に
於
け
る
蘭
山
と
殆
ん
ど
時
を
同
う
し
て
江
戶
に
於
い
て 

は
田
村
西
湖
亦
木
草
綱
目
を
講
じ
、
之
亦
そ
の
筆
記
が
記
聞
の
名 

を
以
て
、傳
っ
て
ゐ
あ
が
、

同
じ
く
安
產
樹
を
以
て
含
生
草
に
當
て 

て
ゐ
る
。
卽

ち

「
西
湖
田
村
先
生□

義

本

草

綱

目

記

閒

」
草
之 

十
、
苔
類
十
六
種
の
旳
に

含

生

草

松

岡

ノ

說

ニ
ア
ン
サ
ン
シ
ュ
ト
云

番

ロ

ウ

ス

ハ 

•

ン
ヱ
ル
コ
ウ

(
1
)
田
安
家
舊
藏
本
一
九
卷
八
册
、
今
木
村
冇
香
氏
架
藏
。

二

・



科

學

史

硏
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，

第

八

號 

と
あ
る
。
玆
に
松
岡
と
あ
る
の
は
、

恐
ら
く
は
松
岡
恕
庵
玄
達
を 

指
す
も
の
で
あ
ら
う
か
。
併
し
な
が
ら
松
岡
恕
庵
が
安
產
草
を
含 

生
草
に
當
て
た
出
典
は
筆
者
は
今
日
ま
で
未
だ
索
め
得
な
い
。
同 

氏

の

「
苔

品

」(

狩
野
文
庫
藏)

に
は
卷
柏
、
含
生
草
と
も
載
せ
ず
、
 

内
閣
文
庫
藏'

「
恕

庵
本
草
記
間
」
享

卷

卷

柏

附
錄
含
生
草
の
條 

に
は
單
に
未
詳
と
あ
る
。
但
し
そ
の
後
に
松
岡
氏
が
安
產
樹
卽
含 

生
革
の
說
を
執
っ
た
こ
と
は
勿
論
有
り
さ
う
な
こ
と
で
あ
る
。 

大

槻

玄

澤

「
蘭

碗
摘
芳
」

も
亦
安
產
樹
卽
含
生
草
の
說
を
紹
介 

し
て
次
の
如
く
述

べ

て
ゐ
る
。

含

生
草 

按
ズ
ル
ニ
本
草
綱
目
卷
柏
附
錄
含
生
草
。
拾

遺

ーー
 

藏
器
ガ

日

ク
S

國

二
生
ズ
。
葉
卷
柏
ノ
如
ク
ー
ー
シ
テ
大
、
 

性
平
二
シ
テ
毒
無
シ
、
婦
人
難
產
ヲ
主
卜
ス
。
之
ヲ
含
ミ
汁
ヲ 

嚥
メ
バ
卽
チ
生
ル
。

又
王
元
美
ガa

苑
詳
註
二
日
ハ
ク
、
含
生 

草
、
婦
人
難
產
」一
 

口
中
之
ヲ
含
メ
バ
立
ロ
ニ
產

ス
。

又
其
汁
ヲ 

咽
厶
。
葉

卷
柏
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
大
。
蘇
鶴
國
一
一
生
ズ
。
其

葉

之. 

ヲ
煮
レ
バ
熟
セ
ズ
。
毒
無
シ
。
我
邦
俗
舶
來
ノ
者
ヲ
呼
ン
デ
安 

產
樹
ト
日
フ
。
西
說
ヲ
譯
シ
テ
左
一
一
考
證
ト
爲
ス
。

(1) 

內
題
、
本
草
網
目
記
阳
、
怨
庵
松
岡
玄
逹
考
訂
、
門
人
甲?2
敬
元
、
 

熊
谷
玄
隱
、
江
村
如
圭
冋
校
、
元
享
利
貞
四
册
に
製
本
。 

ゝ

(2) 

卷
ノ 

ー
、.
二
六
—
二
七
丁
、
寬
政
四
年(

西
紀
一
七
九
二)

.0

ー
ニ. 

嘲

乙

都
(

ウ
ヲ
イ
ツ)

日
ハ
ク
、
魯

斯

般

畦

里

愕
(

ロ
ー
ス 

ハ
ン
ヱ
リ

ゴ

羅
甸
二
魯
撒
、
非
里
更

知
打
亞(

コ
ー
サ
、

ヒ 

リ

ケ

ン
け
タ
ア)

ト
日
ヒ
、

一
ニ
魯
撒

、

里

吉
(

ロ
—
サ
ヽ
リ 

キ)

ト
日
ヒ
、

ー
」一
魯
撤
、
桑
吉
打
、

麻

里

亞
(

ロ
ー
サ
、

サ 

•

ン
キ
タ
、

マ
リ
ア)

ト
日
フ
。
蓋
シ/

撒

ハ
褥

薇

ナ
リ
、
噎
里 

愕

ハ
如
德
亞
(,

シ
ュ
デ
ア)

園

地

ノ
名

ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
未
ダ 

曾
テ
其
地
此
物
ヲ
產

ス
ル
ヲ
聞

カ
ズ
。

元
是
蒙
昧
ノ
僧
侶
命
ス 

ル
所

ノ

名

稱

ナ
リ
。
因
テ
其
實
ヲ
詳
ー
ー
ス
ル
ー
ー
、

勿
酥
多
、
曷 

剌

比

亞
(

ウ
ェ
ス
ト
、

ア
ラ
ビ
ア)

西
紅
海
一
一
瀕
ス
ル
ノ
砂
地 

二
產

ス
ル
者
ア
リ
、
其
草
一
叢
ヲ
爲
ス
。

大

サ

徑

一

善

り
 ヽ

勞

綜
相

交

リ
猶
ホ
木
ヲ
以
テ
組
修
ス
ル
ガ
若
シ
。
其
葉
窄
小
。 

中
央

EI
實
ヲ
結
ビ
頼
粒
ヲ-
爲

ス
。
還

馬(

ロ
ー
マ)

都
府
・
ノ
巫
祝 

者

日
ハ
ク.
、
常
二
之
ヲ
收

貯

シ
婦
ノ

分

娩

二
當
ッ
テ
必
ズ
展
開 

シ
テ
以
テ
其
兆
ヲ
示
ス
ト
云
フ
。
今

敢

テ
之
ヲ
試
レ
バ
緊
縮
其 

故

ノ
如
シ
。
之

ヲ
湯
ニ?
M.
ス
レ
バ
其

緊

縮

ナ
ル
者

ハ
必
ズ
展
開 

ス
。
舊
說
虛
誕
滿B

以

テ
信

ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
。
難

産

ノ
婦
人
酒 

(I) 
多
分
次
の
書
な
ら
ん 

J
o

 
ロ an

n

 J
a
c
o
b

 W
o
y

忖G
g
o
p
h
y
p
-  

c
i
u
m

 

S
e
d
l
c
o
,
p
h
y

2.c
u
m
9

 

o
f  

S
c
b
a

 
ナ ka

m
e
r

 d
e
r

 g
e
n
e
c
s
l

 

en  
nahiurkundm

e  0pbebelzende

 

de  

m
eeste  

e
b
c
・

 A
m
B
b
e
r
d
a
n
y

 

1
7
4
1

・

122



ヲ
灌
イ
チ
之
ヲ
用

ヰ
レ
バ
極
メ
テ
功
驗
ア
リ
。

意
フ
ー
ー
此
說
亦 

的

實

ナ

ラ

ザ

ル

ナ

リ(

原
漢
文)

卽
ち
安
產
樹
を
以
て
含
生
草
に
當
て
る
こ
と.
、B

に
は
後
藤
、
 

靑
木
兩
氏
の
示
唆
が
あ
り
、

松
岡
氏
之
を
採
り
、

小
野
、

田
村
、
 

大
槻
諸
家
を
經
て
こ
の
考
は
一
般
に
普
及
す
る
に
到
っ
た
も
の
で 

あ
ら
う
。
其

後

の

諸

書

「
蘭
說
辨

惑

は

寬

政

二

年

ゝ

，西
紀
一
七 

九
九)
(

第
八
圖)

は

素

よ

り

「
藥
名
備
考
和
訓
鈔
」(

跋

、

文
化
四 

年
、
西
紀
一
ー
八
〇
七)

、

「
物
品
識
名
」-

文
化
六
年
、

西
紀
一
ハ〇

 

疋

ヽ

「
本
草
圖
譜
」
、
文
政
一 

一
年
、
西
紀
一
ハ
二
八)
(

第
九
圖)

、
 

「
校
訂
藥
名
備
考
和
訓
鈔
」(

天

保-

一
年
、

西
紀
一
八
三
一)

、

「
袖 

珍
鑑
本
草
綱
目
」(

安
政
三
年
、,

西

紀

一

ハ

五

六)

等
い
づ
れ
も
含 

生
草
卽
安
谯
樹
の
說
に
從
っ
て
ゐ
る
。
「骐
葭

堂
雜
錄
」(

序
安
政 

三
年
、
西
紀
一
八
五
六)

に
は
安
產
草
の
項
に
相
當
詳
し
い
記
述

第九圖（甲）安產樹 

「本草圖譜」所載

缶

卩・:

羽トハ呵】女朋;蚀

「痢說耕惑」所載

第九圖（乙）安產樹

「本草圆,普」所載.度々揑斯

（ドドネウ%）に載るところ 

のもの

が
見
え
る
が
、
槪
ね
上
に
述
べ
た
所
と
至
複

し

て

ゐ

る

か

ら

煩

を

ヽヽ 

避
け
る
爲W

載
を
省
略
す
る
。
但
し
恭
葭
堂
は
含
生
草
の
名
に
は 

觸
れ
て
居
ら
な
い
。

明
治
以
降
の
我
邦
辭
典
類
は
大
率
こ
の
說
を 

採
っ
て
居
り
、

上
海
商
務
院
書
館
板
植
物
學
大
辭
典
も
亦
之
を
踏 

(

丄)

初
版
中
華
民
國
七
年
二
月
。

・
ニ
ニ

123
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襲
し
て
ゐ
る
。

併
し
な
が
ら
上
段
屢&

引
用
し
た
如
く
、

本
草
に
所
謂
含
生
草

は
卷
柏
附
錄
と
し
て
擧
げ
ら
れ
、
葉
は
卷
柏
の
如
く
に
し
て
大
、
 

・

產
地
は
秣
鞭
國
と
あ
っ
て
、

の
葉
形m

地
は
如
何
と 

も
之
を
同
一
の
も
の
と
見
做
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

白
井
先
生
は 

「
植
物
渡
來
考
」

昭
和
四

年

版)

ロ
ー
ズ

ハ

ン

エ

リ

コ

の

條

に

「
漢 

名
含
生
草
に
充
つ
れ
ど
も
非
な
る
が
如
し
」

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。 

筆
者
の
見
る
所
で
は
恐
ら
く
所
謂
含

生
草
は
今
日
の
滿
洲
國
乃
至 

沿

海

洲

地

方
に
生
ず

る

‘Q
c
l
u
g
h
e
u
a

^

の
も.
の
で
は
あ
る
ま
い 

か
。
果
し
て
如
何
な
る
種
が
之
に
該
當
す
る
か
今
沬
考
に
屈
す
る 

が
、
何
か
こ
の
類
の
も
の
で
あ
巧
う
と
推
測
せ
ら
れ
る
。

い
づ
れ 

に
せ
よ
之
を AuasiaHca  

7

2.
ミ.o

r
7 ~s

7
n
a
 L

・
に

宛
て
る
こ
・
と 

は
妥
當
の
見
で
は
あ
る
ま
い
。
大
槻
文
彥
先
生
が
、

曩

に

「
音
海
」 

に
於
て
は
安
產
樹
の
漢
名
と
し
て
含
生
草
を
採
用
せ
る
に
拘
ら
ず 

「
大
言
海
」
で
之
を
除
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
先
生
の
見
識
の
一
端 

を
窺
ふ
に
足
り
る
。

・
現
時
の
支
那
、
滿
洲
等
に
於
い
て
こ
の
類
の
も
の
を
安
產

の
厭

勝
と
し
て
使
用
す
る
風
習
が
行
は
れ
る
や
否
や
、
少
し
く
氣
を
つ 

け
て
見
て
居
る
が
、
零

冏

に

し

て

今

日

ま

でs
e
z
a
g

s-
ミ5

を
用 

ゐ
る
こ
と
に
就
て
耳
に
す
る
所
が
な
い
。

一
四 

や
や
興
味
あ
る
こ
と
は
歐
米
に
於
て
も
、

2

i
c
a

及
び 

の
兩
植
物
、M

れ
も
乾
濕
に
應
じ
て
卷
縮
し
又
舒
開

第一〇圖 &la(/inella lepidophylla Spring. 
向って左,乾枯捲縮せるもの;向って右，濕潤舒開せるもの

す
る
性

質

の

類
似
か
ら
、
 

復

活

草(
R
e
s
u
r
r
e
c
t
i
o
n

 

D
l
a
n
f
)

の
名
を
共
有
す 

る

と

云

ぶ

。

後

者

は
 

SeUigi/neUa

 

屬
中 

S.

 

一
,c
p
i
d
o
p
h

塔a  S
P
R
I
N
G  

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る 

(

第

一
〇

圖)

。

、
 

猶

ほ
本
草
の
所
謂
含 

生
草
は

之
を
含
み
汁
を 

嚥

め

ば
產
る

と

云

ふ
こ 

と
に
な
っ
て
あ
る
。

紅 

毛

の

安
產
樹

は

我

邦

に. 

傳

へ

ら

れ

て

は
、

同
樣 

に
之
を
水
に
浸
し
或
は

煎
じ
て
飮
む
と
安
產
の
效
が
あ
る
や
う
に
記.
さ
れ
て
ゐ
る
。•

之
を 

齎
し
た
紅
毛
人
が
斯
く
傳
へ
た
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
が
、

當
特 

舶
載
の
蘭
書
の
多
く
我
邦
に
行
は
れ
た
と
思
は
れ
る
も
の
の
中
、

"4

ゝ



A
/
n
a

唇
t
i
c
a

卽

ちRoos  van  J
-B.c

b
o

の
記
述
を
見
る
に
、

例 

へ 

ば 

！
V
L
・

 H
o
u
t
t
u
y
n
:

 

L
i
n
n
a
e
u
s

 

N
a

ナum
.
l
y
k
e

 

U
i
s
f
0
1
.
1
9  

R
・ Dodonaeus

：  ucrba

s.us  of*  cruydr

ttoeckj  Egbert  

e
u
h
s
: N

i
e
w

 

e
n

 V
o
l
k
o
m
e
n

 

w
o
o
l
.
d
e
n
b
o
e
k

 

v

二 n  

K
o
n
s
c
e
n

 

e
n

 w
e
t
e
n
s
c
h
a
p
D
e
?
F
L

 N
o
e
l

 

C
u
o
m
e
l

 

及
び 
J

・ A
・ 

de  

(2

C
H
A
L
M
O
T
"

 

H
u
i
s
h
o
u
d
e

二jk
 

W
o
o
r
d
e
n
b
o
e
k

 

等

、

そ
の
俗
信 

に
就
て
記
し
て
ゐ
る
も
の
も
、
之
を
煎
じ
て
飮
む
と
云.
ふ
記
事
が 

見
當
ら
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
「
蘭
碗
摘
芳
」

にW
0
Y
T

を
引 

い
て
あ
る
中
に
飮
用
の
記
事
が
見
え
る
の
で
こ
の
原
書
を
見
た
い 

と
念
じ
て
ゐ
る
が
、

遺
憾
な
が
ら
未
だ
そ
の
所
在
に
接
す
る
機
を 

得
な
い
。N

i
c
o
l
a
s

 

の 

r"  Diaionnail.e  0=  Tr
s.fe 

i 

(2) 

u
n
i
v
e
K
s
e
l  

d
e
s

 

D
r
o
g
u
e
s

 s
i
m
p
l
e
s

こ
に
は
之
を
末
と
し
又
煎
劑 

と

し

てs
c
o
r
b
a

に
用
ゐ
る
が
、

但
し
著
者
自
身
は
效
否
沬
詳 

と
し
て
居
る
。

(1) 

い
づ
れ
も
前
出
。

(2) 

Tro

s-idm
e sd." AnJ

s-erdam

 (
1
7
>

P.  466.

淸
水
藤
太 

郞
氏
藏
本
に
よ
る
。
此
の
書
は
岩
崎
克
己
氏
徳
川
時
代
舶
載
洋
書
目 

錄
第
一
輯
に
よ
れ
ば
一
七
四
三
年R

O

SIe
r
d
a
n
l

出
版m

語
版
が
我 

邦
に
傅
は
っ
て
ゐ
る
由
。
又
そ
の
邦
譯
は
「
遠
西
藥
画
綱
目
」•

の
名 

で
行
は
れ
て
ゐ
た
。

- 

安

產

樹

纂

考
(

岡
田)

結

、、
 

び

安
產
樹

卽

ちA
n
a
s
g

款ca

 

7

z.e
r
o
r
h
t
l
/
n
K
c
a  L

.

は
そ
の
乾
腊 

品
が
水
分
の
多
少
に
應
じ
て
伸
縮
す
る
特
性
を
有
す
る
こ
と
と
、
 

基
轉
敎
の
聖
地
附
近
よ
り
將
來
せ
ら
れ
た
事
情
と
に
よ
り
、
歐
洲 

諸
國
に
於
て
種
々
の
俗
信
を
附
會

せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
 

德

川

時

代

に

我

邦

益 

へ
ら
れ
た
も
の
は
、

そ
の
俗
信
の
中
、

特 

に
安
産
の.
族

勝

と

な
る
點
が
强
調
せ
ら
れ
、

一
方
に
於
て
は
當
時 

本
草
品
目
を
强
ひ
て
現
物
に
同
定
せ
ん
と
試
る
風
潮
と
相
俟
っ
て
、

! 

所
謂
含

生
草
が
此
の
植
物
を
指
す
と
の
說
が

樹

て
ら
れ
る
や
う
に 

な
っ
た
。
併

し

ま

ら

能
く
這
の
間
の
事
悄
を

察
す
れ
ば' 

こ
の 

考
へ
は
決
し
て
妥
當

な
も
の
で
は
な
く
、
本
草
綱
目
の
含
生
草
は 

恐
ら
く
はS

e
l
a
g
i
n
c
l
l
u

若
く
は
之
に
近
緣
の
植
物
でA

w
a
s
C
a

欽ca

 

と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

本
項
を
草
す
る
に
當
り
、
柴
田
雀
太
先
生
は
種

々

御
援
助
を
賜 

は
り
、

又
牧
野
富
太
郞

先
生
、
淸

水
藤
太
郞
氏
、

木
村
有
香
氏
、
 

岡
田
溫
氏
よ
り
有

益

な
る
示
敎

を

與

へ
ら
れ
た
。

ま
た
帝
室
博
物 

館

、
內
閣

尢

庫

、
帝
國
圖
書
館
、
東
大
植
物
學
敎
室
、
杏
雨
弁
屋
、
 

京
都
大
森
文
庫
、
秋
田
圖
書
館
に
於
て
は?

 .0
閱
覽
に®
-

々

の'
5
 

便
宜
を
與

へ
ら
れ
た
。
玆
に
謹
ん
で
感
謝
の
微
意
を
表
明
す
る
。

一
五

一亠
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附
記
の
ー

安
產
樹
の
俗
信
に
就
い
て
書
い
た
も
の
は
多
い
が
、
之
を
實
際 

に
用
ゐ
た
記
事
は
頓
と
見
あ
た
ら
な
い
。
結
局
好
事
の
者
の
閑
話 

の
材
料
た
る
に
止
ま
り
、
眞
面
目
に
之
を
信
ず
る
も
の
が
無
か
っ 

た
か
、
或
は
現
品
の
入
手
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の. 

で
あ
ら
う
。
たV
根

岸

肥

前

守

の

随

筆

「
耳
袋
」

に

「
ヤ
ロ
カ
ツ 

と
い
ふ
物
の
事
」
と
题
し
て
次
の
記
事.
が
あ
る
。

蠻
國
產
の
由
、

ヤ
ロ
カ
ッ
と
い
ふ
物
、

小
さ
き
迩
花
を
ほ
し

か
た
め
た
る
樣
な
る
物
の
由
。

い
づ
れ
の
御
時
に
か
有
り
し
、
 

御
簾
中
樣
御
産
の
時
安
產
の
呪
た
る
由
、

器
に
水
を
盛
り
彼
品 

を
入
れ
置
し
に
、
・
御
產
御
催
し
に
隧
ひ
右
器
の
內
を
廻
り
'.
•»
御 

安
産
の
時
に
至
り
開
き
候
由
、

又
御
血
を
さ
ま
り
候
に
随
ひ
元 

の
通
り
に
な.
り
け
る
。
奇
な
る
物
の
由
、
奧
勤
致
せ
る
老
人
の

物
語
故
爰
に
記
す
。

之
は
果
し
て
何
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、

此
の
記
事
の
み 

で
は
勿
論
敢
へ
て
安
產
樹
に
當
て
る
譯
に
は
行
か
な
い
。
た¢

し 

一
脈
相
通
ず
る
所
が
あ.
る

か

に

感

ぜ

ら

れ

る

の

は

も

の

名

前

の

(
1
)
束
北
帝
大
狩
野
文/
ill
本
卷
之
一
。

.
一
六

「
ヤ
ロ
カ
ッ
」
で
、

上
に
述
べ
た
後
藤
光
生
の
安
產
樹

の

一

名

「
耶 

盧
葛
華
」
は
傳

110
の

間

に

「
ヤ
ロ
另
ツ
」

に
變
る
こ
と
は
起
り
さ 

う
に
も
思
は
れ
る
が
如
何
で
あ
ら
う
か
。

附
記
の
二I

R
o
s
e

 o
f

 Jericho

 

は
今
一
般
に A

n
a
s
6a

d
a

 

h
.
i
c
T
o
c
h
u
m
i
c
a

 

L

に
當
て
て
ゐ
る
が
、
之
に
は
異
說
が
な
い
譯
で
は
な
く
、M

I
,

 

C
H
O
N》

t
s
c
I
r
w
E
r
N
M
U
R

日 

A
S
C
H
E
R
S
O
N

 

等
一
派
の 

學
者
は 

O
d
o
n
L o

s
p
e
r
m
u
m

 p
y
g
? n
a2
E
2
(
D
C
・
)  B

e
n
t
h

・
 

e
E  

h
o
o
k
.

第——圖

Odonto8per7num 
pi/gmaeum (DC.) 
Benth・ et Hook

(

第 

二
 

圖
)

を̂

て

眞

のR
o
s
e

 

o
f

 

J
e
r
i
c
h
o

な
り
と
す
る
。 

こ

の

植

物

の

乾

濕

反

應

性

は4

吕s
g
議c

a

に

比

し
-

府
明
瞭

(1) 

M
iction•(一

85 3)
・
前
出
。

(2) G
 

SCHW
IHNHURT"(18851  Bulk  de  lylnsrEgypr  

1885W
2  6・

ニ
い

01・
こ (G)_ 

92・
(STEHSIB2NCK  u^d  

SCENZ・

 

(
1
9
0
8
)

に
引
用)

。 

り

(3) 
p

・ A
s
c

ロER
S
O
N
•
(
一
8
9
2 )

・
前
出
。
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で
、

し
か
も

A
n
a
s
~
a
t
ぎ

口

が 

J
e
l
-
i
c
h
o

に
見
ら
れ
ぬ
に
反
し
て 

O
d
c
m
t
o
s
p
c
r
m
u
,

ミ
は
そ
の
地
に
生
育
し
て

ゐ
る
と

云
ふ

。 

併
し
な
が
ら
、S

t
e
i
n
b
r
i
n
c
k
-

 

s
q
h
i
n
z

兩
氏
は
之
を
駁
し 

て
、
之

等

の

植

物

がJ
e
r
i
c
h
o

の
そ
の
地
に
產
す
る
か
否
か
はs
 

耍
な
こ
と
で
は
な
く
、

聖
地
附
近
に
生
じ
て
巡
禮
者
の
記
念
と
し 

て

持
歸
ら
れ

た
こ

と

に
意
味
が

あ
る
に
過
ぎ
ず
、

更
に 

ゝミ
a
s
,  

S

B

に
就
て
は
、

記
元
前
四
世
紀
の
頃
よ
り
旣

に
復
活
の
表
徴 

と
し
て
尊
信
せ
ら
れ
た
證
據
が
あ
り、

〇

 d

 o
n
f
o
s

 P
e
g
u

え

に
は 

全
く
斯
の
如
き
こ
と
な
く
、
俗

信

の

對

象

と

し

て

のR
o
s
e

 

o
f

 

J
e
r
i
c
h
o

は

矢

張

り

ゝミ
a
s
z
a
z
g
a

を
指
す
も
の
と
爲
す
べ
し
と 

主
張
し
て
ゐ
る
。

(
1
)

〇
・ STEINTm

ECK  und  H
・ SCIHNZ・

 (1908)
前
出
。

安

產

樹

纂

考
(

岡
田)

-

附
記
の
三

安
產
樹
の
圖
の
明
治
以
前
の
文
獻
に
殘
る
も
の
は
、
本
編
に
轉 

載
し
た
も
の
の
外
、

「
蘭
腕
摘
芳

」ゝ
「
和
蘭
本
草
摘
要
解
」

に
見
ら 

れ
る
。
之
等
は
本
編
第
九
圖
乙
と
同
じ
く 

D
O
D
O
N
E
U
S

に
據
る 

も
の
で
、
そ
の
原
岡
と
思
は
れ
る
も
の
は
一
六
一
ハ
年

版c
r
u
y
d
,

 

b
o
e
k

に
見
ら
れ
る
。

猶.
ほ
大
阪
市
中
之
天
神
社
中
野
康
章
氏
は
宗
文
齋
守
國
莊
竹
坡 

陳

人
賛
の
安
產
草
の
圖
一
幅
を
藏
せ
ら
れ
る
由
で.
あ
る
。

,
>.-

一
七

■.



科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

・
 

、
 

一
八

宇
田
川
榕
菴
の
「動
學
啓
原
稿
」

上

野

・

益

三

・
宇
田
川
榕
祂
に

「
植
學
啓
原
」

の
著
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら 

れ
て
ゐ
る
が
、

そ

れ

に

對

應

す

べ

き

「
動
學
啓
原
」
著

述

の

志

, ̂

あP

た
こ
と
は
、

本

文

に

述

べ

る

「
動
學
啓
原
稿
」

に
よ
っ
て
知 

ら
れ
る
。
動
舉
は
動
物
學
の
意
で
あ
っ
て
、
植
學
が
今
い
ふ
と
こ 

ろ
の
植
物
學
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
と
同
樣
で
あ
る
。
動
學
の
語
は 

前

記

「
植
學
啓
原
」
卷
の
一
の
最
初
の
頁
卽
ち
學
原
の
項
に
は
じ 

め
て
出
て
ゐ
る
。
卽

ち

、
「
天
高
地
厚
矣
。

萬
物
森
コ
羅
於
兩
間Y  

別
レ
之
爲
一
ニ
ニ
・- 0

日
二
動
—
物
虫

日
二
植-

物
虫
日
二
山
—
物Y

動
—
物 

有
一
一
生,
產
死

亡-
-0
有
二
知
覺-
〇
生
—
々
不
”
爽
レ
形
。
動
遷
自
適
。
其 

學
日
ニ
素
錄
義
亞
—〇
此
譯
二
動
—
學

ご

と

あ

る

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
 

植
學
と
同
樣
、
動
學
と
い
ふ
語
は
榕
德
の
創
成
で
あ
る
こ
と
が
わ 

か
る
。
「
植
學
啓
原
」

の
刊
行
は
天
保
六
年(

西
曆
一
八
三
五)

で

あ
る
。
右
の
文
中
に
出
て
ゐ
る
三
有
と
い
ふ
語
の
意
味
に
つ
い
て 

は
、
榕
祂

の
學
問
的
隨
筆
と
も
い
ふ
べ
き
、
植
學
獨
語
」

に 

三
有
と
は
萬
物
た
と
ひ
幾
千
萬
あ
り
と
も
大
別
動
植
物
山
物
の 

三
宗
類
に
囊
括
苞
擧
し
て
三
有
と
は
名
付
し
な
り
動
物
と
は
簸 

蚕

に

よ
ら

ず

人

畜
よ
り
蜚
囁
蛇
蟻
螟
に
至
る
ま
で

を

宗
括
し 

云
々

と
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
動
物
の
み
を
硏
究
す
る
の
を
索
羅
義
亞
と 

云
ふ
と
書
い
て
ゐ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
「
獨
語
」
の
右
の
文
章
の 

後
段
に

三

有
の
學

r\
い
か
に
も
深
く
嗜
み
徳
く
好
め

ri
至
極
の
妙
境
に 

い
た
り
又
思
を
潜
ま
し
疑
を
貯
ふ
れ

rv
偶
晤
す
る
こ
と
あ
り
云 

云
と
云
っ
て
あ
っ
て
、
榕
菴
の
自
然
科
學
に
對
す
る
態
度
の
片
鱗
を 

窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
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二

「
動
學
啓
原
稿
」

は
宇
田
川
家
か
ら
出
た
一
綴
の
原
稿
で
、
今
、
 

大
阪
武
田
長
兵
衞

氏
の
杏
雨
書
屋
に
藏

せ

ら

れ

'-C
ゐ
る
。
半
紙
三 

十
七
枚
、
全
部
榕
希
の
自
筆
で
、
第
一
頁
に
、•

動
學
啓
原
稿 

天 

r • 

■
—fc-» I 
一

m

 = ■
-

亍1(• ■ 

I ' 

; ; F 

.
動
・
塔
を
弟

尺
假
六
耳
・-

目

茗

医

樓t

格 

瓦

カ

も

住

を

ヲ

^
^
X

ラ
ブ
歹A

ト
」--
住

】
 

ト
戈
心
国
一-

衿
冬
石
ユ
ハ
推
ハ
即
ト̂

長
オ
以
テ
能
ト
孑
别
え 

.

...•••
鄭
匕̂

喜
六
阀,
!
I

ptE QnsAe

辛

み
-<

牛
マ
飼
?.
へ
シ 

卜A
■ _
_

卯-

海̂

三+ 3 

询

存
テ
蒂
货

，ケ£

報=

お
无
理
常
・
畤
衫9
主

7.
仃

转
シ- 

_
_
_
_

，
が
n-
ドa
ハ
ン
・ 3
.
需e
菽

、̂

彷
か
区:

動
的 

ヲ
讯
こ
=
-
-
-

l

i

 
一
雲
円
頭
，
冬

ア

リ

我

晞 
g

貝7

脊

〉
少
安
丙
預
丙
停
含
至
者
マ
リ

「動學啓原稿」の第一頁（杏雨書屋藏）

堡

ハ

年

十

一

月

菩

陡

樓

主

人

榕

と

記

し

、0

の
中
に
榕
の
字 

の
あ
る
朱
印
が
捺
し
て
あ
る
。
菩
薩
樓
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
榕
菴 

の
號
、
榕
は
そ
の
名
で
あ
る
。
天

保

六

年

六

月

に

は

「
植
學
啓
原
」 

が
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
榕
卷
は
同
じ
年
の
十
一
月
に
、

そ 

れ
に
引
き
つ¢

い

て

「
動

專

原

」
を
大
成
し
よ
う
と
、

一
應
原 

宇
田
川
榕<

の

「
動
學
啓
原
稿:一

(

上
野
】

稿
を
ま
と
め
た
の
が
、

こ

の

「
励

養

原

稿

」

で
は
な
い
か
と
思 

ふ
。

こ
の
原
稿
は
未
完
成
の
ま
ゝ
篋
底
に
藏
せ
ら
れ
て
來
た
も
の 

で
あ
る
か
ら
、
副
本%

寫
本
も
世
上
に
は
傳
は
っ
て
ゐ
な
い
貴
重 

な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
內
容
は
後
段
に
詳
述
す
る
が
、
大
體
蟲
の 

通
論
、

魚
學
及
び
哺
乳
類
學
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
。
武
田
氏
の
文
庫 

に
は
、
右
の
ほ
か
榕
牠
自
筆
の
原
稿
が
な
ほ
多
數
藏
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
が
、

そ

の

中

に

「
鯨
類
」
と
題
す

る

三

十

七

枚

の

ー

綴

と

「
榕 

菴
先
生
遺
書
」

と
假
題
の
附
さ
れ
た
六
十
九
枚
の
一
綴
と
が
あ
る
。 

後
者
の
中
に
は
、
阿
爾
尼
多
羅
義
亞
と
題
す

る

一

文

が

あ

り

、
 

O
m
i
f
h
o
l
o
g
i
a

卽
ち
鳥
學
が
取
扱
っ
て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
原
稿
と 

「
動
學
啓
原
稿
」

と
を
一
括
し,
て
併
せ
考
へ
る
と
、
榕
祂
の
動
物 

學
の
知
識
、

並
に
そ
れ
ら
を
ど

の
や
う
な

形
で

「
動
農

原
」

に 

ま
と
め
よ
う
と
し
た
か
が
、
大.
體

わ
か
っ
て
く
る
。

「
動

診

原

稿

」
は
榕
祂
が
そ
の
堪
能
な
語
學
の
才
を
驅
使
し 

て
つ
く
っ
た
譯

稿
を
基
礎
に
し
た
も
の
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。 

そ
の
原
本
は
主
と
し
て
百
科
全
書
中
の
動
物
に
關
す
る
記
事
で
あ 

る
か
ら
、
內
容
は
極
一
般
的
な
且
初
步
的
な
も
の
で
あ
る
。
文
政 

九
年
、
榕
蒂
二
十
九
歲

の
年
、
當
時
官
營
事
業
と
し
て
進
行
中
で 

あ
っ
た
シ
ョ
メ
イ
ル
和
解
、
卽
ち
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ョ
メ
イ
ル
の
家 

庭
百
科
全
書
の
蘭
譯
本

「
ホ
イ
ス
ホ
ウ
デ
レ
ー
キ
、

ウ

ォ

—

ル
ド 

~ 

一
九
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科

學

史

硏

究 

第

八

號

プ
ッ
ク
」
飜
譯
の
一
員
に
加
へ
ら
れ
た
。

こ

の

譯

本

が

所

謂

「
厚 

生
新
編
」
で
あ
る
が
、
榕
菴
は
こ
の
本
の
中.
で
、

化
學
動
植
物
學 

或
は
藥
學
な
ど
の
多
く
の
項
目
に
亙
っ
て
、

そ
の
す
ぐ
れ
た
譯
筆 

を
振
っ
て
ゐ
る
。

「
動
學
啓
原
稿
」
の
材
料
は
こ
の
譯
稿
が
基
礎 

に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、

近
年
靜
岡
の
葵
文
庫
か
ら
刊
行
せ
ら
れ 

た

「
厚
生
新
編
」

の
內
容
と
比
較
し
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
か 

っ
て

伊

藤

篤

太

郞

博
士
が

寥
せ
ら
れ

た
榕
菴
の
昆
蟲
通
論
の
原 

稿
な
る
も
の
も
、

右

の

「
厚
生
新
編
」

の

譯

稿

の

一

部

で

「
文
政 

十
丁
亥
四
月
廿
四
日
宇

EH'
川
榕
菴
稿
」

の
記
入
が
あ
る
。

私
は
ま 

だ
伊
藤
博
士
の
世
心
示
さ
れ
た
原
稿
を
看
る
機
會
を
得
な
い
が
、
 

博
士
の
揭
げ
ら
れ

た
寫
眞
中
の
文
面
を

、

葵

文

庫

刊

の

活

版

本 

「
厚
生
新
編
」

中
の
當
該
個
所
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で

あ
る
。

(

伊
藤
博
士
の
寫
眞)

•
〇

蟲

屬

・

イ
ン
セ
キ
テ
ン
和
蘭 

イ

ン

セ

ク

タ

羅

甸 

又

一

ニ

「
ケ
コ
ル
へ
ネ
ヂ
ー
ル 

チ
ー
」

と
名
く
斷
切
せ
る
蟲
と 

い
ふ
義
な
り
其
故
は
こ
の
類
の

(

刊
本
の
「
厚
生
新
編
」)

〇
蟲
屬
の
說

羅

甸

イ

ン

セ

ク

タ
 

和
蘭
イ
ン
セ

ク

テ
ン 

此

蟲

類

を

一

に

「
ゲ
コ
ル
へ
ネ 

ヂ

ー

ル
チ
イ
」

と
名
づ
く
是
れ 

と
云
義
な
り
其
故
は
此

二
〇

蟲
多
く
ハ
其
身
に
斷
刻
の
處
あ 

り
方
に
斷
ん
と
す
る
が
如
く
に 

し
て
連
績
し
甚
し
き
も
の
八
連 

繪
の
處
僅
に
一
縷
の
如
し
又
此 

故
を
以
て
亞
利
斯
多
も
こ
れ
を 

「
エ
ン
ト
マ
」
と
名
け
て
他
の
無 

血
蟲
と
區
別
せ
り
貝
介
は
無
血 

蟲
な
り

蟲
類
多
く
は
其
身
に
刻
缺
せ
る 

處
あ
り
て
將
に
截
斷
せ
ん
と
す 

る

如

く

に

し

て

連

繽

し

其

甚 

龙
し
き
も
の
は
斷
續
の
處
僅
に 

一
縷
の
如
し
是
を
以
て
「
ア
リ 

ス
ト
」
人

名

も

是

を

「
ヱ
・
ン
ト 

マ
」

と
名
づ
け
て
他
の
無
血
蟲 

と
區
別
せ
り
今
は
貝
介
も
無
血 

蟲
に
屬
じ(

下
略)

三

「
動
學
啓
原
稿
」
第
一
枚
表
に
は
〔
雁
〕
の
記
事
が
あ
る
が
、

こ 

れ
を
ど
う
し
て
こ
ゝ
に
お
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
恐
ら
く 

こ
の
や
う
な
原
稿
が
出
來
て
ゐ
て
、

そ
の
首
に
動
學
啓
原
稿
の
語 

を
書
加.
へ
た
も
の
で
で
も
あ
ら
う
か
。
雁
の
記
事
は
ニ
行
だ
け
第 

一
枚
裏
に
亙
っ
て
ゐ
て
、

そ
れ
に
繽
い
て
据
の
記
事
が
は
じ
ま
り 

總
計
十
一
枚
に
及
ん
で
ゐ
る
。
蟲
の
項
は
伊
藤
博
士
の
云
は
れ
る 

や
う
に
、
昆
蟲
通
論
、
正

し
く
い
へ
ば

節
足
動
物(

A
r
t
h
l
.
o
p
o
d
a
)

 

通
論
の
形
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
內
容
配
列
な
ど
は
ま
だ
充
分 

整
頓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
云
は
れ
な
い
。

そ
の
項
目
だ
け
を
順
を

【3°



追
う
て
拾
っ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

蟲
眼
、
蟲
屬
、
蟲
鬚
、

頭
胸
部
後
身
、

ゲ
ウ

ィ
ー
ク
テ
蟲
類
、• 

前
胸
後
胸
、
翼

、
翼
粉
、
脚
、
脚
之
三
部
附
爪
、
氣
管
、
後
身
、
 

刺
、
雌
雄
辨
別
之
徵
、
殖
器
生
々
狀
態
、
卵
胎
生
卵
生
、
化
生
、
 

相
剋
相
制
、
蟲

軍
、
•

採
用

最
後
に
十
一
枚
裏

に

林
娜
斯
蟲
類
分
類
表
が
あ
っ
て
蟲
の
部
を
終 

っ
て
ゐ
る
。
十
二
枚
目
か
ら
以
下
五
枚
が
魚
學
で
、

そ
れ
に
つ

 ヾ

い

て

「
厚
生
新
編
」

の
譯

稿
・
中
か
ら
、
動
物
に
關

す
る
も
の
を
集 

め
た
と
思
は
れ
る
短
篇
數

項
が
あ
り
、
最
後
に
哺
乳
動
物
が
四
枚 

あ
る
。
又
烏
の
剝
製
法
の
記
事
が
載
せ
て
あ
る
。
次
に
そ
の
內
容 

の
大
略
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
づ
蟲
眼
の
項
を
讀

む
と 

• 
•

(

前
略)

顯
微
鏡
ヲ
以
テ
或
種
ノ
虫
眼
ヲ
觀
レ
バ
數

多
ノ
格
子 

■

一
分
界

シ
紗
ノ
如
ク
又
蜜
睥

>—
類

ス
其
色
白
、

黑
、
・
綠
、
、
金
黄
、
 

朱
紅
、
赭
色
ア
リ
日
一
一
映,

寶

石
ノ.
如
シ
蜻
蛉
ノ
眼
等
ヲ
觀
テ 

知

ル

ベ

シ
(

中

略)

ピ
ュ
ケ
ッ
ト
氏
蝶

眼

ヲ

觀

テ

ー

萬
七
千
三 

百
二
十
五
格
ト
ス
蓋

シ
旋
轉

セ

ザ

ル-
一
因
テ
物
象
前
後
左
右
上 

下
ヨ
リ
ー
時
一
一
映
照
れ
每
分
ノ
格
子-
一
鑑

ス
(

下
略) 

こ
れ
は
複
眼
の
記
載
で
あ
る
。

次
は
蟲
屬
の
項
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
前
節
に
出
し
た
伊
藤
博
士 

宇
田
川
榕
能
の
「動
學
啓
原
稿
」(

上
野)

本
の
記
事
に
相
當
す
る
と
こ
ろ
で
、
該
文
面
と
比
較
し
て
み
る
と 

頗
る
興
味
が
あ
る
。
•

蟲̂

- 

和

蘭

二

「
イ
ン
セ
キ
テ
ン
」
羅

甸

二

「
イ
ン
セ
ク
タ
」

ト
云
ー 

二
「
ゲ
コ
ル
フ
ェ
ネ
ヂLV
ル

チ

ー

ス
」

又

「
ゲ
ケ
ル
フ
デ
ヂ
ー
レ 

ン
」

ト

云

芻

セ

ル

蟲

ト
云
義

ナ
リ
斷
刻

ノ

處

ア

リ

僅

力-
一
連 

續
ス
連
ル
處
一
縷
ノ
如
キ
ア
リ
細
腰
蜂
ノ
如
シ
亞
利
斯
多
モ
之 

ヲ
燕
多
馬

ト
名
テ
他
ノ
無
血
蟲

ト
區
別
ス
嫌
蝦
、

鼠
婦
、
険

蚣
 

皆

斷

蟲

二

屬

ス
多
脚

つ

頭

益

ア

リ

嚮

'gs

e

 

其
身
眸
多
ノ
輪
紋
周
匝
ス
故
一
-

古

賢

「
ア
ル
ベ
ル
テ 

ユ 

ス
」
之

ヲ-

ゲ
リ
ン
グ
テ
ヂ
—
ル
チ
ー
」
ト
名
ク 

こ
の
文
で
は
、
伊

藤

博

士

本

及

び

「
厚
生
新
編
」

の
記
事
よ
り
も 

添
削
を
加
へ
て
簡
略
と
な
し
た
跡
が
見
え
る
。

次
の
項
で
は
、
蟲 

の
體
を
頭
、

胸
部
、
後
身
或
は
頭
、.
臆H

 
昇

ク

後

身

の

三
部 

に
分
っ
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。
翼
の
次
の
項
の
翼

粉
と
い
ふ
の
は
、
 

今
い
ふ
と
こ
ろ
の
蝶

蛾
の
瞬
粉
を
指
す
の
で
あ
る
が
、

文
中
で
は 

蝶
翅
と
い
ふ
や
う
に
、
翼
の
代
り
に
翅
を
用
ひ
、
他
の
項
と
の
間 

に
術
語
に
混
亂
が
あ
る
。

雌
雄
辨
別
之
徵
以
下
は
生
態
學
的
な
記
文
に
富
ん
で
ゐ
る
。.
例 

へ
ぎ 

「
蜂
ノ
如
キ
ハ
ー
雌
千
有
餘
ノ
雄

二

配
ス
其
雌
ハ
所
謂
蜂 

ニ
ー



- 

科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

妃
或
蜂
王
ト
稱
ス
ル
者
ー
ー
年
々
二
三
四
隊
ノ
蜂
群 

犬
ウ
エ
ル
ム 

ヲ
產

ス
ー
隊
ノ
蜂
數
一
千
五
六
百
ヲ
下
ラ
ズ
其
內
必
ズ
一
雌
ア
リ 

(

下

略)

。
」

な
ど
は
中
々
面
白
い
。
蜂

妃

と

は

中.
々
面
白
い
譯
語 

で
今
い
ふ
と
こ
ろ
の
女
王
で
あ
る
。
更
に
興
味
が
あ
る
の
は
、

化 

生
と
い
ふ
項
で
、

こ
れ
は
從
來
の
本
草
學
者
が
蟲
類
を
卵
生
、

濕 

生
、
化

生

な

ど

と

分

っ

た

の

と

ち

が

ひ

、
榕

雜

は

變

態H

s-a, 

m
o
r
p
h
o
s
i
s
)

 

の
意
に
用
ひ
た
の
で
あ
る
。

化
生

獸
烏
魚
蛇
「
ア
ム
ピ
ビ
ア
」
ハ
幼
生
ヨ
リy

終
身
形
ヲ
改
メ
ズ
蟲 

類
ハ
蚤
。
鼠
婦
。
蜘
蛛
。

千

脚

蟲

い

い

《
影

虱

、
螺
蝦
ノ 

類
ヲ
除
テ
有
翼
ノ
蟲
ハ
皆
形
ヲ
變
ス
槪
ス
ル
ニ
最
初
ハ
卵-
一
 
>
 

ソ
レ
ヨ
リ
防

母
一
名
馬
斯
結
爾
斯
ト
爲

ル
番

^

ハ
蝶
ノ
模 

母
「
ク
ワ
ッ
ト
ウ
ヲ
ル
ム
」

ハ
多
兒
ノ
模
母
水
堇

ハ
烤
蛉
ノ
模 

母
蚕
ハ
蛾
ノ
模
母
ナ
リ(

下
略) 

• 

模

母

はM
o
ミ

の
こ
と
な
る
べ
く
，u

l
a
s
k
e
一 •

と
同
樣
假
面
の
意 

で
、L

o
r
v
e

卽
ち
幼
蟲
を
指
す
。
第
一
の
例
は
む
つ
か
し
い
字
が 

使
っ
て
あ
る
が
、

リ

ュ

プ

ス

卽

ちR
u
p
s

 
(

鱗
翅
目
の
幼
蟲)

が 

蝶
と
な
る
こ
と
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
侈

兒

はT
o
i

•
(

甲

蟲)

の 

譯
字
で
あ
ら
う
。
右
の
後
段
で
は
羽
化©•

こ
と
、

ポ
ッ
プ
卽
ち
蛹 

の
こ
と
、

な
ど
も
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。
最
後
の
採
用
と
い
ふ
の

'
ニ
ニ
・ 

は
應
用
の
意
味
で
あ
る
。
今
そ
の
全
文
を
次
に
載
せ
よ
う
。 

採

用
 

•

ヽ
 

蟲

類

ノ
人
生
ー
ー
效
用
ヲ
致
ス
事
多
シ
家
蚕
野
蚕
ノ
繭
系
ヲ
造
テ 

•

布

帛

ヲ

織

ル
ベ
ク
天
蠶

糸

ト
爲

り
蜜
蜂
ヲ
造
リ
蛾
ヲ
作
リ
印
度 

都
兒
格
ノ
紫
錢
ヲ
以
テ
皮
や
ヲ
紅
染
シ
花
布
ヲ
印
シ
緘
蠟
ヲ
製 

シ
，
「
コ
ー
セ
ニ
ー

ル
」

ノ

猩

紅

ヲ

染

メ

「
ケ
ル
メ
ス
」
「7*=

へ
 

ソ
セ
」
ーー產
シ
椰
葉
ー
ー
巢
フ
蟲
ノ
名
ノ
紅
色
ヲ
爲

シ
强
心
ノ
舍
利
別 

ヲ

爲

シ

沒

食

子

ノ

黑

ヲ

染

メ

又

墨

汁

ト

爲

ル

ゴ

ウ

ド

ハ
ー

ン 

チ
ー
」
比

黑

ノ

皮
エ
人
用
テ
種:

飾

ト

ス

芫

黃 

葛
上
亭 

長

ノ
發
泡
シ
蝴M

石
、
蛾
酸
、
蚯
蚓
油
ノ
效
カ
ア
ル
ガ
如
シ 

最
後
の
リ
ン
ネ
の
分
類
表
は
、
伊
藤
博
士
の
寫
眞
に
も
出
て
ゐ
る
。

(

現
行)

蟲®
,

，
コ
レ
ヲ
ブ
テ
ラ

甲 

蟲
-

勒
翅
類

coeopcera

——

へ

ミ

プ

テ

ラ' 

半
甲
蟲 

ー
ー
四
翼-
-

リ

ピ
ド

ブ
テ
ラ

有
務
者

i

ネ

ウ

ロ

ブ

テ
ラ

鎚

薄

者 

・
ヘ
イ
メ 

ノ
ブ
テ
ラ
有
鉤
者 

I

二
翼
…

ヂ
.

フ
テ
ラ 

ニ
翼
蟲 

,

無
翼!

ア

プ

テ

ラ 

無
翼
蟲

半

翅

類H
e
m
i
p
f
e
r
a

 

鱗
翅
類 L

e
p
i
d
o
p
b
e
r
a

 

脈
翅
類 N

e
u
r
o
p
b
e
r
a

 

膜
翅
類 H

y
m
e
n
o
p
b
e
r
a

 

雙

翅

類D
i
p
f
e
r
a

 

無

翅

類A
p

s-ra
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が
、

こ
こ
に
榕
菴
が
用
ひ
た
譯
語
と
、
今
私
共
が
使
用
し
て
ゐ
る 

の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
右
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
榕
祂
の
譯 

語
は
統
一
を
缺
き
、

一
々
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
す
ぐ
れ
た
出
來
と 

は
云
ひ
難
い
。

な
ほ
、
伊
藤
博
士
の
寫
眞
で
は
ネ
ウ
ロ
ブ
テ
ラ
の' 

下
が
翼
薄
き
者
と
き
の
字
が
入
っ
て
ゐ
る
。

四 

、 

魚
學
の
部
分
は
蟲
の
部
に
比
べ
て
、
簡
單
で
は
あ
る
が
よ
く
ま 

と
ま
っ
て
ゐ
る
。
魚
學
は 

, 

羅
甸
二
伊?n

爹
阿
羅
義
亞
・
和
蘭
・
ー
ー
ヒ
ス
キ
ュ
ン
デ
魚
類
ヲ
記 

載
シ
種
屬
ヲ
分
別
ス
ル
學
ナ
リ

と
定
義

し
て

あ
る
。

イ
ク
テ
オ
ロ
ギ
ア
は

云
ふ

ま
で

も
な

く• 

I
c
h
f
h
y
o
o
g
i
a

で
あ
る〇

更
に

此
學
ノ
要
務
第
一
鮮
剖
>■
內
景
ヲ
辨
シ
該
器
ノ
名
目
ヲ
建 

と
形
態
學
を
擧
げ
、
次
に

-

第
二®

ト
種
ト
ヲ
分
テ
其
名
ヲ
命
シ
第
三
各
種
各
異
ノ
性
ヲ
檢 

査
ス

と
分
類
學
記
載
學
に
及
ん
で
ゐ
る
。
魚
と
他
の
動
物
と
の
區
別
に 

つ
い
て
は

鯛

ヲ

搖

動
メ
呼
吸
シ
或
海
潮
或
河
水
流
水
死
水
一
ー
產

シ
或
水
草 

宇
田
川
榕
徒
の
「
動
學
啓
原
稿
」(

上
野)

ヲ

啄

ミ

或

ハ
水
蟲
ヲ
食
ス
生
子
番
息
ノ
時
節
亦
異
同
ア
リ 

と
記
し
て
ゐ
る
。
魚
の
分
類
に
つ
い
て
はz

こ
れ
を
三
大
綱
に
分 

つ
。

そ
の
第
一
は
扁
尾
魚
類
、
第
二
は
軟
骨
魚
類
、
第
三
は
刺
魚 

類
で
あ
る
。

第
三
の
も
の
は
今
い
ふ
と
こ
ろ
の
硕
骨
魚
を
指
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
が®

第
一
の
扁
尾
魚
類
は
鯨
類
の
・
こ
と
で
あ
る
。 

原
書
が
勿
論
さ
う
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

榕
卷
に
し
て
な 

ほ
且
晾
類
を
一
綱
と
し
て
怪
し
ま
な
か
っ
た
の
は
、
惜
し
む
べ
き 

こ
と
で
あ
る
。
尤

も

そ

の

文

中

に

は

「
其
性
質m

類
一
一
同
シ
タ\ 

齒

ノ

ミ

人

畜

ト

同

カ

ラ

ズ

胎

生

二

メ
乳

ア
リ

兒

ヲ

育

ス

。
」

と 

書
い
て
あ
る
。

こ
の
文
と
、

こ
の
や
う
な
性
質
の
動
物
を
魚
類
に 

收
容
す
る
こ
と
と
の
間
に
は
大
き
い
矛
盾
が
感
ぜ
ら
れ
る
が
、

そ 

こ
ま
で
深
く
は

考
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
以
下
は
魚
體

各 

部
の
形
態
等
の
記
事
で
、
前
に
な
ら
っ
て
項
目
を
列
擧

し
よ
う
。 

鰭

尾
、

全
身
腹
背
、
頭

部□

眼
鼻
、
鱗

、
籍

、
齒
、
鰭
數
、
鰭 

骨
ノ
數' 

耳
孔
ヲ
覆
フ
小
骨

故

後

に

「
ガ
コ
ノ
ヒ.
ウ
ス
」
之
學
則
と
題
す
る
表
が
揭
げ
て
あ
る 

(

次
頁
の
表
を
參
照)

。 

» 

哺
乳
動

物

の

記
事
は
充
分
整
頓
出
來
て
ゐ
ず
、
字
も
大
分
亂
暴 

に
な
っ
て
ゐ
て
、
「
動
學
啓
原
稿
」
全
體
に
多
少
龍
頭
蛇
尾
の
觀
を 

與
へ
て
ゐ
る
が
、
最
後
に
リ
ン
ネ
の
心
臟
及
び
血
液
を
基
礎
と
し

-----



有
尾
魚
類

科 

學 

史 

w 
究

第 

八 

號

(

扁
尾 

P
l
a
g
i
u
m

(

軟

骨!

刺
魚
亠

硬
骨.

喉

側

僅

二

小

孔

ア

ル

者

編

般

鑒

一
有M

腹
鰭
者 

f

腹

鳍

在

胸

者

ー
喉
側
一
一
廣
キ
孔T

リJ  

b
r
a
n
d
i
a
e
s

 

一

ニ
ニ
こ

腹
鳍
胸
鳍
ト
尻
鰭 

ト
ノ
間
一
一
在
ル
者

"

無
眞
腹
鰭
者

た
有
名
な
動
物
分
類
表
を
揭
げ
た
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

，そ

れ

に

は

「
林

氏
內
臟
-
一
從
テ
動
物
ヲ
分
ッ
」

と
題
し
て
あ
る
。 

—
有
兩
室
兩
耳
へ
胎 

住
！

哺
乳
動
物 

溫
紅
血 

/

卵 

阻

一

鳥

類 

、、」!

—
沛
一
宜
一
耳
ヽ
呼
吸
適
宜
——

水
陸
兩
在®J
物 

I 
•

冷
紅
血 

/
K
i
e
u
w
e
n
u
i
t
w
e
u
d
i
g

-
-

魚
類 

宥
一
室
無
耳
、m

a.8prie

s-n -
-

ウ
ヲ
ル
メ
ン 

無
血
有
白
液/
E

S-voelens -
-

イ
ン
セ
ク
テ
ン 

兩
室
兩
耳
と
い
ふ
の
は
勿
論
二
心
室
二
心
耳
の
こ
と
で
、

原
本

で
は
卵
生
に
對
し
て
產
子
と
し
、

そ
れ
を
消
し
て
橫
に
胎
生
と
正 

し
て
あ
る
。

又
、

呼
吸
適
宜
の
と
こ
ろ
も
水
陸
兩
在
と
あ
る
の
を 

消
し
て
さ
う
正
し
、

下
に
水
陸
兩
在
動
物
と
し
て
あ
る
。
、リ
ン
ネ 

は
こ
の
と
こ
ろ
を
肺
で

呼
吸
す
る
も.
の
と
、

縮
で
呼
吸
す
る
も

背ト粉幡 
鰭共脯鮎鰭鰭 
ニニ複單m 
者生^^者當

ズ復

の
と
の
二
に
分
け
、

又
觸
手 

(felJMCles)

 

を

持

っ

た

の

を

儒

蟲(v
e
n
n
e
s
)、

觸
角 

(
a

s-e
m
x
a
)

を

有

す

る

も

の

を

昆

蟲?
7
 

se
s-a
)

と
し
た
の
で
あ
る
が
、
榕
菴
は
適 

譯
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
原
語
の
ま 

ま
殘
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

な
ほ
、
鳥
の
剝
製
法
の
記
事
が
あ
る
こ 

と
を
前
に
記
し
た
が
、

そ
の
文
章
の
一
部 

は
次
の
や
う
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。

斃
テ
久
ヲ
經
ザ
ル
鳥
ヲ
得
ル
キ
ハ
尖
リ
タ
ル
利
剪
ヲ
用

テ
腹
ノ 

下
部
ヨ
リ
肛
マ
デ
剪
り
開
キ
腸
肝

FJ
等
ヲ
出
シ
コ
レ
ー
ー
左
ノ
藥 

末
ヲ
充
塡
ス 

、
 

,

そ
の
藥
末
と
は

海

鹽

一-
th
、

明
凡
細
末
四
弓
、
胡
椒
細
末
ニ
子 

で
あ
る
。
食
鹽
と
明
礬
と
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

私
共
の
よ
く
知 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
胡
椒
を
加
へ
る
こ
と
は
興
味
が
あ

る
。

又'

頭
ハ
舌
根
ヨ
リ
剪
開
シ
剪
刀
ノ
端
ヲ
葢̂

二
揷
シ
コ
レ
ヲ
以
テ 

攪

擾

ス

ル

「
三
四
囘
一
一
>■
腦
噬
を
碎
爛
シ
去
ル
ベ
シ
隨
去
テ
後 

亦
又
藥
末
ヲ
塡
ル
「
初
ノ
如
シ

>
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附
い
て
ゐ
る
。

そ
の
一
枚
は
昆
蟲
の
體
の
各
部
の
名
稱
を
圖
示
し 

た
も
の
で
、

そ
の
複
寫
を
右
に
揷
圖
に
し
て
お
い
た
。
次
の
一
枚 

は
蝦
と
蜜
と
の
同
樣
な
說
明
圖
、
今
一
妆
は
鳥
體
の
說
明
圖
で
あ 

る
。
說
明
は
槪
ね
蘭
語
を
以
て
し
て
あ
る
。

宇
田
川
榕
菴
の
「
動
學
啓
原
稿
」(

上
野)

「励舉啓頑稿」の揷圖の一枚

（杏雨書屋裁）

と
あ
り
、

眼
ハ
全
乾
ノ
後
玻
璃
珠
ヲ
充
チ
濃
キ
ゴ
ム
水
ニ
テ
糊
定 

ス
と
あ
る
。

こ
れ
で
ど
の
程
度
に
完
全
な
剝
製
島
が
出
來
た
か
は 

想
像
に
難
く
な
い
が
、
剝
製
法
を
書
い
た
文
獻
と
し
て
注
意
す
べ 

き
も
の
で
あ
ら
う
。

な
ほ
、

こ
の
啓
原
稿
に
は
薄
葉
に
毛
筆
で
描
か
れ
た
圖
が
三
枚

1 

五 

~ 

• 

以
上
、

極

め
て

槪

略
で

は

あ
る
が

榕
菴
が

「
動
學
啓
原
稿
」

と 

自
ら
題
し
た
草
稿
の
內
容
を
紹
介
し
た
。

そ
、れ
は
初
步
的
な
幼
稚 

な
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
の
わ
が
國
の
博
物
學
著
に
は
、

こ
の
程 

度
の
も
の
で
も
ま
ど
め
よ
う
と
志
し
た
も
の
の
な
か
っ 

た.
こ
と
に 

注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
當
時
に
は
旣
に
相
當
立
派
な
動
物
の 

圖

譜
(

貝
譜
、
蟲
譜
な
ど
の
類)

を

著
しP

、

そ
の
科
學
的
觀
察 

態

度

の

霄

さ

を

示

し

た

學

者

が

砂

く

な

か

っ

た

。
し
か
しr

そ 

れ
は
槪
ね
個
々
の
事
物
に
つ
い
て
で
あ
つ'
て
、

そ
れ
ら
の
學
者
が 

本
草
學
的
敎
養
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
た
學
問
的
態
度
で
は
、
觀
察 

し
た
結
果
を
整
理
し
て
科
學
的
體
系
に
ま
と
め
る
と
い
ふ
と
こ
ろ 

ま
で
行
く
の
は
中
々
む
づ
か
し
か
っ
た
。

そ
の
や
う
な
仕
事
の
出 

來
た
人
は
寥
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
や
う
な
時
流
の
中
で
、
 

飜
譯
に
よ
る
材
料
に
よ
る
と
は
い
へ
、
動
物
學
を
通
論
的
な
形
の 

一
書
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
志
し
、
完
成
は
し
な
か
っ
た
が
、' 

一
 

。
度
は
と
に
か
く
そ
れ
に
取
り
か\

っ
た
榕
菴
の
努
力
は
高
く
買
は 

れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

榕

菴

が

こ

の

「
動

養

原

」

の
原
稿
を
も
っ
と
よ
く
整
頓
し
、
 

そ

の

名

著

「
植
學
啓
原
」

の
や
う
に
、

世
に
公
に
し
て
ゐ
た
な
ら

二
五
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史
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第

八

號 

ば
、

た
と
へ
敎
科
書
的
の
も
の
と
は
い
へ
、

わ
が
動
物
學
の
樹
立 

を
中
外
に
示
す
に
足
る
も
の
が
出
來
て
ゐ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。

そ 

の
第
一
頁
に
も
書
か
れ
て
ゐ
る
や
う
に
「
動
學
啓
原
稿
」
は
天
保 

六
年
に
書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
榕
雜
の
歿
年
に
先
だ
っ
こ
と
十
年 

で
あ
る
。

又
、
翌

天

保

七

年

に

は

「
舍
密
開
宗
」•

を
書
上
げ
て
ゐ, 

る
か
ら
、

そ
の
方
の
仕
事
が
忙
し
く
て
、
動
學
の
方
に
は
充
分
力 

を
盡
す
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
榕
菴
の
最
も 

力
を
入
れ
て
勉
强
し
た
の
は
化
學
で
あ
っ
た
か
ら
、
動
學
は
い
は 

ば
副
次
的
產
物
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
更
に
、

植
物
と
異.
り
、
動 

物

は

多

岐

多

樣

に

亙

り

「
植
學
啓
原
」

の
や
う
な
通
論
的
記
述
は
、
 

當
時
の
榕
菴
の
知
識
の
程
度
で
は
、

到
底
な
し
と
げ
ら
れ
さ
う
に 

な
い
こ
と
が
、

明
敏
な
彼
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
と 

解
し
た
い
。

そ

の

結

果

一

度

は

「
動
學
啓
原
」
輯
成
の
志
を
立
て 

な
が
ら
、
緇
績
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
成
稿
を
躊
躇
せ
し
め
た
の 

で
は
な
か
ら
う
か
と
推
察
す
る
。
榕
菴
の
他
の
著
述
の
完
成
ぶ
り 

か
ら
考
へ
て
中
途
で
放
棄
す
る
や
う
な
人
で
は
な
か
っ
た
ら
う
と 

思
ふ
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
時
代
に
こ
の
種
の
著
述
が
企
て
ら
れ 

た
と
い
ふ
こ
と
は
、

そ
れ
が
た
と
へ
飜
譯
編
纂
に
よ
る
も
の
と
は 

い
へ
、

わ
が
動
物
學
の
進
步
を
顧
み
る
に
際
し
特
に
注
意
す
べ
き

\
 

二
六 

こ
と
で
、
榕̂

は
わ
が
動
物
學
の
先
覺
と
し
て
そ
の
功
績
を.
顯
揚 

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
植
學
啓
原
」

に
序
を
書
い
た
箕
作
玩
甫 

は
、

そ
の
中
で
、

「
令
二
我 

東
方
始
知
匸
有
二
斯
學Y

其
功
業
不
二 

亦
大
一
乎
。
」

と
賞
揚
し
て
ゐ
る
。
斯
學
と
は
勿
論
植
學
の
こ
と
で 

あ
る
。

こ
の
言
葉
はM

ち
に
取
っ
て
榕
菴
の
動
學
啓
原
に
つ
い
て 

も
云
ひ
得
ぢ
れ
る
は
は̂

：論
で
あ
ら
う
が
、

公
刊
せ
ら
れ
る
運
び 

に
到
ら
ず
し
て
終
っ
た
の
で
、
始
メ
テ
動

學

ア
ル
ヲ
知
ラ
シ
メ
ル 

こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
の
は
、
洵
に
遺
憾
で
あ
る
。

し
か
し
、
其 

•

ノ
功
業
亦
大
ナ
ラ
ズ
ヤ
の
言
は
動
學
の
場
合
に
も
至
當
で
あ
ら
う
。

X 

こ
の
小
文
を
終
る
に
常
り
、

「
動
學
啓

原

稿

」

の
硏
究
を
rE.
さ 

れ
た
杏
雨
書
屋
主
武
田
長
兵
衞
氏
、

並
に
同
書
屋
の
大
津
賀
福
太 

郞
、
山
鹿
誠
之
助
兩
氏
の
私
に
示
さ
れ
た
好
意
に
對

し
、

厚
く
御 

禮
を
申
上
げ
る
。

註
ー
帝
國
圖
書
循
所
藏
の
寫
本
(

故
白
井
光
太
郞
博
士
舊
藏
本)

に
よ 

る
。
こ
の
本
の
閱
58
に
つ
き
示
さ
れ
た
同
舘
司
書
官
岡
田
溫
氏
の
好 

意
に
深
謝
す
る
。 

，
 ゝ

註
二 

伊
藤
篤
太

郞

「
本
邦
に
於
け
る
科
學
的
昆
蟲
學
の
始
祖
宇
田
川
榕 

菴
翁
と
其
原
稿
」、

名
和
靖
氏
還
恋
記
念
寄
贈
論
文
集
、
岐
阜
、
大 

正
六
年:

第
一
八
二
—

一
八
六
頁
、
圖
版
一
枚
添
。

(

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
日)

136
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晴

雨

考

に

つ

い

序 

• 

畸
雨
考

は

一

年

中

の

風
雨
、
寒
暖
、

地
震
等
の
豫
想
を 

書
き
列
ね
て
、

刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
名
古
屋
板
の
も
の
が
最 

、

も
弘
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
名
古
屋
市
史
學
藝
編
第
三
章
に
は 

「
杏
花
園
主
人
棚
橋
泥
尾
の
如
き
は
年
々
晴
雨
考
を
著
し
て
刊
行 

せ
り
」

と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
遠
藤
利
貞
氏
の
增
修
日
本
數
學
史 

の
第
五
九
九
頁
に
は
「
天
保
十
年
尾
州
吉
雄
常
三
晴
雨
考
を
筆
す
」 

と
あ
り
、

更
に
林
鶴
一
博
士
の
和
算
硏
究
集
錄
下
卷
に
も
ほ
ヾ
同 

樣
の
記
事
が
見
え
る
の
と
第
四
七
一
頁
に
文
政
十
三
年
庚
寅
晴
雨 

考
の
書
名
が
見
え
る
に
止
り
、

晴
雨
考
刊
行
の
詳
細
を
知
る
事
が 

で
き
な
い
。

最
近
本
誌
第
四
、

五
號
第
九
ハ
頁
に
於
て
、

矢
岛
祐
利
氏
は
吉 

雄
常
三
の
遠
西
觀
象
圖
說
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
の
終
に
天
保
十 

二
年
及
び
十
六
年
の
晴W

考
に
つ
い
て
述
べ
て
居
ら
れ
る
が
、

こ 

晴
雨
考
に
つ
い
て(

神
田)

て

神
 

田
 

•

茂

、

, 

れ
も
亦
極
め
て
簡
單
な
も
の
で
あ
る
。

で

者
は

昨

年

十

一

月

名

古

屋

耍

圖

書

館

に

於
て

丙

寅

晴

雨

考 

(

文
化
三
年)

を
一
覽
す
る
機
會
を
得
、
其
後
文
化
ハ
年
辛
未
よ
り 

元
治
二
年
乙
丑
に
至
る
迄
の
中
十
八
年
分
の
晴
雨
考
を
蒐
集
調
査 

す
る
機
會
を
得
、

又
井
本
進
氏
よ
り
天
保
十
五
年
甲
辰
及
び
明
治 

ー
ー
年
己
巳
の
も
の
を
借
覽
し
得
た
の
で
、

こ
れ
等
を..
通
じ
て
晴
雨 

考
刊
行
の
沿.
革
を
辿
っ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

以
上
に
よ
っ
て
名
古
屋
板
の 

晴

雨

考

は

少

く

と

も

文

化

三

年 

(

西
曆
一
八〇

六
年)

か
ら
明
治
二
年(

西
曆
一
八
六
九
年)

ま
で 

六
十
、四
年
以
上
の
も
の
が
存.
在
し
て
ゐ
た
事
が
明
か
で
あ
る
。
筆 

者
の
調
査
し
た
も
の
の
大
部
分
は
半
紙
半
截
袋

綴

の

小
册
子
で
あ 

る
が
、
嘉
永
八
年
、
元
治
二
年
、

明
治
二
年
の
も
の
は
大
形
一
枚 

-

刷
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
末
年
に
は
册
子
形
の
も
の
と
一
枚
刷
の 

•

も
の
と
二
樣
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
ゐ
た
樣
で
、

そ
の
内
容
は
ほ 

ぼ
同
文
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

二
七

■
137
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第

八

號

編

者

及

發

賣

所

名
古
屋
市
立
圖
書
館
の
も
の
は
表
紙
に
は
晴
雨
考
と
あ
る
の
み 

で
あ
る
が
、
始
め
に
杏
花
園
主
人Q

序
、

次
に
城
南
隱
子
棚
橋
泥 

尾
子
誌
と
あ
る
年
中
風
の
考
、

そ
れ

に
つ¢

く
丙
寅
年
晴
雨
考
に 

は
尾
陽
城
南
隱
子
、
棚
橋
泥
尾
子
考
、
門
人
深
井
短®

子
校
と
あ 

り
、
文
化
三
年
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
終

に
ハ
節
雲

氣

一
枚
半
が 

附
錄
と
な
っ
て
ゐ
る
。
名
古
屋
市
史
學
藝
編
の
記
事
は
明
か
に
本 

書
に
よ
っ
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

. 

文
化
ハ
年
九
年
の
も
の
は
序
と
年
中
風
の
考

は

三
年
の
も
の
と 

同
じ
く
、
文
化
ハ
年
の
も
の
は
尾
陽
城
南
隱

士
深
井
短
絞
子
考
、
 

同
門
大
野
南
溟
子
、

池
田
潜
龍
子
校
訂
と
あ
り
、

文
化
九
年
の
も 

の
は
棚
橋
泥
尾
子

考
、
深
井
短
總
子
考
撰
、
門
人
高
山
兵®

子
、
 

,
間
瀨

左
丘
子
、
森
川
潜
龍
子
、
大
野
南
溟
子
校

撰

，と

あ

る

。

文 

化

九

年

の

も

の

の

第

四

葉

に

「
委
し
く
は
天
文
候
鑑
、

天
文
中
星 

風
雨
考
、

日
用
喈
雨
管
窺
、

天
文
星
圖
稿
に
見
た
り
舫
」

の
文
が 

あ
り
、,
晴
雨
考
と
こ
れ
等
の
書
物
と
の
關
係
が
麴
は
れ
る
。

こ
の 

中
第
二
、
第
三
の
も
の
は
晴
雨
考
卷
末
の
庾
吿
に
屢0
見
え
て
ゐ 

る
。

日
用
晴
雨
管
窺
は
棚
橋
泥
尾
子
の
編
著
と
思
は
れ
る
。 

棚
橋
、
深
井
等
の
編
者
の
傳
記
は
今
日
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
様
で

二
八 

あ
る
が
、
筆
者
所
有
の
文
化
ハ
年
晴
雨
考
の
表
紙
に
次
の
書

入
が 

8
 

あ
り
、
調
査
上
何
等
か
の
手
掛
と
な
る
か
ど
思
は
れ
る
。 

棚
橋
泥
尾
子
は
名
古
屋
御
園
町U

 
一
丁
目 

深
井
短
續
子
伏
見
町
七
丁
目 

• 

•
 

次
に
文
政
十
三
年
庚
寅
暗
雨
考
は
殆
ん
ど
全
部
書
き
改
め
ら
れ
，
 

て
ゐ
る
。
序
は
尺
水
堂
主
人
述
、
年
中
風
の
考
は
城
東
庸
醫
竹
野 

治
邦
誌
と
あ
り
、

そ
の
次
に
凡
例
一
葉
が
莅
る
。
次
の
文
政
十
三 

年
庚
寅
晴
雨
考
の
始

に

は

土

御

門

御

門

人

城

囁

醫
竹
野
治
邦
耆 

と
あ
る
。

天
保
ハ
年
の
も
の
は
序
、
年
中
風
の
考
と
も
文
政
の
も
の
と
同 

ー
で
あ
る
が
署
名
は
削
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
下
安
政
、
元
治
の
も
の 

ま
で
殆
ん
ど
す
べ
て
同
文
で
あ
る
。
第
五
枚
目
に
は
天
保
ハ
年
丁 

酉
歲
晴
雨
考
と
あ
り
、
属
張
醫
學
館
門
人
、
吉
雄
常
三
考
定
と
あ 

る
。
天
保
十
三
年
の
も
の
ま
で
は
同
様
に
吉
雄
常
三
考
定
と
あ
る 

が
、
天
保
十
五
年
の
も
の
に
は
明
か
に
二
種
の
も
の
が
あ
り
、

井 

本
氏
所
有
の
も
の
は
吉
雄
常
三
考
定
と
あ
る
が
、

私
有
の
も
の
は 

尾
張
需
學
館
門
人
平
井
豐
亮
直
之
著
と
あ
る
。

其
後
安
政
三
、

四 

年
の
も
の
に
は
平
井
豐
亮
直
之
の
上
に
信
陽
の
二
字
が
加
は
っ
て 

居
り
、
更
に
安
政
六
、

七
年
の
も
の
に
は
そ
の
左
側
に
同
勝
太
郞 

直
矩
校
の
文
字
が
加
は
っ
て
居
り
、

又
元
治
二
年
の
も
の
は
豐
亮



の
代
り
に
太
一
郞
と
な
っ
て
ゐ
る<°

こ
れ
に
よ
り
晴
雨
考
の
編
纂 

は
棚
橋
、
深
井
、

竹
野
、
吉
雄
、

平
井
等
に
よ
っ
て
順
次
引
っ
が 

れ
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。

筆
者
の
調
査
し
た
晴
雨
考
は
前
後
を
通
じ
、
名
古
屋
本
町
七
丁 

目
東
壁
堂
永
樂
屋
東
四
郞
方
の
發
费
に
係
り
、
安

政

七
年
の
も
の 

は
江
戶
日
本
橋
須
原
屋
が
列
記
さ
れ
、
元
治
二
年
の
も
の
は
更
に 

大
阪
心
齋
橋
河
內
屋
が
加
へ
ら
れ
、

明
治
二
年
の
も
の
は
更
に
京 

都
寺
町
通
蓍
屋
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
/■ 

前
記
天
保
十
五
年
晴
雨
考
二
種
の
中
井
木
氏
所
有
の
も
の
は
板 

元
が
尾
州
出
店
江
戶
今
川
橋
南
本
銀
町
二
丁
目
東
壁
堂
永
樂
屋
東 

四
郞
と
あ
り
、

正
し
く
は
江
戶
板
と
い
ふ
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。 

內
容
が
ほ¢

同
一
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、

一
方
は
吉
雄
の
考
定
、

ー
 

方
は
平
井
の
著
と
な
っ
て
ゐ
る
事
は
、
吉
雄
常
三
が
そ
の
前
年
天 

保
十
四
年
九
月
二
日
の
五
十
七
歲
を
以
て
歿
し
た
事
と
關
係
が
あ 

る
。(

死
歿
の
月
日
は

名
古
屋
市
史
人
物
篇
第
二
に
よ
る
、
但
し 

「
江
戶
時
代
の
科
學
」

に
は
五
月
二
日
雷
汞
の
爆
發
に
遭
ひ
化
學 

硏
究
に
殉
ず
と
あ
る
。
蓋
し
名
古
屋
市
史
は
名
古
屋
市
中
區
矢
場 

町
白
林
寺
の
墓
碑
に
よ
っ
た
も
の
の
樣
で
あ
る
か
ら
、W

く
前
者 

に
從
ふ
。)

晴
雨
考
は
前
年
冬
至
の
日
に
編
纂
の
奧
書
が
あ
る
が
、
 

事
實
は
吉
雄
在
世
中
天
保
十
五
年
の
も
の
が
編
纂
さ
れ
江
戶
に
て

晴
雨
考
に
つ
い
て(

神
田)

は
す
で
に
翻
刻
さ
れ
、
名
古
屋
板
の
も
の
は
著
者
の
み
後
繼
者
の 

名
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

・

氣

麋

記
,
事

晴
雨
考
の
主
體
を
な
す
も
の
は
一
年
也
の
晴a

、
風
雨
、
寒
暖
、
 

地
理
等
の
記
事
で
あ
り
、
文
化
九
年
の
も
の
に
次
の
記
事
が
あ
る
。 

,

此
考
書
は
我
尾
陽
城
南
を
以
て
考
の
基
と
す
、
其
餘
の
國

 々

は
是
を
以
て
計
り
難
し
、

一
國
一
郡
の
間
に
て
も
す6

晴
雨
等 

し
か
ら
ず
、

况
や
か
ぎ
り
な
き
萬
國
の
行
化
逐
ー
に
此
一
小
册 

子
に
盡
す
こ
と
を
得
ん
や
。

年
代
に
よ
っ
て
そ
の
記
し
方
に
相
當
の
相
違
が
あ
り
、
文
化
九 

年
正
月
の
一
部
を
記
せ
ば

•

元
日
乙
亥
今
日
快
睛
の
考
、
若
前
夜
よ
り
雲
有
て
四
つ
時
比
よ 

り
晴
る
こ
と
も
あ
ら
ん
、
旱
天
雲
氣
黃
色
な
る
よ
し
と
す
、

五 

穀
豐
な
り
、
赤
と
南
風
旱
陋
を
司
る
、

黑
と
北
風
と
は
洪
水
な 

り
、

靑
と
東
風
と
は
風
多
し
、
白
と
西
風
と
は
陰
雲
な
り
、

此 

•

元
日
の
望
氣
を
以
て
年
中
の
吉
凶
を
考
察
す
る
な
り
、
凡
當
月 

は
雨
雪
折
々
有
暖
國
と
い
へ
と
も
寒
風
烈
敷
考
也
、

三
四
日
北 

風
雲
考
、

六
七
日
寒
氣
烈
し
く
云

 々

文
政
十
三
年
正
月
の
一
部
を
示
せ
ば

- 

・
 

ゝ
 

.

二
九
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「

元
日
辛
卯
曉
天
よ
り
雲

起.
り
・
日
出
に
晴
と
虽
あ
り
て
日
中
は
明 

朗
な
る
霽
來
り
午
の
後
雲
起
り
雨
か
雪
降
ん
と
催
べ
し
、
北
風 

か
乾
風
吹
襲

ふ
事
も
あ
る
か
土
地
に
よ
り
て̂I
齬
す
べ
し
、

占 

候

日(

中
略
ニ
ー
日
晴
よ.

«9
雲
起.
り
雪

又
は
雨
か
風
赛
の
考(

下 

略
)

と
あ
る
。

こ
れ
等
は
す
べ
て
陰
陽
說
に
よ
っ
て
天
候
を
占

っ
た
も 

の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

天
保
年
間
の
も
の
に
は
櫻
の
花
盛
り
の
月
日
が
記
さ
れ
て
居
り
、
 

天
保
ハ
年
の
も
の
は
最
も
鮮
し
く
、

三
月
朔
名
古
屋
彼
岸
櫻
花
盛
、
 

三
月
淸
明
三
月
節
京
長
樂

寺
彼
亠
瞰
花
盛
、

六
日
名
古
屋
寺
町
邊 

花
盛
、
七
日
双
林
寺
西
行
庵
花
盛
、

ハ
日
名
古
屋
堀
川
花
盛
・
十 

一
日
東
大
谷
淸
水
谷
西
の
け
花
盛
、

十
二
日
智
恩
院
幷
長
樂
寺
惣 

山
內
花
盛
、

十
三
日
吉
野
一
目
千
本
京
嵐
山
平
野
智
恩
院
糸
櫻
、• 

淸
水
寺
臺

下
等
花
盛
、

十
四
日
永
觀
堂
花
盛
等
の
記
事
が
あ
る
。 

こ
れ
等
は
節
氣
を
標
準
に
し
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
樣
で
、
恐
ら
く
數 

年
間
の
經
驗
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

天

文

記

事

 

• 

天
保
以
前
の
晴
雨
考
に
は
天
文
曆
關
係
の
記
事
が
稍
多
く
記
さ 

れ
て
ゐ
る
。

日
月
食
、

二
十
四
節
氣
等
は
一
般
だ
記
さ
れ
、

二
十

' 

• 

三
〇• 

四
節
に
於
け
る
遜
夜
刻
數
、
南
中
星
の
二
十
ハ
宿
恋
數
、

七
十
二 

候
等
の
記
事
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
嘉
永
以
後
の
も
の
は
曆
關
係 

の
記
事
は
殆
ん
ど
除
外
さ
れ
て
居
り
、

こ

の

頃

の

も

の

か

ら

「
土 

御
門
御
免
」

な
る
丸
形
の
印
が
卷
首
に
捺
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
、

土 

御
門
家
よ
り
曆
類
似
の
記
事
の
記
載
を
差
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ1 

ら
う
か
。
天
保
、
嘉

永

・〇
も
の
に
二
月
頃
南
極
老
人
星
の
見
え
る 

記
事
の
あ
る
も
の
あ
り
、

文
化
ハ
年
の
に
は
七
月
二
十
二
、
三
日 

比
天
穩
に
し
て
流
星
數
多
四
方
へ
飛
行
は
大
風
の
印
な
り
、
嘉
永 

ハ
年
の
に
は
七
月
所
に
よ.
リ
大
流
星
を
見
、
明
治
二
年
の
に
は
九 

月
所
に
よ
り
大
流
星
を
見
る
あ
ら
ん

(7>-
如
き
流
星
の
記
事
が
あ
る
。

名
古
屋
板
以
外
の
Ilf
雨
考

以
上
で
晴
雨
考
に
關
す
る
大
體
の
記
述
を
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
 

こ
れ
は
主
に
名
古
屋
板
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
。
東 

北
帝
國
大
學
舊
志
村
恒
憲
藏
書
中
に
は
嘉
永
、
浸
政
、

萬
延
、

文 

久

頃
の
仙
臺
板
の
晴
雨
考
が
あ
る
樣
で
あ
る
が
、

ま
だ
調
査
し
て 

ゐ
な
い
。
尙

天
保
十
三
年
壬
寅
七
曜
晴
雨
考 

美

濃

廣

江

永

次
 

慶

應

四
年

戊

辰

七
曜
晴
雨
考 

美

濃

廣
江
永
明 

と
い
ふ
一
枚
刷
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
井
本
氏
、
後
者
は
井
本

14〇



氏
及
び
筆
者
の
所
有
に
か
ゝ
る
。
日
月
五
星
の
每
月
の
位
置
が
示 

さ
れ
て
居
り
、
晴

雨

考

は

名

古

屋

板

の

も

の

お

て

ゐ

る

。
廣
江 

永

次

は

林

鶴

一

氏

「
和
算
硏
究
集
錄
」
下
卷
四
ハ
頁
に
よ
れ
ば
、
 

廣
江
永
貞
の
子
で
美
濃
厚
見
鄕
切
通.(

今
の
稻
葉
郡
南
長
森
村) 

に
住
ん
で
ゐ
た
人
で
あ
るQ  
"

尙
尾
島
碩
宥
氏
藏
書
中
に

天

保

十

三

年

七

曜

晴

雨

定

考-

枚
刷
島
津
大
定 

な
る
も
の
が
あ
り
、

恐
ら
く
類
似
の
も
の
か
と
思
は
れ
る
が
、

ま 

だ
調
査
の
機
を
得
な
い
。

晴
雨
考
に
つ
い
て(

神
田)

結 

論

以
上
記
す
處
に
よ
っ
て
晴
雨
考
は
少
く
と
も
文
化
初
年
か
ら
明 

治
初
年
ま
で
六
十
餘
年
間
の
も
の
が
あ
り
、

そ
の
最
も
弘
く
世
に 

行
は
れ
た
も
の
は
名
古
屋
板
の
も
の
で
棚
橋
、

深
井
、
竹
野
、
吉 

雄
、

平
井
等
の
諸
頂
に
よ
っ
て
引
き
績
き
編
纂
さ
れ
た
。
始
め
は 

小
型
の
册
子
の
も
の
で
あ
り
、
末
年
に
は
册
子
の
も
の
と
一
枚
刷 

の
も
の
と
出
版
さ
れ
て
ゐ
た
。
尙
名
古
屋
板
以
外
に
も
類
似
の
晴 

雨
考
數
種
が
世
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。

(

昭
和
士
ハ
年
九
月)

三
一

141
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日

本

科

學

史

の

一
つ

同
じ
日
本
科
學
史
と
い
っ
て
も
、
數
學
、

瞬
學
、

博
物
學
及
び 

理
化
學
は
そ
の
性
格
が
夫
々
大
い
に
異
っ
て
ゐ
る
。

江
戶
時
代
に 

於
け
る
和
算
の
發
達
は
非
常
に
特
異
な
形
を
示
し
て
寧
ろ
例
外
的 

な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言

へ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
元
來
數
學
そ 

れ
自
體
の
中
に
は
自
己
發
展
を
な
す
性
質
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
た
め 

に
起
っ
た
事
柄
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。

牆
學
及
び
當 

特
は
そ
れ
と
密
接
な
關
係
を
持
っ
て
ゐ
た
博
物
學
が
、
時
代
が
經 

っ
に
つ
れ
て
次
第
に
發
達
し
て
行
っ
た
こ
と
も
學
問
の
性
質
上
當 

然
だ
っ
た
と
言
へ
よ
う
。
從
っ
て
外
國
か
ら
の
學
問
の
輸
入
は
そ 

れ
等
の
進
步
の
速
度
を
早
め
、
或
は
發
達
の
方
向
に
變
化
を
與
へ 

た
け
れ
ど
も
、
兎
に
角
主
流
を
な
す
も
の
は
、
在
來
か
ら
あ
っ
た 

そ
れ
等
の
學
問
の
展
開
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
理
化
學
の
歷
史
は
こ
れ
と
大
分
異
っ
て
ゐ
る
。
昔
か 

ら
我
々
は
個
々
の
技
術
は
持
っ
て
居
り
、
種
々
の
科
學
的
の
知
識 

は
持
っ
て
ゐ
た
が
、

現
在
の
如
き
體
系
的
な
學
問
と
し
て
の
理
化

• 
s.

の

方

向

142 

大

矢

・

眞
 

一

學
は
持
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
は
主
と
し
て
江
戶
時
代
以
後 

の
西
洋
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
。
從
っ
て
今
ま
で
我
々
が
所
有
し 

て
ゐ
る
日
本
理
化
學
史
は
大
部
分
理
化
學
楡
入
史
或
は
理
化
鑒
日 

飜
譯
史
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
は
主
と
し
て
江 

戶
時
代
で
あ
っ
て
、
何
時
、
誰
が
、
ど
の
や
う
な
書
物
を
飜
譯
し 

た
か
、

そ
の
原
書
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
そ
の 

主
な
題
材
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
我
が
國
の
抑
化
學
の
性
格
か
ら
言 

っ
て
勿
論
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
こ
れ
だ
け 

が
唯
一
の
理
化
學
史
で
あ
る
か
ど
う
か
は
十
分
考
へ
て
見
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
ら
う
。

此
の
如
き
の
歷
史
に
よ
っ
て
我

 々

は
各
時
代
の
個
人
の
斷
片
的
な
業
績
は
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

し 

か
し
そ
の
各
個
人
は
多
く
は
夫
々
孤
立
し
て
居
り
、

そ
の
間
の
關 

係
は
少
く
、
從
っ
て
其
處
に
は
自
然
的
な
薇
展
と
い
ふ
や
う
な
も 

の
が
容
易
に
見
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

か
や
う
な
も
の
を
歷
史 

と
呼
び
得
る
か
否
か
を
疑
問
に
考
へ
る
人
さ
へ
存
在
す
る
こ
と
は
、



ま
こ
と
に
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
こ
に
於
て
我
々
は
日
本
の
理
化
學
の
歷
史
と
し
て
全
く
別
な 

方
向
、
卽
ち
自
然
發
達
を
な
し
て
來
た
も

の
の
歷
史
を
も
考
へ
て 

見
る
必
要
が
あ
る
。
卽
ち
そ
れ
は
一
般
人
の
理
化
學
思
想
發
達
の 

歷
史
で
あ
る
。
・言

ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
西
洋
か
ら
體
系 

的
な
理
化
學
が
輸
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
我
が
國
民
は
理
化
學
的
な 

思
想
を
持
っ
て
居
り
、

そ
れ
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
絕
え
ず
發
達 

を
績
け
て
ゐ
た
。

近
世
の
初
期
以
後
入

っ
て

來
た
泰
两
の
科
學
が 

非
常
な
速
さ
で

人A

に
消
化
さ
れ
た
の
は
、
紹
介
者
の
埶"
意

も
さ 

る
こ
と
な
が
ら
我
が
國
人
に
そ
れ
を
消
化
す
る
だ
け
の
素
地
が
十 

分
出
來
て
ゐ
た
の
に
因
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
れ
よ
り
少
し 

前
西
洋
か
ら
支
那
に
傳

へ
ら
れ
た
科
學
が

そ
の
後
い
く
ば
く
の
進 

步
を
も
じ
な
か
っ
た
こ
と
と
照
ら
し
合

せ

て
明
ら
か
に
・
言

ひ
得
る 

こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
そ
の
素
地
の
發
達
の
方
の
歷
史
を 

問

題

に

し

て

見

よ

う

<b
い.
ふ
の
で
あ
る
。

し
か
し
此
の
や
う
な
日
本
理
化
學

史
を
書
く
こ
と
は
決
し
て
容 

易
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
に
は
非
常
に
多
く
の
、

而
も
今
ま
で 

に
集
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
種
類
の
资
料
が
必
耍
と
な
っ
て
來
る
の
で 

あ
っ
て
、

こ
れ
は
一
朝
一
タ
に
な
し
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な 

い
で
あ
ら
う
0.
私
が
今
こ
こ
に
、
今
後
や
ら
う
と
す
る
計

畫

の

ー
 

日
本
科
學
史
の
一
つ
の
方
向(

大
矢)
•

$
3
-

うf
a

乡

っ
だ
け
を
記
し
て
大
方
の
御
高
敎
を
仰
ぎ
た
い
と
考
へ
る
の
も
、
 

そ
れ
が
一
人
の
力
で
は
到
底
な
す
こ
と
が
出
來
な
い
だ
ら
う
と
思 

は
れ
る
が
た
め
で
あ
る
。
且
つ
以
下
の
引
例
に
於
て
材
料
の
不
足 

か
ら
そ
れ
を
理
化
學
の
み
に
限
る
こ
と
が
出
來
ず
、
其
他
の
科
學 

に
關
す
る
も
の
を
も
採
り
來
っ
た
こ
と
は
殘
念
で
あ
る
が
、
何
卒 

お
許
し
願
ひ
た
い
。

む
か
し
ま
だ
學
校
敎
育
と
い
ふ
も
の
の
殆
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
、
・
 

人
み
は
そ
の
生
活
に
必
要
な
知
識
、

そ
の
中
に
は
科
學
的
知
識
と 

言
ふ
べ
き
も
の
も
多
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
彼
等
の
生
活
自
體
の
中 

か
ら
得
て
ゐ
た
。

勿
論
寺
子
屋
が
あ
っ
て
そ
こ
で
誠
み
書
き
は
敎 

へ
て
ゐ
た
が
、

し
か
し
す
べ
て
の
人
々
が
そ
こ
へ
行
っ
た
わ
け
で 

も
な
い
し
、

又
さ
う
長
い
間
逋
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
從
っ
て
生 

活
の
知
識
は
主
と
し
て
そ
の
兩
親
か
ら
、
年
長
者
か
ら

、
或
は
そ 

の
同
輩
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
科
學
的
な
知
識
と
い 

ふ
も
の
も
、

多
く
は
知
識
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
敎
へ
ら
れ
な
か
っ 

た
。

か
や
う
な
場
合
は
か
う
せ
よ
と
か
、

こ
の
や
う
な
こ
と
は
し 

て
な
ら
ぬ
と
か
、

我
々
の
生
活
の
規
定
と
い
ふ
形
を
と
っ
て
、

そ 

れ
等
の
知
識
は
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
等
の
中
の 

あ
る
も
の
は
、

現
代
俗
信
と
い
ふ
名
で
總
稱
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
の 

一
部
分
と
な
っ
て
今
な
ほ
殘
存
し
て
ゐ
る
。

所
謂
俗
信
と
い
ふ
も

,

三
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第

八

號 

の
の
起
原
は
決
し
て
一
つ
で
は
な
か
っ
た
。

勿
論
そ
の
多
く
が
信 

仰
に
基

い
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い
が
、

し
か
し
中
に
は
經
驗 

か
ら
得
ら
れ
た
科
學
的

知
識
が
俗
信
の
形
で
存
在
し
て
ゐ
る
も
の 

も
あ
り
、
信
仰
か
ら
起
っ
た
も
の.
に
科
學
的

知
識
が
後
か
ら
結
び 

つ
い
た
も
の
も
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
そ
れ
等 

は
直
接
知
識
の
形
で
战
現
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、

そ
の
眞
意
を
捉 

へ
る
こ
と
は
相
當
困
難
で

あ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
に
ま
た
反
面 

一
般
の
科
學
知
識
が
急
激
に
進
ん
だ
現
曲
で
も

昔
の
ま
ま
の
形
で 

保
存
さ
れ
る
と
い
ふ
利
點
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

且
つ
そ
れ
等 

は
發
達
の
種
々
の
段
階
の
も
の
を
含

ん
で

ゐ

る

の
で
、
從

っ
て
我 

我
は
か
や
う
な
種
類
の
俗
信
を
多

.®:
蒐
集
し
、

こ
れ
を
比
較
硏
究 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

昔
の
日
本
の
科
學
的
知
識
ど
そ
の
發
達
し 

て
來
た
樣
子
と
を
窺
ひ
知
る
こ
と
莎
或
る
程
度
可
能
に
な
っ
て
來 

る
で
あ
ら
う
。

今
便
宜
上
、

手
近
に
あ
る
長

野

縣

の

『
北

安

仗
鄕
土
誌
稿
』
「
俗 

信
俚
諺
篇
」

か

ら

一
例
を
擧
げ
て
見
る
と
、

そ
の
食
の
部
に 

箸
の
上
を
持
っ
て
食
べ
る
人
は
長
生
を
し
、

下
を
持
っ
て
食 

べ
る
人
は
短

命

だ

，

と
い
ふ
言
傳

へ

を
載
せ
て
ゐ
る
。

理
窟
上
か
ら
考
へ
て
、

箸
の
下 

方
を
持
て
ば
箸
を
速
く
動
か
し
易
く
、
從
っ
て
飯
を
搔
つ
込
む
嫌

, 

三
四 

— 
• 

が
あ
る
。

こ
れ
專

生
上
か
ら
考
へ
て
面
白
く
な
い
こ
と
で
あ
っ 

て
、
短
命
で
あ
る
と
い
ふ
の
も

そ

の
理
由
な
し
と
し
な
い
。

ま
た 

な
れ
ぬ
水
は
嚙
ん
で
飮
め
ば
よ
い 

と
い
、ふ
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
慣
れ

ぬ
水
を

多#

に
飮
む
の
は
、
 

長
い
道
を
步
い
た
時
と
か
、
他
所
で
勞
働
し
た
時
と
か
い
ふ
や
う 

な
場
合
が
多
い
。

か
や
う
な
時
水
を
飮
み
過
ぎ
れ
ば
體
を
毀
す
危 

險
が
少
く
な
い
。

水
を
嚙

ん■
で
飮
ま
う
と
す
れ
ば
、

さ
う
多̂

に 

飮
ま
な
い
う
ち
に
喉
の
渴
は
止
ま
り
、
體
を
毀

す

こ

と

は

少

い

で/■ 

あ
ら
う
。 

・
 

此
の
二
例
の
中
初
め
の
も

の
は

い
く
つ
か
の
經
驗
か
ら
歸
納
し 

て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
後
の
も

の
は

知
識
が

さ
き
に
あ
っ 

て
そ
れ
を
變

裝

さ
せ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
や
う
に
も
推

斷

さ 

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
科
學
的

知

識

に
な.
り
得
る
俗
信
卽 

ち
科
學
以
前
の
も
の
で
あ

ち 

後
者
は

科
學
的

知
識
が
俗
信
の
形 

を
と
っ
た
も
の
と
解
釋

さ
れ
得
る
か
と
も

考

へ
る
の
で
あ
る
。

,

し
か
し
だ
っ
た-
一
箇
所
で
の
言
傳
へ
か
ら
こ
の
や
う
に
推
斷
す 

る

こ
と
は
危
險
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
あ
ま
り
科

學

的
な
方
法
で
あ 

る
と

は

言

へ
な
い
で
あ
ら
う
。

け
れ
ど
も
同
じ
事
柄
に
對
す
る
各 

地
の
十
分
多
く
の
俗
信
を
集
め
て
比
較
し
た
な
ら
ば
、
斯
樣
な
種 

類
の
解

釋
は
相
當
な
程
度
ま
で
正
鶴
を
得
る
や
う

に
な
る
で
あ
ら
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う
・
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例

へ

ば

『
秋
田
縣
の
迷
信
俗
信
』 

と
い
ふ
書
物
に
は
疣
を
取
る
ま
じ
な
ひ
と
し
て 

お
盆
に
怫

樣

に

供

へ
た
茄
子
馬
で
疣
を
撫
で
る
と
取
れ
る 

(

仙

北

郡•

山
本
郡)

疣
は
茄
子
の
竊

を

こ
す
り

付

け

る

と

取

れ

る(

鹿

角

郡)

\
 

. 

と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
採
錄
さ
れ
て
ゐ
る
。

前
者
に
は
ま
じ

な
ひ 

の
氣
持
が
强
く
、
後
者
ば
純
粹

な
民
間
療
法
で
あ
る
。
茄
子
の
果 

汁
が
疣
の
除
去
に
效

の

あ

る

こ
と
は
、

現
代
で
は
確
か
な
事
實
と 

さ
れ
て
ゐ
る
が
、

上
の
二
例
だ
け
で
は
そ
の
何
れ
が
古
い
方
式
で 

あ
る
か
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

あ
る
ひ
は
經
驗
に
よ 

っ
て
茄
子
の
果
汁
が
疣
に
效
果
の
あ
る
こ
と
は
知
っ
た
が
、

そ
れ 

を
腐
藥
的
の
も
の
で
あ
る
よ
り
も
呪
術
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ 

た
た
め
に
、

そ
の
效
驗
を
一
層
强
大
に
し
よ
う
と
し
て
、
茄
子
の 

馬

と

い
ふ
や
う
な
方
式
を
案
出
し
た
と
解
釋
出

來

な
い
も
の
で
も 

な
い
。
と
こ
ろ
が
雜

誌

『
南
越
民
催
』
第
四
號

に

は 

御
精
靈
さ
ん
の
御
箸
で
疣
を
は
さ
む
と
と
れ
る 

と
い
ふ
ま
じ
な
ひ
が
福
井
地
方
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。

こ 

れ
は
お
盆
に
關
係
が
あ
っ
て
茄
子
に
は
關
係
し
な

い
。

さ
う
す
る 

と
こ
の
塲

合

、
疣
を
盆
の
稱
靈
の
乘
物
で
あ
る
茄
子
の
馬
に
背
負 

は

せ
る
か
、

あ
る
ひ
は
特
靈
の
箸
で
は
さ
ん
で
精
靈
に
差
上
げ
る 

日
本
科
學
史
の
一
つ
の
方
向(

大
矢)

か
し
て
、

お
盆
が
終
っ
て

そ
の
歸
り
の
際
に
疣
を

一
緖
に
遥
へ 

運
ん
で
行
っ
て
貰
は
う
と
い
ふ
氣
持
か
ら
の
ま
じ
な
ひ
が
般
初
で 

あ
っ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

か
や
う
な
心
理
に
よ
る̂
■

じ

な
ひ
は 

類
例
が
少
く
な
い
。
卽
ち
か
う
し
た
ま
じ
な
ひ
が
先
づ
發
生

し
て
、
 

こ
れ
を
繰
返
す
う
ち
に
茄
子
の
果
汁
そ
の
も
の
の
疣
に
效
く
こ
と 

・
塞

时
か
れ
た
と
い
ふ
の
が
ー
府
眞
實
に
近
い
解
釋
な
の
か
も
知 

れ
な
い
の
で
あ
る
。

資
料
を
廣
く
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
耍 

は
こ
の
や
う
な
點
に
も
存
す
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
故
か
や
う
に
最
初
は
單
な
る
信
仰
か
ら
發
生
し 

た
ま
じ
な
ひ
の
類
で
も
、

そ
れ
が
科
學
的
の
诡
實
を
含
む
な
ら
ば
、
 

そ
の
ま
じ
な

ひ
の
繰
返
し
は
人
々
を
次
第
に
正
し
い
科
學
的
知
識 

へ
導
い
て
行
っ
た
で
あ
ら
う
。 

• 

• 

そ
し
て
何
れ
に
し
て
も
人

勺
は
そ
の
風
習
の.
持
つ
正
し
い
意
味 

を
次
第
に
理
解
し
、

さ
う
で
な
く
て
も
、

若
し
そ
の
正
し
い
理
論 

を
敎 

へ
ら
れ
る
な
ら
ば
直
ち
に
了
解
し
得
る
狀
態
ま
で
次
第
に
進 

ん
で
來
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

西

洋

の

科

學

が

一
般
の
人
達
の
間
に 

速
か
に
滲
透
し
て
行
っ
た
の
は
、

つ
ま
り
人
々
が

そ
の
や
う
な
狀 

態
に
ま
で
充
分
に
立
ち
到
っ
て
ゐ
た
が
た
め
で
あ
っ
た
。 

さ

--C
か
や
う
な
科
學
的
な
知
識
は
、

村
に
あ
っ
て
し
、

そ
の
前 

代
の
人
々
か
ら
後
代
の
人
々
へ
引
繼
が
れ
、

又
日
常
の
生
活
の
中

三
五
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號 

か
ら
も
新
し
く
得
ら
れ
て
行
っ
た
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、

人
が
新 

し
い
經
驗
を
な
し
、

知
識
を
得
る
機
會
の
最
も
大
き
な
も
の
の
ー 

っ
に
旅
行
が
あ
っ
た
。
「
可

愛

い

子

に

は

旅

を

さ

せ

よ

」

と
い
ふ 

，
諺
は 

旅
が
一
つ
の
修
行
で
あ
る
と
共
に
學
問
を
す
る
一
つ
の
大 

切
な
機
會
で
で
も
あ
づ
た
が
故
で
あ
る
。

そ
れ
故
當
時
の
書
物
に 

は
旅
の
心
得
を
記
し
た
も
の
が
多
く
、

こ
れ
に
關
係
あ
る
祕
傳
の 

類
を
載
せ
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。

例

へ

ば

，『
拾
玉
智
惠
海
』 

は
江
戶
時
代
の
祕
法
を
集
め
た
書
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、

そ 

の

中

に

「
旅
へ
持
つ
味
呛

の
法
」

と
し
て
、
 

味
喩
を
よ
く
揺
り
、

日
に
乾
し
、
粉
に
し
て
袋
へ
入
れ
て
持 

っ
べ
し
。

一
年
Iffi
き
て
も
味
損
ね
ず
。

食
す
る
時,

水
を
入
れ 

て
た
く
な
り
。

同

く

浮

か

し(

汁

の

實)

の
法
は
苣
を
竹
の
筒 

の
中
へ
固
く
捣
き
込
み
、
竹
を
割
り
て
取
出
し
、

よ
く
干
し
固 

め
持
ち
、

入
用
の
時
少
し
づ
つ
小
口
よ
り
刻
み
使
ふ
べ
しb
少 

し
に
て
も
澤
山
に
な
る
な
り
。

の

-t
つ
な
記
事
が
載
っ
て
ゐ
る
。

か
や
う
な
事
柄
は
平
生
は
恐
ら 

く
大
し
た
興
味
を
惹
か
な
い
で
あ
ら
う
が
、

當
時
不
便
で
あ
っ
た 

旅
に
出
よ
う
と
い
ふ
場
合
に
は
こ
れ
を
實
際
に
や
っ
て
見
よ
う
と 

し
た
人
々
も
あ
っ
た
に
相
違
な
い
で
あ
ら
う
し
、

そ
の
實
驗
の
結 

果
は
そ
の
者
に
と
っ
て
一
つ
の
知
識
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

三
六 

鄕
土
の
後
の
人
々
に
知
識
と
し
て
傅
へ
ら
れ
る
機
會
を
持
っ
た
こ 

と
も
考
へ
ら
れ
る
。

し
か
し
我
々
が
斯
様
な
書
籍
か
ら
の
知
識
を
あ
ま
り
大
き
く
見 

積
り
過
ぎ
る
の
は
或
は
誤
か
も
知
れ
な
い
。

必

要
な

種-
々
の
知
識 

は
寧
ろ
主
と
し
て
旅
行
の
中
に
於
て
耳
か
ら
入.
り
、
、
こ
れ
が
鄕
土 

に
持
歸
ら
れ
る
と
い
ふ
場
合
の
方

が

一
層
多
か
っ
た
で
あ
ら
う
と 

思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

か

く

の

如

く

旅
を

し

た

人

達
が

自

分

の

鄕

里

へ

種
々

の

知

識 

(

そ
の
中
に
は
科
學
的
と
い
っ
て
よ
い
も
〇.
も

多

か

っ

た)

を
持. 

っ
て
歸
っ
た
以
外
に
、

ま
た
村
々
へ
は
旅
を
お
の
れ
の
生
活
と
す 

る
人
々
が
入
っ
て
來

て
い
ろ
い
ろ
の
知
譏
を
傅
へ
る
こ
と
も
少
く 

な
か
っ
た
。

今
に
比
べ
て
昔
は
村
を
訪
れ
て
來

る

者
が
多
く
、

每 

年
定
っ
て
來
る
旅
商
人
或
は
藝
人
等
の
類
も
随
分
あ
っ
た
。

又
樣 

様
な
藝
道
の
修
行
の
た
め
諸
國
を
廻
る
人
々
も

折&

立
寄
つ%

。 

村
人
は
そ
れ
等
の
人
々
か
ら
喜
ん
で
世
間
話
を
闻

い
た
。
新™

な 

ど
の
な
い
特

代
で
も
村
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
世
の
中
の
情
勢
を
ど 

う
に
か
知
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
と
共
に
、
 

生
活
に
必
耍
な
新
し
い
知
識
も
、

そ
れ
等
の
世
間
を
廣
く
見
て,
居 

り
經
驗
の
多
い
旅
人
逹
に
よ
っ
て
村
に
傳

へ
ら
れ
た
。
今
日
い
ろ 

い
ろ
の
民
間
療
法
、

ま
じ
な
ひ
其
の
他
の
事
柄
に
全
國
共
通
の
も 

/
 

• 

•

.,ヽ、 ・(



の
の
多
い
の
は
恐
ら
く
は

こ
れ
等
の
人
々
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ 

ら
う
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

・ 

. 

漂
泊
の
俳
人
一
茶
が
そ
の
旅
に
拂

へ

て
ゐ
た

『
日
本
輿
地
行
程 

記
大
全
』

の
欄
外
又
餘
白
に
折
に
ふ
れ
記
し
て
置
い
た
夥
し
い
書 

込
は
、
今

『
一
茶
叢
書
』

の

「
方
言
雜

集

」

の
中
に
收
め
ら
れ
て 

ゐ
る
が
、

そ
れ
に
は

土
地
々
々
に
因
み
あ
る
古
歌
古
句
の
類
、
暉 

の
聞
書
、
族H

記
等
と
共
に
旅
に
入
用
な
諸
種
の
知
識
が
含
ま
れ 

て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、

病
犬
ニ
カ
マ
レ
タ
ル
キ
ズ
グ
チ
ー
ー
葱
ヲ
ツ
ケ
ル
小
 

又
煎
ジ
テ 

・

呑

ス
ト
也 

/
 

血
留
藥
、
串
柿
核
ノ
黑
燒
妙
也

の
如
き
類
も
い
く
つ
か
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
病

犬

の

に

は

「
約

堂 

ヨ
リ
相
傳
也
」

と
あ
り
血
留
の
に

は

「
桂
法
」

と
め
る
か
ら
何
れ 

も
旅
に
於
て
俳
人
仲
間
よ
り
得
た
知
識
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。 

ま
た
虹
に
つ
い
て 

 ゝ

西
ニ
ア
ル
八
翌
日
雨 

東
八
風

キ
レ・
<
^

 

一一
光
り
散

バ
大
風 

東
南
ハ
必
ズ
大
風 

・
 

と
記
し
、

な
ほ
電
光
に
よ
る
翌
日
の
天
候
の
豫
測
も
書
い
て
ゐ
る
。 

か
や
う
な
こ
と
が
旅
に
入
用
な
こ
と
は
當
然
で
あ
る
が
、
 

板

ー
ー
モ
ノ
書

ク
ト
キ
、

五
倍
子
ノ
粉
ヌ;y

テ
カ
ク
ペ
シ
、

石 

日
本
科
學
史
の
一
つ
の
方
向(

大
矢)

モ
油
紙
モ
同

燒

印

捋

ル-
一
ハ
、
字

ヲ

カ

キ

其

上

艾

ニ

テ

ヤ

ク

ベ

シ• 

鹽
ノ
ニ
ガ
リ
デ
何
ナ
リ
ト
モ
字
ヲ
書

キ
、
・
陰
干
ー
ー
ス
レ
バ
白 

紙

ノ

ゴ

J'
シ
ゝ
是
ヲ
ヤ
ケ
バ
黑
ク
字
ア
ラ
ハ
ル 

の
如
き
は
一
茶
そ
の
人
の
境
涯
の
上
で
必
要
が
あ
っ
た
か
も
知
れ 

な
い
し
、

好
奇
心
か
ら
書
き
留
め
て
置
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

し
か
し
こ
の
や
う
な
知
識
も
或
は
何
處
か
で
役
に
立
ち
、
其
處
で 

ま
た
一
つ
の
新
し
い
知
識
と
し
て
誰
か
の
手
に
殘
っ
た
で
あ
ら
う 

こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。 

・ 

一
般
に
か
や
う
な
事
柄
は
普
通
書
か
れ
る
旅
の
記
に
は
あ
ま
り 

記
さ
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。

そ
れ
故
こ
の
旅
行
に
よ
る
科
學
的
知 

識
の
流
通
と
い
ふ
こ
と
を
文
獻
に
よ
っ
て
立
證

す

る

こ
と
は
あ
ま 

.
り
容
易
で
は
な
い
。
寧
ろ
各
地
に
殘
存
す

る

此
等

の

知

識

奎

分
 

に
蒐
集
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、

こ
の
知
識
運
搬
者
の
問
題
が
間
接
的 

に
明
か
に
な
っ
て
來
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
。 

そ
こ
で
今
ま
で
民
間
に
殘
っ
て
ゐ
る
諸
種
の
知
識
の
蒐
集
と
い 

ふ
こ

と

が

21
耍
な
意
味
を
持
っ
て
來
る
こ
と
に
な
る
。
從
來
も
各 

地
に
於
て
、

生
活
に
必
要
な
事
柄
に
對
す
る
言

傅

へ

を
集
め
る
こ 

と
は
行
は
れ
て
居
り
、

そ
の
結
果
の
公
表
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
少 

く
は
な
い
。

無

論

そ
の
集
め
方
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
庶
民
の
信
仰

ヨ
七 

>

147
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生
活
の
樣
相
を
知
ら
う
と
い
ふ
や
う
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の 

が
多
い
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
我
々
が
そ
の
中
か
ら
で
も
我
々
の 

望
ん
で
ゐ
る
や
う
な
も
の
を
探
し
出
せ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ 

れ
を
拴
ひ
出
し
て
集
成
す
る
こ
と
が
差
當
っ
て
の
一
つ
の
仕
事
で 

あ
る
。

同
時
に
我
が
國
在
來
の
科
學
的
な
知
識
を
知
ら
う
と
す
る 

直
接
的
な
立
場
か
ら
、

か
や
う
な
事
柄
を
新
し
く
採
集
七
る
と
い 

ふ
こ
と
も
、
我
々
に
と
っ
て
是
非
必
要
な
仕
事
と
な
っ
て
來
る
。 

た
だ
私
が
前
に
擧
げ
た
程
度
の
例
か
ら
で
は
我
が
國
民
の
古
い 

時

代

に

持

っ

て

ゐ

た

科

學

知

識

の

一

曹

窺

へ

て

も

、

そ
の
歷
史 

的
な
發
達
は
知
る
こ
と
が
出
來
ず
、
夫
々
の
時
代
に
國
民
が
ど
の 

や
う
な
科
學
思
想
を
抱
い
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
殆
ん 

ど
分
ら
な
い
。

し
か
し
こ
れ
は
理
論
的
に
不
可
能
だ
と
い
ふ
の
で 

は
な
く
て
、
材
料
の
不
足
に
塞
く
も
の
で
あ
る
。

も
し
將
來
資
料 

が
充
分
に
集
る
や
う
に
な
っ
て
さ
へ
く
れ
ば
、

こ
の
や
う
な
硏
究 

も
相
當
出
來
得
る
や
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。
勿 

論
か
や
う
な
現
在
民
間
に
殘
存
す
る
も
の
だ
け
〇'
硏
究
で
は
、

そ 

の
知
識
や
思
想
が
何
時
の
特
代
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
か
は 

分
ら
な
い
が
、

し
か
し
各
地
に
は
相
當
古
い
も
の
も
極
め
て
新
し 

い
もQ

も
混
淆
し
て
現
存
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る 

か
ら
、

そ
れ
等
の
多
數
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
先
後
、

三
八 

發
達
の
狀
況
だ
け
は
知
り
得
る
筈
だ
と
い
ふ
こ
と
は
言

ふ
こ
と
が 

8 

出
來
る
。

こ
れ
と
同
時
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
科
曇

日
以 

外
の
古
い
文
獻

の

中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
科
學
的
知
識
、
思
想
の
調 

査
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
等
の
知
識
思
想
の
存
在
し
た
時 

代
が
大
體
推
定
出
來
る
の
で
、
前
記
の
硏
究
の
結
果
と
相
俟
っ
て
、
 

そ
れ
等
の
發
達
の
歷
史
が•

一
屈
明
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ 

の
中
で
故
も
手
を
着
け
易
い
の
は
、

多
く
は
江
戶
時
代
中
期
以
後 

の
も
の
で
は
あ
る
が
、
祕
法
の
如
き
事
桶
を
集

錄

し
た
書
物
の
類 

で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
完
堂
な
蒐
集
を
望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る 

が
、
或
る
程
度
ま
で
集

め

る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

た
だ 

刊
行
年
月
の
明
か
で
な
い
物
が
多
い
點
は
少
し
く
不
便
で
あ
り
、
 

且
つ
眞
面
目
な
事
柄
と
同
時
に
支
那
直
輸
入
の
や
う
な
荒
唐
無
稽 

な
祕
傳
の
類
が
混
在
し
て
ゐ
る
こ
と
は
相
當
不
都
合
で
あ
る
。
例

- 

へ
ば
前
に
・
引
い
た
『
智
惠
海
』

の
中
に
も

井
の
底
へ
物
の
落
ち
た
る
を
見
る
時
、

燈

、

松
明
な
ど
を
さ 

げ
て
も
底

は

見

え

ぬ

も

の

な

り

。

の
時
、

上
よ
り
朱
折
敷 

(

朱

の

角

盆)

を

一
枚
俯
け
持
て
ば
、

火

こ

れ

に

映
じ
て

底
ま 

で
思
ふ
や
う
に
見
え
す
く
な
り
。

と
い
ふ
や
う
な
記
事
が
あ
る
か
と
思
へ
ば
、

ま

た

，



逃
げ
走
り
た
る
人
の
衣
服
或
は
帶
を
〜
り
、
紙
に
磁
石
を
っ 

つ
み
、
衣
服
或
は
帶
に
入
れ
、
井
の
中
へ
懸
け
置
け
ば
そ
の
人• 

卽
ち
歸
る
な
り
。

の
如
き
記
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
か
や
う
な
金
耳
物 

を
編
纂
す
る
人
々
は
そ
れ
を
實
際
に
試
み
る
こ
と
を
し
な
い
で
手 

輕
に
書
物
か
ら
丸
口
き
拔
き
、
或
は
人
か
ら
CT
い
た
ま
ま
を
記
す
こ 

と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
そ
の
根
本
は
正
し
い
こ 

と
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
理
を
解
せ
ず
し
て
記
す
た
め
に
誤
っ
た
方 

法
と
化
し
て
し
ま
っ
た
や
う
な
場
合
さ
へ
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。 

例
へ
ば
、

同
じ
書
物
の
中
に 

•

時

疫
(

傳

染

病)

を
初
め
て
病
む
人
あ
ら
ば
、

そ
の
病
人
の 

衣
服
を
浣
ぎ
、
他
の
中
に
て
蒸
す
ベ
し
。

家
內
に
傳
染
こ
と
な 

し
。 

- 

と
い
ふ
條
が
あ
る
。

こ

れ

は

『
呪
咀
調
法
記
』

の
中
に
も
こ
れ
を
、
 

載
せ
た
版
が
あ
っ
て
、

こ
れ
は
經
驗
に
よ
っ
て
消
毒
と
い
ふ
事
村 

を
知
っ
て
ゐ
た
や
う
に
も
思
へ
る
が
、

し

か

し

「
病
人
の
衣
服
を 

浣
ぎ
」

で
編
者
が
こ
の
方
法
の
意
義
を
理
解
出
來
な
か
っ
た
こ
と 

を
示
し
て
ゐ
る
。

況
や
そ
の
直
前
に

時
疫
の
病
家
へ
行
く
時
は
、
右
の
手
の
中
指
に
て
坎
の
字
を 

書
き
、

そ
の
手
を
固
く
握
り
て
行
く
べ
し
、

傳
染
る
こ
壬
な
し
。

日
本
科
學
史
の
一
つ
の
方
向(

大
矢)

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
書-
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
編
者
の
能
力 

を
非
常
に
高
く
買
ふ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言

は

な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

か
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら' 

か
や
う
な

711
口
物
に
記
さ
れ
て
ゐ
る 

こ
と
だ
け
か
ら
、

そ
れ
が
當
時
の
人
の
本
當
の
知
識
に
な
っ
て
ゐ 

た
と
い
ふ
こ
と
を
斷
定
す
ふ
の
は
危
險
で
あ
る
。

且
つ
か
や
う
な 

書
物
を
讀
む
人

々
の
範
：
!

は
さ
う
廣
か
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。 

た
だ
か
や
う
な
書
物
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、,
询
時
か
誰
か
に 

よ
っ
て
實
驗
し
て
見
ら
れ
て
、
實
際
の
知
識
に
な
り
得
る
可
能
性 

が
あ
っ
た
と
だ
け
は
言
ひ
得
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
實
際
に
世
に
行 

は
れ
た
か
ど
う
か
は
前
に
述
べ
た
民
間
現
存
の
科
學
的
知
識
の
蒐 

集
を
參
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
當
明
か
に
な
っ
て
來
る
。
卽

ち

仲
 

民
間
知
識
の
調
査
は
こ
こ
に
又
一
つ
の
重
耍
な
意
味
を
持
っ
て
來 

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

調
査
す
べ
き
古
い
文
獻
の
一
つ
に
は
又
江
戶
時
代
の
隨
筆
類

が• 

あ
り
、

文
藝
の
類
が
あ
る
。

こ
れ
等
に
つ
い
て
も
相
當
面
白
い
結 

果
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
次
の
機
會
に
讓
り
た
い
と
思
ふ
。 

要
す
る
に
、
科
學
者
以
外
の
一
般
民
衆
の
科
學
知
識
、
思
想
の
發 

展
を
硏
究
す
る
の
も
、
科
學
史
の
一
つ
の
方
向
で
は
あ
る
ま
い
か 

と
い
ふ
の
が
私
の
こ
の
小
文
の
結
局
の
落
着
き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

、

三
九
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四
〇

本
邦
に
於
け

る

窮

理
學

の
成

立(
二)

•

A
 

矢

島
 

祐

，
利

四

廣

瀨

元

恭

の

『
理

學

提

要

』 

川

本

幸

民

の

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』

の
後
に
理
化
學
の
著
述
と
し 

て
注
目t

べ
き

も

の
は

廣

潮

元

恭

の

『
理
學
捉
要
』

で
あ
る
。
廣 

瀬
元
歳(

一

ハ

ニ

ー

丄

ハ
七
〇)

、
名
は
胡
、
字
は
禮
卿
、
號
を 

藤
圃
ま
た
は
天
目
山
人
と
い
ふ
。
甲
斐
藤
田
の
人
、
家
は
代
々
碍 

を
業
と
し
た
。+

五
の
年
江
戶
に

出

て

坪

井

誠

軒(

信
道)

に
翁 

い
て
鑒
口
を
學
ん
だ
。
學
業
大
に
進
み
塾
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

此 

處
に
十
餘
年
學
び
、

そ
れ
か
ら.
筒

を

去

っ

て

京

都

へ

行

っ

た

。 

其
處
に
留
ま
っ
て
時
業
を
開
き
蘭
學
を
講
じ
た
。

治
療
の
傍
ら
兵 

制
、
袍
術
等
を
も
講
じ
た
。
紀
伊
侯
が
聘
せ
ん
と
レ
た
が
應
じ
な 

か
っ
た
。

の
ち
津
侯
に
聘
せ
ら
れ
て
翳
員
と
な
っ
た
が
特
に
京
都 

に
居
る
こ
と
を
許
さ
れ
祿
百
石
を
食
ん
だ
。
元
恭
は
丘#

を
譯
し 

て
侯
に
獻

じ
た
。

慶
應
の.
初
め
に
侯
が
幕
命
を
受
け
て
京
都
を
護

り
ハ
幡
山
崎
に
砲
壘
を
築
い
た
と
き
、
元
恭
は
勝
妥
房
と
共
に
其 

の
仕
事
を
監
悴
し
た
。
之
に
よ
り
幕
府
か
ら
金
と
時
服
を
貰
っ
た
。 

維
新
後
京
都
に
陸
軍
病
院
が
設
け
ら
れ
其
の
長
と
な
っ
た
。

幾

許
• 

も
な
く
病
を
得
て
職
を
辭
し
、
明
治
三
年
歿
し
だ
。
年
五
十
。

譯 

述

に

は

『
理
學
捉
要
』
の
外
に
『
人
身
箔
理
』
、
『
西

醫
脈
鑑
』
、
『
知r 

生
論
』
、
『
刀
圭
餘
事
』
、
『
築
城
新
法
』
等

が

あ
る
。
右

『
刀
圭
餘 

事
』(

刊
、
・
一
卷
、
年
代
不
記)

中

に

は

「
島

卵

之

說
」
、
「
造
化 

論
「

「
醫
則
辨
」
、
「
四
質
論
」
、
「
野
戰
論
」
等
の
項
用
が
あ
る
。 

な

ほ

『
西
洋
學
家
譯
述
目
錄
』

に

は

『
窮

理

對

問
』(

寫)

な
る
著 

述
が
擧
げ
て
あ
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
未
だ
知
る
に
と
を
得
な
い
。 

こ

れ

は

『
理
學
提
要
後
篇
』

の
卷
末
に
卷
數

未
定
と
し
て
豫
吿
さ 

れ
て
ゐ
る
が
恐
ら.
く
上
梓
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ま
た 

『
諸
器
圖
解
』

と

い

ふ

著

述

も

あ

る

こ

と

が

『
理
學
捉
要
』
後
篇 

中
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
之
に
つ
い
て
も
未
だ
知
る
こ
と
を
得
な
い
。

—



(

一)
'

『
近
世
名
醫
傅
』
。
・『
理
學
提
耍
』
は
近
頃
『
日
本
科
學
古
典
全
翳
』 

第
六
卷
に
收
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
三
枝
博
吾
氏
の
解
說
に
新
し
い
資 

3
料
を
用
ひ
た
小
傅
が
あ
る
。

『
理
學
提
要
』
の
題
言
を
見

る

と

「
嘉
永
壬
子
孟
春
廣
瀬
元
恭
識
」 

と
あ
る
。・
嘉
永
壬
子
は
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

で
あ
る
。
野
呂 

鱗
の
序
文
に
も
嘉
永
五
年
と
あ
り
、
其

中

に

「
近
頃
禮

卿
纂
其
所 

B

習
日
理
學
提
要
求
請
之
序
云
々
」

と
あ
る
か
ら
、
譯

稿
の
少
く 

と
も
初
め
の
方
は
其
頃
出
來
上
っ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
 

柳
田
政
矩
の
序
及
び
肝
付
兼
武
の
け
文.
it
嘉
永
七
年(

一
ハ
五
四) 

と
な
っ
て
居
り
、

第

一

卷

のB

に

は

「
安
政
三
年
丙
辰
初
夏
官 

許

」

と
あ
る
か
ら
、
出
版
さ
れ
た
の
は
安
政
三

年
(

一
八
五
六) 

で
あ
ら
う
。
初
篇
は
首
卷
、
卷

ー
、
卷

二
、
卷

三
の
四
册
か
ら
成 

る
。
後
篇
は
卷
ー
が
あ
る
が
卷

ニ
以
下
は
見
當
ら
な
い
。
思
ふ
に 

出
版
に
到
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か1
 

- 

著
者
は
题
言
に
於
て
次
の
や
う
に
書
い
て
ゐ
る
。

西
洋
简
家
敎
二
導
子
弟
一
先
立
二
學
科
-

一
日
究

理

二
日
解

體

三 

日
生
理

四

日

病

理

五

日

藥

性

六
日
舍

密

七
日
古
賢
經
驗
立
二 

此
七
科
-

自

二
天
地
日
月
風
雲
火
水
之
變

化

人

身

肢

胖

之

造 

為
一
以!

生
活
之
常
性
與"

疾
病
之
變
狀
草

木

金

石

之

億

性 

及
所
一
ニ
以
感
一
一
應
人
身
一
之
功
用
上
明
辨
而
精
二
察
之
一
更
博
覽

二 

-

• 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の,
成

立(

二)
(

矢
岛)

古
人
旋
レ
治
之
術
一
然
後
始
投-

藥
施
レ
術
譬
二
諸
大
匠
構
匸
堂
究 

理
學
先

明
二
其
構
成
造
立
之
理
」
也 

卽
ち
斶
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
窮
理
の
學
の
必
要
な
事
が
述
べ 

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か 

と
い 

へ
ば
大
體
次
の
や
う
で
あ
る
。

首

卷
•

題
言
、
度*

考\
.

總
論 

卷

一

大

剜
 

・

卷

二
•

水

卷

三

土
 

:

 

後

篇

卷

ー

溫
素

な
ほ
首
卷
に
後
篇
目
次
が
載
っ
て
居
り
、

そ
れ
に
は
溫
素
、

光 

素
、
越

列
幾

的

里
失
帝
多
、
瓦
兒
波
尼
私
繆
斯
、
磁
石
力
、
天
體 

が
擧
げ
て
あ/
る
。
然
し
光
素
以
外
は
前
記
の
や
う
に
刊
行
さ
れ
な 

か
っ
た
や
う
で
あ
る
。 

.

先
づ
總
論
に
於
て
、
自
然
も
は
何
か
、

自
然
科
學
と
は
何
か
に 

つ
い
て
次
の
や
う
に
述

べ

て
ゐ
る
。

凡
物
散
ニ
在
覆
載
之
間
一
觸
一
一
覺
我
五E

者
謂
ニ
之
納
都
烏

爾

一
 

.
萬
物
之
義

也
(

中
略
，
)

麥

究

其

體

性

之

理
一
謂
一
之
納
都

烏

爾
• 

裙

埠
一
窮
物
理
學
之
義
也

云
 々

I 

卽
ち
此
處

で

ナ
チ
ュ
ー
ル
キ
ュ
ン
デ
は
窮

物
理
學
之
義
也
と
言 

I

四
一

占心



科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

っ
て
ゐ
る
。
『
氣
海
觀
瀾
廣
莪
』

に

は

「
費
西
加
者
窮
物
理
之
學 

也
」

と
あ
る
が
、

元
恭
も
同
じ
ゃ
う
な
言
葉
遣
ひ
を
し
て
ゐ
る
。 

次
に
歸
學
に
於
て
此
の
學
の
必
要
な
こ
と
を
述
べ
て
次
の
や
う
に 

言
っ
て
ゐ
る
。

普
知
二
萬
有
監
一
謂
二
之
僖
失
加
學
一
翩W
彎

 

以
ニ
其
學
ー 

配
一
一
當
人
身
上
一
者
謂
二
之
波
多
羅
菱
學
一(

中

略)

今
先
說
ニ
物 

理
學
一
明
下
所
一-
一
物
關
二
涉
人
身一

之
理
上
要
使
下
ニ
學
者
一
知*

先 

蔦

也

此
處
で
は
ヒ
シ
カ
と
い
ふ
語
を
擧
げ
て
謂
ふ
所
の
ナ
チ
ュ
ー
ル 

キ
ュ
ン
デ
と
註
し
、
萬
有
之
理
を
知
る
學
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。 

こ
れ
を
人
身
の
上
に
適
用
し
た
の
が
パ
ト
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
し
て 

ゐ
る
。
右
文
中
に
物
理
學
の
語
が
あ
る
。

こ
れ
は
さ
き
に
窮
物
理 

學
と
言
っ
た
も
の
の
略
で
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
此
の
語
が
此
處
に 

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
召
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
物
理
學
と
い
ふ
言
葉 

が
今
日
の
や
う
な
意
味
で
一
般
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の 

は
明
治
以
後
で
あ
る
が
、
其
處
に
到
る
迄
に
は
多
く
の
變
遷
の
あ 

る
こ
と
が
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。

次
で

總
論
の
中
で

線•

角
な
ど

か
ら
物
體
の
運

動•

運
動
の
法 

則
等
に
つ
い
て
說

い
て
居
り
、
動
則
と
し
て
十
二
箇
條
を
擧
げ
て 

ゐ
る
。

そ

の

第

一

則

は

「
凡
物
有
二
本
カ
ー
定
二
在
一
處
一
無
二
物
動
匸

• 

' 

四
二 

ヲ

チ
 

ル

カ
 

レ 

モ

ノ

ル
モ 

タ

ル

ノ
 

ニ 

へ
ハ 

テ

レ

ハ 

・
 

之
則
永
世
不
レ
動
者
是
也
然
其
有
レ
動
亦
因
二
此
カ
ー
譬
有

”
物
來
觸
一
一 

2 

此
物
一
則
動
動
卽
其
力
也
云
々
」

と
い
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
慣
性 

の
法
則
で
あ
る
。
第
二
則
は
「
所
”
動
體
以
ニ
其
所

レ
向
及
速
カ
ー
知
二 

動
カ
之
强
弱
及
所

レ
向
之
方
一
見
・
所
い
動
體
之
大
小
速
力
及
所
レ
向 

之
方
丄
則
可
レ
辨

ニ
知
動
レ
之
カ
之
强
弱
一
知
ニ
動
レ
之
カ
之
强

弱

一
則 

可
レ
推
ニ
知
所
ノ
動
體
之

作

用

一
云
々
」

と
い
ひ
、

不
完
全
な
が

ら
- 

ユ
ー
ト
ン
の
第
二
法

WJ-.
を
述

べ

て

ゐ

る

。

第

三

則

は

「
動
力
與
二 

拒
カ
ー
相
均
則
不
レ
爲
”變
動
力
勝
二
拒
カ
ー
而
後
起
レ
變
云
々
」

と
い 

っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
反
作
用
の
法
則
に
當
っ
て
ゐ
る
。

以
下
は
二 

ユ
ー
ト
ン
の
三
法
則
の
意
味
の
法
則
で
は
な
い
が
、
例
へ
ば
第
四 

則

で

は

「
兩

カ
相
等
則
彼
此
相
抗
强
弱
無
二
偏

勝
一
二
體
寂
然
無
レ 

動
云
々
」

と
い
っ
て
ゐ
る,

第

五

則

は

「
兩

カ
不
レ
等
起
一
動
者
物 

弱

力

者

從

一物
强
力
者
所
匸
向
起
レ
動
其
所
レ
動
體

所
レ
向
之
方
卽
動
レ 

之

體
所
レ
向
之
方
也
」
と
い
ふ
。
第

六

則

は

「
一
カ
引
”之
一
カ
遠

レ 

之
則
其
動
必
為
二
楕
蚀
一
猶=
一地
球
於
ー
大
陽-

其
遠
レ
之
日
二
遠
心
カ
ー 

引"

之

日

二
求
心
力
ー
其
兩
力
中
日
二
中
心
一」

と

い

っ

て

ゐ

る

。

こ 

れ
は
惑
星
邇
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

な
ほ
直
譯
臭 

を
脫
し
て
ゐ
な
い
。
と
れ
よ
り
五
十
年
も
前
に
書
か
れ
た
志
筑
忠 

雄
の
『
曆

象

新
書
』
の
理
解
の
精
到
な
の
に
は
遙
か
に
及
ば
な
い
。 

第

七

則

は

「
兩

力

各

莫

ニ
其
所
匸
向
而
爲
二
角
度
一
者
共
加
一
ニ
體



上
一
則
其
脸
不
レ
從

兩

カ
之
所
匸
向
自
爲
ニ
ー
線

路

一
而
動
其
線
路
卽 

兩
力
爲
二
之

界

一以
為
二
平
行
面
之
對
角

線

こ

と

い

ふ

。
卽

ち

ニ

カ

・
 

の
介
成
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
旣

に
前
野
良
澤
が
十
分 

に
理
解
し

て

ゐ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。
第
八
則

は

「
物
體
皆
從

二
其 

軸

二
nn
動
卽
易
瘠

如
二
長
體
一軸

在

鑫

廣

體

軸

在

二
側
面
一
球
體
軸 

在

二
中
心
一
故
從
箕
軸
所
匸
在
而
動

ノ
之
則
可
二
以
省
匸
カ
」

と
あ
る
。 

こ
れ
は
抵
抗
の
大
小
を
言
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
第 

九

則

は

「
諸
體
從
ニ
其
質
疎
密
一
動
”之
之
カ
應

”之
以
為
ニ
其
度
一
」 

と
い
ふ
。

こ
れ
は
力
は
質
量
と
加
速
度
の
相
乘
積
に
等
し
い
と
い 

ふ
こ
と
の
半

面

を

述

べ

た

も

の

で

あ

る

。
第
十
則

は

「
兩
琳
以
二 

同

時

.,!
r'
一
行
ニ
同
虛
地
ー
者
其
速
力
相
等
故
塡
ニ
充
虛
地
一
之
大
小
亦 

相
同
」
と
い
ふ
。

此
の
意
味
は
餘
り
明
瞭
で
な
い
。
第
十
一
則
は 

「
動
琳
・
遲
速
與
ニ
カ
强
弱•
一
以
下
距
二
其
動
レ
之
琳
一
之
遠
近
上
爲
レ度
遠 

!

 

而
弱
益
遠
則
益
減
算
ニ
其
減
度
一
以
ニ
距
離
之
長
一
爲
一
瑕
云 

云
」

と
い
ひ
、
逆
二
乘
の
法
則
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
十
二 

則

は

一
物
之
落
レ
地
自
一
高
至
レ
低
有
二
遲

速
之
度
一
落
益*

自

レ
高
則 

其
速
益
加
其
力
亦
强
云
々
」
と
い
ひ
物
體
落
下
の
法
則
を
述
べ
て 

ゐ
る
。
右
に
抄
記
し
た
所
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る
や
う
に
本
書
の 

記
載
は
稍
明
瞭
を
缺
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
は
表
現
が
茫
漠
た 

る
漠
文
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
點
に
も
由
る
で
あ
お
う
が
、
著
者 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二
レ(

矢
岛)

の
理
解
に
於
て
十
分
で
な
い
點
が
あ
っ
た
の
に
基
づ
く
も
の
で
あ 

 ゝ

る
と
思
は
れ
る
。

次
・
に
本
篇
の
卷
ー
は
大
氣
に
關

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

其
の
內 

容
は
抵
抗
張
力
、
膨
脹
張
力
、

霓
力
、

壓
力
、

傳
音

、
傳
香
、

風
、
，
 

酸
素
、
窒
素
、
酸
化
、
炭
素
、
炭
酸
瓦
斯
、、
水
蒸
氣
等
で
あ
る
。 

大

氣

の

張

力

に

つ

い
て

は
旣
に

『
氣
海
襯
瀾
』

の

中

に

「
氣
有
二 

張

力

--
•»
可
二
以
張
擴7

又
可-
ー
以
絞
束f

云
々
」

と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
 

此
處
で
は

「
氣
有
一
ニ
種
張
刀
ー
與
二
壓
カ
ー
抵
抗
不
二
屈
撓
一
者
是
也 

云
々
」

と
い
っ
て
ゐ
る
。

元
恭
は
彈
力
を
抵
抗
張
力
と
い
っ
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
。

ま
た
眞
空
中
で
は
金
錢
と
羽
毛
と
同
時
に
落
下
す 

る
で
と
を
述
べ
「
眞

空
中
無
二
此
抵
抗
力
・
こ
と
も

述
べ
て
ゐ
る
。
更 

に

「
艾
有
ニ
ー
種
張
カ
ー
得
二
溫
暖
一
而
膨
脹
增
擴

者
是
也
」

と
い
ひ
、
 

膨
眼
張
力
な
る
も
の
を
說
い
て
ゐ
る
。

次
に
大
氣
の

5R
妊
に
つ
い 

て

述

べ

、•
ま

た

「
大
氣
周
二
圍

地
球
一
以
二
重
積
之
重1

一
使
卞
二
萬 

物
一
壓
二
着
于
地
上
一
無
”
傾
覆
上
者
謂
二
之
壓
カ
ー
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。 

「
大
無
壓
カ
上
下
左
右
無
レ
不
レ
有
焉
」
・
と
も
い

ひ

、
水
三
十
三
尺 

は
大
氣
歴
か
の
重<

な
り
と
述
べ
て
ゐ
る
。

次
に
驗
氣
管
に
つ
い 

て
說

い
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
言

ふ

ま

で

も

な

く

氣
壓
計
で
あ
る
。 

『
氣
海
觀
瀾
』

で
は
銓
氣
管
、
『
窮

理

通
』
は
晴
雨
硝
子
で
あ
る
。
-

■
、
 

本
書
で
は

『
廣
義

』

と
同
じ
く
驗
氣
管
と
な
っ
て
ゐ
る
。

水
蒸
氣 

I 

四
三



科

學

史

研

究
 

第

八

號 

に

つ

い

て

は

「
水
帶
二
溫
素
一
蒸
二
昇
氣
中
一
者
日
二
水
蒸
氣
一
水
之 

爲

”
體
極
微
相
集
以
成
得
二
溫
暖
一
則
極
微
散
為
二
氣
狀
一
卽
水
蒸
氣

是
也
」

と
あ
る
。

是
等
は
用
語
こ
そ
異
れ
其
の
內
容
は
今
日
の
物 

理
學
が
敎
へ
る
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。.
水
が
蒸
氣
に
な
れ
ば
原

形
の
一
千
四
百
倍
に
な
る
こ
と
も
述
べ
て
あ
る
。

次
に
大
氣
が

音 

嚮
を

俺
へ
る
こ
と
を
述
べ
、

そ
の
傅

播

速

度

に

っ

い

て

は

「
尋 

億
大
氣
伙

音

之

速

力
<

每
一
二
秒
時
一
爲
二

千
备
七
十
三
尺
一
 

饗

書

零
然
其
速
力
比
一
乏
光
之
速

カ

ー
為
二
遲
緩

一
如
・
遠
見
二
伐 

木
一
而
後
聽
二
丁

丁­
遙
見
二
電
光
銃
火
一
而
後
pfj
中
雷
嗚
徵
嚮
止
故
先 

見
ニ
其
光
一
每

二

秒

時-

乘

二

零

七
三
一
則
可

iljT

H

所
レ 

在
之
遠
近
上
」
と
述
べ
て

ゐ
る
。

つ
い
で
大
氣

が

香

臬

を

傳

へ
る

こ
と
を
述
べ
、

風
に
つ
い
て
の
說
明
が
あ
り
、
、風
の
遲
速
を
測
る 

器
を
遍
涅
屋
護
的
爾

と
い
ふ
と
あ
る
。

大
氣
の
成
分
に
關

し
て
は 

「
大
氣
以
二
諸

試

驗

一
不
一
可
”
分
者
為
二
原

質

一驗

レ
之
術

日
二
舍
密
一
卽

分
析
術
是
也
云
々
」

と
い
っ
て
ゐ
る
。

次
に
各a

の
氣

體

に

つ
い 

て
述
べ
て
あ
る
。

以
上
の
各
項
に
於
て
右
の
や
う
な
物

理

的

の
記 

述
の
ほ
か
に
人
體
生
理
に
關
係
あ
る
事
柄
を
多
く
擧
げ
て
あ
る
の 

は
元
來
翳
を
學
ぶ
者
の
敎
科
書
で
あ
っ
た
か
ら
寧
ろ
當
然
の
こ
と 

で
あ
る
。

卷

二
は
水
に
關
す
る
も
の
で
、•

壓
力
、
稱

水
、

張
カ
、
種
別
、

-

四

四
»
 

水
素
、
海
の
項
目
か
ら
成
る
。
・
雨
、
霧
、

蜜
、 

雪

等

に

つ
い
て
も 

種
々
述
べ
て
あ
る
が
、
從
來
の
書
に
較
べ
て
著
し
く,
進
ん
だ
記
述 

は
見
當
ら
な
い
。
雪

に

關

す

る

條

に

「
雪
原
出
一
一
于
水
之
〇
滑
一
故 

作=

ハ
出
一
也
」

と

い
ふ
や
う
な
具
合
で

.',
そ
の
理
解
は
餘
り
深
く 

な.
い
と
思
は
れ.
る
。

卷
三
の
土
と
い
ふ
題
で
、

3L
大
洲
、

本

山

、

中
山
、
噴
火
山
、
 

地
震
、
•

山
物
、
植
物
、
動
物
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
。'(

本

山

は 

又
日
舊
山
、
汉
日
祖
山
、
中
山
は
又
日
新
山
、

又
日
副
山
と
い
ふ 

註

が

あ

る

ご

卽

ち

地

理

に

關
す
る
も
の
、

鑛

物
、
植
物
、
動
物 

等
が
主
で
あ
っ
て
物
理
的
の
內
容
は
割
合
少
い
。

地
震
の
條
に
は 

紀
元
千
七
百
五
十
八
年
魯
失
亞
の
魯
氏
の
說
と
い
ふ
の
が
書
い
て

あ
る
。
魯
氏
と
は
ロ
モ
ノ
ソ
フ 

(
A
L

<!• 

L
o
m
o
n
o
s
o
v

) 

で
あ
ら 

う
。

ロ
モ
ノ
ソ
フ
の
地
震
說
と
い
ふ
の
は
當
時
新
奇
な
も
の
で
あ 

っ
た
と
見
え
る
。

こ

れ

よ
り
さ
き

天
保
元
年
頃(

一
八
三
〇
頃)

髙

野

長

英

の

『
泰
西
地
理
說
』(

豹
本)

の
中
に
も
同
氏
の
說
が
述 

べ
て
あ
る
。
其
處
に
も
人
工
地
丧

の
・
こ
と
が
記
載
し
て
あ
る
が
、
 

此
の
丸
口
に
も
同
樣
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

・
後
篇
卷
一
は
溫
素
と
題
し
、
張
力
、
驗
溫
器
、•

萬
物
元
溫
、
物 

質
得
レ
溫
張
力
、

顯
溫
素
、
潛
溫
素
、
雪
中
潜

溫

素

、

溫
素
平
均
、
 

造
氷
法
、

溫

齧

達

.',
凝
體
融
生
レ
寒
、

流

體
結
生
匕
溫
、

人
身

54 
I

J…上よ:し"-



與
ー
ー
溫
素
一
關
涉
な
ど
の
項
目
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。

溫
素
を
元
素
の 

一
っ
と
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
・
溫

素
•

光
素
・
越
素
が
他
の
元 

素
と
違

ふ
こ
と
は
旣
に
注
意
さ
れ
て
ゐ
た
。

そ
れ
は
次

K'
引
用
す 

る
處
を
見
れ
ば
明
か
で
あ
る
。

元
素
有
三
二
別­

如
二
酸
素
憐
素
及
諸
金
元
素
等
一
其
形
質

可
レ 

觀
輕

31
可
二
秤
並
一
也
如
二
水
素
酸
素
窒
素
等
一
雖
二
形
質
不
匸 

可
”
觀
輕
重

可
二
秤
乐

一
可
ヨ
採
取
以
聲
蓄
之
ニ
ー
也
獨
如
二
溫 

素
光
素
越
列
吉
的
兒
素
瓦
兒
波
尼
私
繆
斯
素
磁
石
素
之
五
冗 

素
一
形
質
不
レ
可
レ
觀
輕

重
亦
不
レ
可
一
秤
乐

一
而
其
性
力
可
二確 

知
一
故
亦
謂
ニ
之

元

素

一
三
也
此
五
元
素
彌
一
滿
空
中
一
滲
二
透
萬 

物

一而
物
有
二
好
與
レ
之
親

者

一
有
二
惡
與

一
之
疎
者
一
及
一
一
其
與

レ 

物
交
一
而
人
始
知
ニ
其
爲
レ
溫
爲
匸
光
而
窮-
一
明
其

性
カ
ー
故
又 

日
二
無#

機
象
一
勢

形

象

可

み

乏

謂

也 

卽
ち
溫
素
、

光
素
、
越

列
吉
的
兒
素
の
ほ
か
に
瓦
兒
波

-m
私
謬 

斯
素
、.
磁
石
素
な
ど
も
元
素
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

以
て
當 

時
の
物
理
學
的
知
見
の
狀
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次

に

『
理
學
提
要
』

は
J

・

TsfQrd

s-g  " Nn

s'urkundig  

ITandboek  voor  Leel-hngen  in  de  Heel,cn

 GeneskundF  

を
譯

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
の
旣
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で 

あ
る
が
、

イ
ス
フ
ォ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

3IJ
-I-I
の
內
容
の
あ
ら
ま
し
を
示 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

ーー)(

矢.
Vi)

せ
ば
次
の
や
う
で
あ
る
。

序

論

(
I
n
l
e
i
d
i
n
g
)

・
大
氣

.
(
D
e

 

L
u
c
h
t
)

 

'

水

(
I
T
e
f  

"
w
a
f
e
r
)

 

ノ 

、
地

(
A
a
r
d
c
)

 

ヵ
學

的

現

象(
v
m
l

 

d
e

 

d
i
j
D
f
u

s.s
e
h
e

 

vgschijpselcn

〇f  ae  01nveegbal&  s
h

ftp) 

熱

(De  dvdrl
g-e) 

ヽ
 

光 

ヨ

e
t  

L
j
c
h
f
)

 

電

氣(Ehchi
z.f
s.i)' 

ガ

ル

バ

ー
ー
ズ
ム 

(
H
e
f

 G
a
l
v
a

ヨs

三
一一

s)

/

磁

氣

(zeHsfe

s-o
f

 p
l
u
g

 
コ ef  

e
n

 

h
e
f

 M

fiagnB
s
m
u
a
 

人
間
の
宇
宙
に
對
す

る
關
係(

B
e
h
e

片ki
n
g

 v
a
n

 d
c
n
s
e
n
*

 

s
c
h
o
f
h

a-Hce
ErL)

『
理
學
提
耍
』
も
全
く
此
の
順
に
書
か
れ
て
居
り
、
後
篇
卷
ー
で 

熱
の
處
ま
で
行

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
旣
述

の
と
ほ.
り
で
あ
る
。
元
恭 

は
題
言
の
中

で

「
此
編
雖
三
博
參
二
考
諸
金
L*
元

以
二
獨
乙
伊
斯
福
爾 

陳
屈
所

レ
著
之

理
科
書
一為
二
原
木
一」

と<

っ
て
ゐ
る
临
う
に
諸
書 

を
參
考
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
飜

譯

の

原

本

は

こ
れ
で
あ
り
、 

ま

た

「
原
本
已
不
”
擧
ノ
圖
故
從
ー
一
其
例
一
也
」

と
言
ひ
、
圖
を
用
ひ 

四
五 

•

巧5



科

學

史

硏
究 

第

八

號 

な
い
と
こ
ろ
ま
で
原
本
の
通
り
で
あ
る
。
更

に

「
編
中
諸
說
經
驗 

不ーーー亲
交
ー
ー臆
按
一
偶
加
二
愚
按
一
則
別
揭
二
恭
按
二
字
一
標
レ
之
」

と
も 

述
べ
て
ゐ
る
や
う
陆
原
本
の
通

り

書

い

て

ゐ
る
。
『
氣

常

瀾

廣
 

義
』

の
著
者
が
自
ら
譯
と
稱
し
な
が
ら
叶
謂
直
譯
で
は
な
く
其
の 

內
容
を
採
っ
て
ゐ
る
の
と
は
異
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
理
化
學
へ
の 

倾
到
の
深
さ
が
異
る
た
め
で
あ
る
と
思
ふ
。
然
し
な
が
ら
當
時
と 

し
て
は
面
倒
な
冏
題
を
忠

賞
に
飜
譯
し
從
來
の
著
譯
著
が
取
上
げ 

な
か
っ
た
問
題
に
も
多
少
觸
れ
て
ゐ
る
功
績
は
十
分
認
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
殊
に
本
邦
に
於
け
る
理
科
敎
科
書
の
成
立
の
上
で 

は
逸
す
る
こ
・
■£
の
出
來
な
い
文
獻
で

あ
る
。

(

一) 

拙

稿

「
イ
ス
フ
ォ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
理
學
入H

に
つ
い
て
」(

學
鈕
、
 

昭
和
十
五
年
九
月)

。
近

頃

『
日
本
科
學
古
典
全
書
』
苏
六
卷
に
收
め 

ら
れ
た
『
理
學
提
要
』
で
は
原
本
と
の
比
較
が
か
な
り
よ
，く
行
は
れ
て 

ゐ
る
。

五

佐

久

間

象

山

の

理

化

學

硏

究 

以
上
に
於
て
點

檢

し
た
の
は
主
と
し
て
著
述©

關

す
る
も
の
で 

あ
り
、
そ
れ
ら
は
本
邦
に
於
け
る
物
理
學
の
骨
組
を
作
る
の
に
重 

要
な
役
割
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
著
者
の
中
に
は
實
驗 

的
の
硏
究
を
行
っ
た
も
め
も
多
少
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
比
較

四
六

的
僅
少
で
あ
っ
た
。

か
か
る
ヤ
に
あ
っ
て
實
地
硏
究
の
上
で
最

も

6 

大
き
な
仕
事
を
し
て
ゐ
る
の

は

佐

久

間

象

山(

一
八
ー
ー
ー 

ー.
八 

,
 

六
四)

で
は
な
い
か
と
思
ぶ
い
象
山
の
硏
究
は
單
に
書
物
〇.
上
の 

勉
强
で
は
な
く
て
實
地
の
仕
事
を
行
っ
て
ゐ
る
・
〇
で
あ
っ
て
此
の 

意
味
で
特
筆
す
べ
き.
も
の
で
あ
る
。
象
山
の
科
學
的
硏

究

に

つ
い 

て
は
旣
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
根
本
史
料
に
據
っ
て
こ
れ
を 

檢
討

し
て
み
た
い
。
象
山
の
硏
究
は
物
理
學
よ
り
は
寧
ろ
化
學
の 

方
が
多

い

の
で
あ
る
が
一
括
し
て
此
處
に
擧
げ
る
こ
と
と
す
る
。 

事
實
象
山
に
於
て

は
理
學
と
か
化
學
と
か
い
ふ
や
う
な
區
別
は
餘 

・
リ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
鑄
砲

・
砲 

術
等
に
關
す
る
も
の
は
省
略
す
る
。
象

山

に

靜

學

に

關

す

る

著 

述
の
如
き
も
の
は
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
硏
究
の
狀
況
は
・
U1
翰
に 

依

っ

て
之
を
詳
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

(

一)

象
山
硏
究
に
は
宮
木
仲
氏
著

『
佐
久
閭
象
山
』(

增
訂
版
、
昭
和
十 

一
年)

が
あ
り
、
ま
た
象
山
先
生
遺
跡
表
彰
會
編
『
佐
久
間
象
山
』(

大 

正
十
五
年)

に
は
諸
家
の
象
山
硏
究
が
收
め
て
あ
る
。
書
翰
築
に
は
古 

く
は
色
部
城
南
氏
編

『
象
山
書
翰
集
』(

明
治
四
十
四
年)

が
あ
っ
た
が
、
 

『
倉
山
全
集
』(

增
訂
版
、
昭
和
九
，
十
年)

に
收
め
て
あ
る
。
其
他
の 

象
山
傅
は
省
略
す
る
。

鑽
山
は
西
洋
學
に
よ
っ
て
藩
利
を
起
す
べ
き
を
考
へ
た
の
で
あ 

る
が
、
蘭

學

者

黑

川
良
安
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
學
を
勉
强
し
始
め

J



た
の
は
弘

化

元

年(

一
ハ
四
四)

で
あ
る
。
同

年

七
月
七
日
山
寺 

源
大
夫
に
送
っ
た
手

紙
(

全
集
、
卷

三
、

二
五
九
頁)

に
次
の
や 

う
に
あ
る
。

:
:

去

月

以

需

學

生

一
人
弊
祝
へ
致
寓
居
候
是
は
加
州
の 

產
に.
て
通
稱
黑
川
良
安
と
中
候
年
齡
は

小
弟
屈
庚
位
に
候
が 

當
節
此
表
に
て
も
西
洋
の
文
法
に
通

じ

候

て
難
誼
の
書
と

い 

へ
ど
も
難

と

せ
ず
讀

下
し
候
も
の
此
生
を
以
稱
首
と
致
し
候 

高
名
の
坪
井
信
道
伊
東
玄
朴
等
遙
に
及
び
候

は

ぬ
趣
に
御
座 

候
此
生
幼
年
よ
り
蘭
學
に
方
を
入
れ
候
て
そ
の
學
に
は
右
の 

如
く
力
を
得
候

へ

ど
も
唐
山
の
學
に
は
甚
未
熟
に
候
間
小
弟 

/

と
彼
是
交
易
に
致
し
度
と
申
事
に
て
參.
り
小

候
初
め
て
口
授 

を
得
候

て
洋
文
の
法
を
以
て
原
書
を
讀
候
所
に
大
に
益
乙
得 

巾
候
此
節

カ
ス
テ
レ
イ
ン
と
巾
書
の
土
類
の
吟
味
に
係
候

所 

を
日
々
三
枚
位
宛
讀
候
て
受
口
授

候

中
々
譯
書
と
は
致
相
違 

其
間
別
に
味

有
之
候
:

： 

• 

卽
ち
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
ひ
始
め
て
間

も

な

く

カ
ス
テ
レ
イ
ン
の 

書
を
讀

ん
で
ゐ
る
こ
と
が
分
る
。

こ

れ

は
J

・Ka
s

s-l
e
i
j
-
l
:  

C
h
e
m
i
s
c
h
e

 

e
n

 p
h
y
s
i
s
c
h
e

〇e
f
e
n
i
n
^

ー
ー
.

一.

2

 D
e
e
l
.
1
7
9
3

 

j  

3
D
e
e
l

 1
9
9
7

で
あ
ら
う
。

ま
た
同
じ
頃

シ
ョ
メ
ー
ル
の 

百
科
辭 

典
に
賴

っ
て
硝
子
の
製
造
を
試
み
た
こ
と
が
同
年
七
月
二
十
八
日 

• 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
岛)

塚
田
源
吾
宛

の

手

紙
(

同
上
、

二
六
〇
—

三

頁)

に
• 

打
絕
音

づ
れ
も
無
之
候
秋
凉
之
時
節
机
貝
家
御
揃
御
多
祥
に
御 

起
居
珍
重
之
至
に
候
隧
て
私
事
何
の
障
も
無
之
候
間
乍
慮
外 

御
口
念
彼
下
度
候
烝
ば
近
頃
申
兼
候
御
無
心
に
御
座
候
御
都 

合
に
相
成
候
は
ば
金
子
少
上
御
取
替
被
下
度
希
候
箇
樣
の
事 

-

突
然
と
屮
出
候
事
定
め
て
御
不
審
も

候
は

ん
が
夫
に
は
甚
だ 

次

第

の

御

座

候

事

に

候

定

て

是

迄

御

承

饗

下

候

如

く

私

事 

昨
年
迄
は
極

め

で
小
給
に
て
候
ひ
し
も
此

表
に
罷
在
候
へ
ば 

ノ 

少
々
は
人
に
も
被
取
用
攻
上
よ
り
も
厚
く
御
手
充
も
被

成

下
• 

其

上
手
前
に
は
平
日
殊
の
外
儉
素
に
致
し
候W

故
手
元
に
有
・' 

餘
有
之

候
と
申
に
は
無
之
候
へ
ど
も
何
も
差
支
候
事

も
無
之 

本
、匸
り
他
人
に
取
替
等
願
候
事
甚
好
し
れ
ら
ぬ
事
に
て
是
迄 

借
財
と
中
も

の

は

一
切
致
し
不
か
其

上

昨
年
は
不
存
寄
舊
祿 

に
御
直
し
被
成
下
是
迄
よ
り
ま

戴

き

も

の
も
相
増
し
候

へ
ば 

・

彌
私
一
分
の
手
許
に
不
如
意
と
巾
事
も
無
之
候
然
る
所
此
度 

右
之
御
無
心
に
及
候
仔
細
は
定
め
て
薄

々
御M

及
び
候
は
ん 

,

•

御
內
总
を
も
承
は
り
て
其

番

領
分
に
是

迄
我
國
に
無
之
利
" 

益
の
事
ど
も
開
き
候
て
上
は
申
に
及
ば
ず
御
領
內
御

近

領

一
 

統
に
其
利
を
蒙
り
候
樣
致
し
度
含
に
て
旣

に
是
迄
色
々
の
道 

具
を
捋
へ
試
み
候
事
も
有
之
候
所
い
づ
れ
も
其
用
を
成

候

べ

四
七
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史

硏
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第

八

號
 

き
事
共
に
肴
之
候
夫
等
い
づ
れ
も
皆
異
國
のW

に

出

で

r.■
・こ 

實
驗
の
储
な
る
手
口
に
て
候
た
と
へ
ば
箇
樣
に
致
し
候
へ
ば 

水
精
の
如
き
美
事
の
ビ
ー
ド
ロ
に
出
來
候
箇
樣
に
致
し
候
へ 

ば
葡
甫
酒
出
來
候
箇
樣
に
致
候
へ
ば
養
蠶
に
敗
れ
な
し
杯
申 

事
一
々
精
密
に
手
に
取
る
如
く
有
之
候
先
頃
も
試
の
爲
ギ
ヤ 

マ
ン
を
製

し
候
所
果
し
て
阿
蘭
陀
渡
り
の
通
り
に
て
絕
て
是 

迄

JH1-
國
に•
無
之
別
種
の
精
品
出
來
致■
候
是
は
今
春
十
亠
ハ
册
四 

十
兩
に
て
御
買
上
げ
に
致
し̂

^

中
に
て
見
出
し
候
事
に 

て
候
び
き
此
書
中
に
は
尙
種
々
數
へ
難
き
程
の
有
益
の
良
法 

有
之
竹
村
金
吾
殿
杯
も
此
書
御
買
上
に
致
し
候
事
よ
く
禾
知 

し
委
し
く
は
御
逢
之
節
御
申
可
被
成
候
右
等
の
如
く
拙
者
の 

組
立
候
爭
は
皆
古
今
の
書
に
愷
に
出
候
事
共
に
て
世
に
山
師 

な
ど
唱
へ
候
诸

の

一
己
の
了
簡
よ.
り
巧
み
出
し
候
あ
て
ど
も 

な
き
事
と
は̂

白
の
相
違
と
被
思
召
度
候:

： 

と
あ
る
。
右

の

十

六

册

四

十

兩

の

璽

口
はQ

h
o
m
e
l

 T
o
o
r
d
e
n
,

 

b
o
e
k

な
る
こ
と
は
別D

手
紙
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
ボ
イ
ス 

•

の
辭
典
十
册
十
五
兩
、

カ
ス
テ
レ
イ
ン
三
册
三
兩
に
て
藩
費
を
以 

て
購
入
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
、で
あ
る
。

斯

樣

に

璽

1-1.
に
依
っ 

て
硏
究
を
な
し
、
然
も
直
ち
に
そ
れ
を
實
地
に
試
み
て
ゐ
る
の
で. 

あ
る
。
弘
化
二
年
に
は
黑
川
良
安
が
去
っ
た
の
で
坪
井
信
道
な
ど

四
ハ 

に

就

い

て

學

ん

だ

。

此

頃

シ

ョ

メ

ー

ル
と
チ
ー
ル
ケ
の
丘
ハ
書
、

力 

ル

テ

ン
の
砲
術
庁

；
.

ん
だ
。

(

3

ま
た
弘
化
二
年
正
月
二
十
二
日
离
田
幾
太
宛
の
手

紙
(

同
上
、

二 

九
七
頁)

の
一
肺
に
次
の
や
う
な
所
汛
お
る
。
「
天
文
棗
へ 

勤
番
の
紅 

毛
通
莎
品
川
梅
治
郞
手
許
に
此
節
ホ
ル
ク
ス
・
、

ナ
チ
ュ
ー
ル
キ
ュ
ン
デ 

と
用
窮
理
書
虫

勰

冇
之
代
料

三
Ini
と
申
爭
に
御
座
候
甚
新
ら
し
き
も 

の
に
て
冇
用
の
書
に
御
座
候
ホ
ル
クX

と
巾
は
展
民
の
事
に
て
此
書
專 

ら
喪
家
の
步
に
付
候
て
の
窮
理
を
誌
し
候

て
山
澤
土
田
需
に
大
に
心
得 

に
成
候
那
御
座
候
よ
し
に
御
座
候
水
利0•
事
の
載
否
は
未
詳
に
候

へ
ど 

も
必
ず
可
右
之
と
被
存
候
黑
川
生
に
よ
候
所
细
て
一
讀
致
候
書
の
よ
し 

に
て
入
用
の
品
と
申
聞
候
兼
て
中
上
候
通m

書
は
猶
豫
仕
居
候
と
手
に 

入
不
申
候

110
何
分
速
に
御
買
上
の
義
奉
願
度
候
」 

ま

た

「
洋B

合

壁

跋

」(

全

集

、

卷

ー

、

一
七
七
頁
)

に

「
是
二 

:'l':
'i
弘

化

丙

午
歲
。

得
一
乏
於
江
都
同
社-
〇

其

一

譯

日
二
造

物

疏

—〇 

拔

答

費

亞
舉

徒

所

二
編
述Y

其

一

譯

爲
一
一
析
術

開

端Y

英

吉

黎

賢

禮 

,

所
レ
撰

。

而

荷

蘭

禿

論

母

悉

所-

譯

也

。:
:

如

ー
ー
此
疏
つ.
彼

地

學

徒

。 

特
錄
・
其
近
二
於

民

用

一者
上
耳
。
然

予

讀
レ
之

。
頗

多

”
所-
一
發
明

-・
〇
金 

永

紀

元

夏

。

巡

ニ
行

葛

野

山

中

—〇
觀
ー
ニ
其
山

勢
與
一
ー
石
質
—〇

以
知
二
金 

寳
所
匸
在
。

乃
深
入
二
無
人
之
境Y

遂

得
ニ
銀

鉛

諸

礦

於
絕
壑

之

底­

・
者
。 

實
讀
一
ー
此
疏

一
之
績

也
。

析

術
.

±.
擅
-

名

者G

亦
數

十

百

家

。
而 

賢

禮

其

一

也

。

蓋

析

術

。

深

奧

微

密

。

初

學

者

茫

然

。•

無
レ
所
レ
措

巧8



手
。
故
賢
禮
著
二
此
書Y

以
發-
一
其
端Y

人
能
由-

此
而
學
。
得
二
萌 

芽
一
而
進
焉
。
則
其
技
幹
條
達
。

可
二
屈
レ
指
而
鹼
一
也
。:
:

」

と 

書
い
て
ゐ
る
。
卽

ち

弘

化

三

年(

一
ハ
四
六)

バ
タ
ビ
ア
人
編
の 

果
□

造
物
疏
及
び
イ
ギ
リ
ス
人
ヘ
ン
リ
ー
の
書
の
爾
譯
析
術
開
端 

を
讀
み
有
益
な
る
こ
・
と
を
記
し
、
且
つ
そ
れ
に
依
っ
て
銀
や
鉛
を 

見
付
け
た
と
述
べ
て
ゐ
る
。

此
の
ヘ 

ン
リ

イ
は

矢

張

りw
s
i
a
m

 

H
e
n
r
y

で
あ
ら
う
。

斯

樣

に

理

化

學

に

志

し

、
安
政
五
年
に
は 

電
池
を
作
っ
た
こ
と
が
同
年
ハ
月
二
十
二
日
村
上
誠
之
烝
へ
送
っ 

た

手

紙(

全
集
、
卷

五

、

ハ
三
頁)

に
記
し
て
あ
る0 

爰
に
御
願
申
上
度
一
條
有
之
候
夫
は
別
義
に
無
之̂

春
中
ケ 

ル
キ
ウ
ェ
ー
キ
が
フ
ル
ス
テ
ル
キ
ュ
ン
ス
ト
の
書
に
出
居
候 

と
申
ガ
ル 

ハ
ー
ー
ス
ミ
ュ 

ス
を
以
て
地
雷
火
之
火
を
傅
へ
候
法,
 

或
人
の
口
授
に
て
承
り
か
ね
て,
プ
ロ
イ
ン
ガ
ザ
ッ
ク
ブ
ッ
ク 

な
ど
に
も
地
雷
を
ば
ガ
ル
ハ 

ニ
機
に
て
火
を
傳
へ
候
を
良
法 

と

中

有

之

候

故

其

法

委

し

く

致

詮

議

試

み

耀

存
じ

候

昕

故' 

に
親
戚
に
て
親
し
く
出
入
候
凹
人
共
へ
相
傳
へ
法
の
如
く
ガ 

ル
ハ
ー
ー
機
を
製
し
候
て
試
み
候
所
機
カ
ー
向
に
發
し
不
中
中 

々
火
を
發
し
候
所
に
至
ら
ず
種
々
手
を
替
彼
此
と
致
し
見
候 

へ
ど
も
何
分
不
行
屆
致
當
惑
候
依
て
洛
ケ
ル
キ
ウ
ェ
ー
キ
が 

書
中
の
法
な
り
と
も
文
別
に
惓
な
る
み
書
中
の
法
徙
と
杉
田 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
岛)

成
卿
子
へ
な
り
と
も
御
尋
ね
原
文
御
書
拔
き
御
送
り
被
下
度 

千
萬
奉
願
候
銅
亞
鉛
の
板
の
大
さ
は
法
通

り

四
寸
六
分
と
六 

寸
四
分
と
に
致
し
厚
さ
も
壹
分
餘
有
之
右
を
各

三
十
八
枚
づ 

つ
製

し
法
の
如
く
綴

り

合
せ

蒸
溜
水
十
二
カ
ン
硫

酸

〇
・
七
、
 

五
硝
酸〇

•

四
〇
の
藥

水

に

浸

し

候

に

一
向
に
其

機
力
動
か 

ず
以
前
よ
り
致
所
持
候

二
寸
徑
の
圖
版
の
方
遙

か

に
其
ヵ
有 

之
候
此
度
の
大
い
な
る
方
其
力
を
生
じ
不
申
候

は

い
づ
れ
に 

も
誤
の
有
之
候
故
と
被

察

候

へ
ど
も
何
分
原
書
に
て
致
詮
鑿 

候
に
無
之

唯

人

の

口
上
に
て
致
し
候
事
故
に
其
間
に
間
違
候 

事
有
之

其
爲
に
用
立
不
申
候
事
と
は
存
候

へ
ど
も
其
誤
も
何 

分
相
分
り
不
申
依
之
何
分
に,
も
右
法
の
原
文
を
得
中
度
候

此 

義
御
苦
勞
之

段
は
近
頃
御
氣
の
毒
に
候
へ
ど
も
御
周
旋
被
下 

度

偏
に
冀
ひ
巾
候
杉

田
-

御
尋
ね
被
下
候

節

先
便
御
預
け
巾 

候

杏
膏
つ
ま
ら

ぬ
も
の
に
候
へ
ど
も
御
送
り
被
下
度
御
願
申 

候

常

の

ガ

ル

ハ

ーー柱
も
最
下
に
銅
板
を
置

き

次
fc
亞
鉛
を
置 

き
次
に
鹽

汁
に
浸
し
候
布
片
を
置
き
又
銅
を
重
ね
亞
鉛
を
積 

み
又
布
片
と
申
順
次
を
銅
亞
鉛
と
も
に
其
間
へ
鹽
汁
に
浸
し 

候
布
片
を

重
ね
傑

へ

ぼ
機
力
全
く
起
ら
ず

候

に

付
此
度
の
大 

板
の
半
面
を
瀝
靑
を
以
て
こ
れ.
を
塗
り
全
く
圓

柱
と
同
樣
に 

相
成
候
樣
致
し
試
み
候
事
も
候
へ
ど
も
夫
に
て
も
不
行
屆
殆

・ 

四
九
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史
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第
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ど
致
降
參
候
依
て
此
御
賴
に
及
び
候
夫
等
の
義
も
御
話
し
糙 

か
な
る
原
法
御
求
め
御
送
り
可
被/

千
萬
所
懇
御
座
候
近 

來
の
窮
理
書
中
に
も
有
之
べ
く
マ
ガ
ゼ
イ
ン
な
ど
の
內
に
も 

必
ず
ガ
ル
ハ
ニ
に
て
火
藥
を
燃
し
硫
黃
ホ
ス
ホ
ル
な
ど
に
火 

を
點
じ
候
法
可
有
之
候
其
法
明
か
に
候
へ
ば
地
雷
に
も
隨
分 

旋
こ
し
可
被
申
候
宜
し
く
杉
田
氏
へ
御
申
談
じ
可
被
下
候
法 

禁
の
係
る
所
是
よ
り
打
絕
疎
遠
に
候
其
段
も
可
撚
御
賴
候
此 

義

も

何

分

も

早

速

貴

答

被

下

度

致

企

望

候

以

上 

こ
れ
に
依
っ
て
そ
の
苦
心
の
樣
が
よ
く
窺
は
れ
る
。

ま
た
利
用 

厚
生
の
方
面
に
於
て
は
例
へ
ば
弘
化
元
年
藩
老
に
上
っ
た
「
沓
野 

地
方
に
於
け.
る
興
利
袪
弊
意
見
書
」

の

中

に

「
明

礬

之

巒

是

迄
 

燒
出
し
候
に
付
別
段
不
申
上
候
綠̂

氣

殊

の
外
多
く
候
間
此
所
に 

於
て
明
密
一
同
製
し
出
し
申
度
候
」
と

か

「
綠
礬
殊
外
滲
く
出
て 

可
申
に
付
此
油
を
製
し
江
戶
表
に
引
合
を
つ
け
差
送
り
申
度
候
此 

村
方
に
候
へ
ば
渎
薪
下
匠
に
付
此
油
を
製
し
候
に
尤
も
其
利
可
有 

之
候
」
と

か

「
灰
汁
鹽
之
事
」
と

し

て

「
是

迄

燒

養

も

の

大

木 

を
ば
枝
の
み
伐
取
・
リ
其
儘
打
倒
し
差
置
候
此
分
の
み
を
以
て
製
し 

候
て
も
多
量
製
し
出
し
可
申
ま
し
て
材
木
出
し
場
あ
し
き
處
に
て 

其
木
を
切
取
り
自
在
に
製
し
候
は
ば
其
利
廣
く
他
國
に
及
び
可
巾 

候

」
と

か

「
洗
、
湯
田
中
、
角
間
等
の
村
湯
治
人
入
込
多
分
の
節

,

〇

五
〇 

\
 

そ
の
屎
尿
を
以
多>

之
硝
石
作
り
込
申
度
事
」

と

か

石

墨

に

就
て

、
 

「
西
洋
製
石
筆
の
如
く
製
し
當
所
產
物

の

ー

に

仕

度

候

」

と
か
白 

根

山

硫

黃

を

「
御
城
下
へ
出
し
火
藥
御
用
之
餘

を

以
て
諸
方
賣
捌 

い
た
し
度
事
」

と
か
湯
田
中
村
結
遛
土
之
事
と
し
て

「
瀨
戶
物
之 

用
に
も
相
成
り
又
藥
用
に
も
相
成
申
候
」
と
か
山
田
山
ケ
イ
プ
ス 

之

事

と

し

て

「
石
膏
之
類
に
も
相
成
り
又
瀨
戶
物
の
上
藥
に
用
ひ 

•
申
候
」

と
か
書
い
て
ゐ
る
。

そ
の
實
際
的
な
こ
と
思
ふ
べ
き
で
あ 

る
。

(

一) 

宮
本
仲
氏
『
佐
久
間
象
山
』

ー
ー
四
頁
以
下
。 

嘉

永

五

年
(

一
八
五
三)

頃
ソ
ン
メ
ル
の
宇
宙
丸
日
を
得
て
耽
讀 

し
詩
十
首
を
作
っ
て
ゐ
る
。
姜

此

の

書

に

如

何

に

感

激

し

た

か 

が
知
ら
れ
る
。

ソ

ン

メ

ル 

の

宇

宙

書

と

はJ
・G
・Som

m
er"  

.
T
a
f

 ereel  v
a
n

 

h
e
f

 H
e
er

A
L

 

で
あ
ら
う
。

ま

た

ギ

ラ

ル

ヂ

ン 

の
舍
密
書
、

フ
ァ
ン
・
デ
ル•

ビ
ュ
ル
グ
の
理
科
書
を
手
に
入
れ 

る
苦
心
の
樣
な
ど
は
安
政
六
年
ハ
月
廿
二
日?
)

村
上
誠
之
烝
宛 

の
手
紙
、
同
九
月
四
日
同
人
宛
、
同
日
勝
麒
太
郞
宛
手
紙
、
同
十

(

五)

一
月
三
旧
同
人
宛
手
紙
等
に
依
っ
て
具
さ
に
窺
は
れ
る
の
で
あ
る 

が
冗
長
に
な
る
か
ら
引
用
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

(

一) 

全
集
、
卷
二
、
象
山
先
生
詩
鈔
、
ニ
ー
頁
。 

(

二
><
三X

四)
(

五)

全
集
、卷
五
、
一
四
〇
、
一
四
一
、
一
四
四
、
一
五
二
頁
。

i6o



安

政

五

年(

一
ハ
五
八)

七

月

一

日

山

寺

源

大

夫

宛

の

手

紙 

(

全
集
、
卷
五
、

六
五
頁)

・
に
は
人
造
磁
玦
な
る
も
の
を
作
っ
た 

こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

夜
前
の
風
烈
に
て
は
快
霽
に
も
可
相
成
と
存
じ
候
處
依
舊
鬱 

辱
差
困
り
候
天
氣
に
御
座
候
御
起
居
何
の.
御
碍
も
不
被
爲
入 

候

歟

然

ば

春

中

よ

り

企

て

居

り

候

人

造

穗

玦

幾2
卜 

漸
近
來
出
來
寄
に
相
成
候
て

r*J
下
輩
よ
り
內
獻
上
も
仕
候
と 

小

叢

不

取

敢

豈

枚

呈

覽

仕

傑

此

器

天

地

間

の

氣

に

至
て

感 

じ
易
き
も
の
故
に
地
宓
理
風
等
の
大
變
災
に
て
人
蓄
に
損
害 

・
を
成
し
候
は
む
時
節
に
は
其
僅
か
前
此
器
に
早
く
已
に
感
動 

候

哉

に

御

座

候

此

器

を

ば

人

の

觸

れ

ぬ

所

に

圖

、
 

の
如
く
線
に
か
け
下
に
百
目
ば
か
り
の
垂
り
を
つ
け

ia
き
候 

大
變
災
動
候
は
む
時
に
は
此
器
平
日
の
機
力
を
失
ひ
平
日
能 

く
保
ち
得
候
重
り
に
堪.
へ
得
ず
し
て
椎
子
地
に
墜
夫
を
合
圖 

忆
戶
外
へ
逃
れ
候
へ
ば
揚
壓
の
禍
を
受
け
不
申
と
中
事
に
御 

座
候
勿
論
變
災
經
過
候
へ
ば
機
か
再
び
故
に
復
し
能
く
其
稚 

に
堪
へ
候
頗
る
奇
器
に
御
座
候
尤
其
椎
子
〇・
墜
ち
候
は
大
變 

の
節
に
候
處
平
日
試
驗
候
に
地
宓
に
て
も
ゆ
り
候

0'
は
乍
少 

&

其
機
力
に
感
じ
候
て
聊
か
衰
へ
候
樣
被
存
候
私
方
に
て
は 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
岛)

昨

冬

來

相

掛

け

置

き

母

竝

に

蝶

兒

な

ど

折

々

椎

子

を

引

立

て

， 

見
候
て
今
日
は
常
よ
り
力
弱
り
候
へ
ば
地
震
に
て
も
無
之
候 

へ
ば
よ
ろ
し
な
ど
申
候
日
は
多
く
は
申
あ
て
候
其
時
日
移
り 

候
へ
ば
又
本
の
通
り
に
相
成
重
り
に
は
夜
分
耳
に
冏
え
候
樣 

・
 

鈴
を
つ
け
置
き
候
方
便
利
の
樣
御
座
候
是
等
の
用
方
を
も
刻 

し
候
て
箱
の
裏
に
貼
し
候
心
得
の
處
間
合
不
申
依
て
略
々
其 

次
第
を
申
上
候(

下
略)

尙
同
年
七
月
二
日
八
田
侦
藏

宛

の

手

紙(

同
卷
、

六
七
頁)
•

に
も 

同
樣
の
記
事
が
あ
る
。
文

中

に

「
私
方
に
て
は
咋
冬
來
相
掛
け
置 

き
」

と
あ
る
か
ら
恐
ら
く
安
政
四
年
に
作
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

(

一)
•

此
の
地
棗
豫
知
器
に
つ
い
て
は
『
江
戶
時
代
の
科
學
』
二
五'
亠
ハ
頁 

に
寫
眞
が
載
っ
て
ゐ
る
。

電
池
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
旣
に
記
し
た
が
、
電
氣
治
療 

器
と
し
て
感
應
コ
イ
ル
を
作
っ
で
ゐ
る
。
電
源
と
し
て
は
自
作
の 

電
池
を
用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。

一
次
線
の
1E
流
を
斷
續
さ
芒
る
方 

法
と
し
て
は
鋸
齒
狀
・
の
金
屬
棒
に
て
摩
る
方
法
を
用
ひ
て
ゐ
る
。 

此
の
裝
置
は
長
野
縣
松
代
國
民
學
校
其
他
に
現
存
し
て
ゐ
る
。

ま 

た
寫
眞
を
も
試
み
て
居
り
其
の
乾
板
も
現
存
し
て
ゐ
る
。

(

一)

『
江
戶
峙
代
の
科
學
』
二
五
九
頁
。

・
 

五
一



科

學

史

研

究
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• 

六

其

他

の

諸

硏

究

・
 

右
に
記
し
た
も
の
以
外
に
於
て
先
づ
擧
ぐ
べ
き
も
の
は
古
河
侯 

土
位
利
位
の
雪
の
結
晶
の
觀
察
で
あ
ら
う
。

土
井
侯
は
天
保
三
年 

2

ハ
三
二)

『
雪
華
圖
說
』(

刊
、

一)

を

著

は

し

次
で

同

十

年 

(

一
八
三
九)

に

は

『
績
雪
華
圖
說
』(

刊
、
­
)

を
著
は
し
た
。 

此
等
は
自
ら
觀
察
し
た
記
錄
で
あ
っ
て
貴
至
な
科
學
的
硏
究
と
い 

ふ
べ
き
で
あ
る
。
侯
の
臣
下
に
蘭
學
者
鹿
見
忠
常(

泉
石
と
號
す) 

が
ゐ
た
こ
と
は
侯
の
硏
究
を
輛
け
て
ゐ
る
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
 

何
れ
に
し
て
も
江
戶
時
代
の
本
邦
科
學
界
に
特
異
の
業
績
で
あ
る
。 

此
の
書
に
つ
い
て
は
旣

に
屢
ゝ
、
硏
究
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
詳
說 

す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

な̂

斥
に
記
せ
ば
越
後
の
人
鈴
木
牧
之 

は

天

保

六

年(

一
八
三
五)

に

『
北
越
雪
譜
』
初
篇
を
、
同
十
一 

年
(

一
八
四〇

)

に
同
ニ
篇
を
出
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
物
理
的
內
. 

容
は
乏
し
い
け
れ
ど
も
兎
に
角
雪
に
關
係
あ
る
あ
ら
ゆ
る
見
同
を 

書
き
記
し
た
も
の•

で
あ
り
、

科
學
的
態
度
を
看
取
す
る
こ
と
ゆ
で 

き
足A

下
野
の
黑
羽
侯
大
關
增
業
は
學
を
好
み
、
長
い
間
氣
象
の 

記
錄
を
な
し
、

又
星
時
計
を
考
案
し
た
と
い
は
れ
る
。
筆
者
は
著 

者

不

明

の

『
星
時
計
』

な
る
も
の
を
先
年
入
手
し
、

こ
れ
が
大
關 

の
考
案
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に

五
二 

檢
討
し
た
上
で
報
吿
す
る
積
り
で
あ
る
。

(
3

此
の
書
は
正
續
と
も
近
西
『
日
本
科
學
古
典
全
書
』
第
六
卷
に
收 

錄
さ
れ
た
。

(

二)

此
の
書
は
岩
波
文
曲
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
周
知
の
と
ほ
り
で 

あ
る
。

ま
た
今
考
へ
て
ゐ
る
期
間
に
闊
す
る
著
譯
書
と
し
て
は
杉
田
成 

卿

の

『
二
童
問
答
』
、
箕

作

阮

市

の

『
水
蒸
船
說
略
』
、

永
井
士
訓 

の

『
泰
西
三
才
正
蒙
』
、
宇

田

川

興

齋

の

『
地
靈
預
防
說
』
、
伊
藤 

愼

藏

の

『
關
風
新
話

』
、

大

島

圭

介

の

『
地
球
儀
用
法
』
、
大
庭
雪 

齋

の

『
民
間
格
致

問
答
』
、
廣
川
晴
軒

の

『
ヨ
元

』
等
が
あ 

る
。
最
後
の
も
の
は
自
說
を
述
べ
て
ゐ
る̂

に
於
て
注
目
す
べ
き 

も
の
で
あ
ら
う
。
右
の
書
名
は
年
代
順
に
抄

し

た

の

で
あ
る
が
、
 

以
下
に
於
て
は
興
味
あ
る
も
の
か
ら
略
記
す
る
。

廣

川

哺

軒

の

『
三
元
素
略
說
』:

慶

應

元

年(

一
八
亠
ハ
五)

越
後
の
人

廣

川

喈

軒

の

『
三
元
素
略 

・說
』(

刊

、

一)

な

る

小

册

子

が

出

送

る

。
晴
軒
は
號
で
、
名
は 

魯
、
通
稱
は
德

三
郞

、
越
後
小
千
谷
の
人
で
fe
る
。
安
政
六
年
齡 

五
十
七
を
以
て
江
戶
に

出

て

箕

作

阮

甫

の

門

に

入

り

天

文•

地 

理

・

舍

密•

窮

理

の

學
を
修
め
た
。
歸

鄕

し
て
か
ら
閉

居

し
て
著 

述
に
沒
頭
し
此
の
書
を
成
し
た
。
明
治
三
年
を
以
て
西
曆

に

倣

ひ

162



太
陽
曆
に
改
め
る
こ
と
を
衆
議
院
に
建
議
し
た
が
ー，一
年
後
に
採
用 

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
七
年
一
月
歿
す
、
年
ハ
十
二
、
 

大
正
十
三
年
コ
月
從
五
位
を
贈
ら
れ
た
。

此
の
書

の

初

め

に

著

者

は

「
西
人
之
說
レ
理
驗
レ
物
、
有
二
次
序

一  

而
丁
寧
精
密
、

就
レ
中
檢
一
出
越
素
於
幽®

—'*
其

試

驗

高

巧
、

可
レ 

謂
至
矣
、
盡
矣
、

而
至
一
ー于
三
元

素

區

別

へ

則

與-
一
副
意~

大
有
二 

is
底i

不"

知
余
之
見
不"

足
乎
、
抑

彼

實

未"

悟

ニ
其
爲
一
ニ
乎
、
 

攀
S

俯
-&

临

是
予
之
所
二
大
惑

一
也
、
故
叙
ニ
其
所
ジ
思
、

而
所 

レ
希
ニ
同
臭
士
之

也,
一
と
言
っ
て
ゐ
る
。
卽

ち

西

洋

人

の

理 

論
や
實
驗
は
順
序
が
あ
り
精
密
に
し
て
越
素
を
檢
出
す
る
試
驗
の 

如
き
は
至
れ
り
盡

せ
り
と
謂

ふ.
へ
き
で
あ
る
が
、

三
元
素
の
區
別 

に
到

っ
て
は
自
ら
の
見
る
所
と
は
異
っ
て
ゐ
る̂

S

っ
て
ゐ
る
。 

次
に
「
西
人
之
說
三
兀
素
一
也
、
五
十
有
餘

、
其
說
精
微
可
レ
謂
い
至
矣
、
 

而
別
一ー溫•

光•

越
素
一
而
爲
二・.
三
元
素
一<

恐
非
ニ
定
論
一
也
、
余
自 

不
舖

载
謂
、

別

為

ニ

ー
者
、
其
實
全
ー
也
、
惟
学

其
處

一異

”名
耳,
 

靜
之
謂
二
港
溫

—■»
動
之
謂
二
顯
溫f

見

”
形
之
謂
”
火
、
飛
射
之
謂
二
光 

線i

機
能
視
象
之

謂-
一
越
歷
一
也
」

と
言

っ
て

ゐ
る
。
卽
ち
西
洋
に 

ー
五
十
有
餘
の
元
素
を
說
く
こ
と
稱

微

で
あ
る
が
、
溫

素
•

光

素

・
 

越
素
を
三
元
素
と
す
る
の
は
恐
ら
く
定
論
で
は
あ
る
ま
い
と
い
ふ
。 

『
舍
密
開
宗
』
等
に
於
て

も
こ

れ
ら

の
も

の
は

物
質
の
元
素
と

同
・
 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
岛)

じ
ゃ
う
に
元
素
と
し
て
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
中
か 

ら
此
の
三
者
を
取
上
げ
て
他
の
元
素
と
異
る
も
の
な
る
こ
と
を
指 

摘
し
た
の
は
卓
見
と

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
著
者
が
此
の
說
を
為
し 

た
頃
に
は
西
洋
に
於
て
は
も
は
や
斯
様
に
考
へ
て
ゐ
た
の
で
は
な 

い
が
、
著
者
が

西
洋
說
を
知
る
據
り
所
と
し
た
資
料
が
古
い
も
の 

で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
れ
は
已
む
を
得
な
い
。

次
に
此
の
三
者
が
同 

ー
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
卽
ち
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ 

1

一

元

論

の

如

き

も

の

で

あ

る

。
蟹
者
は
屢

、、

『
氣
海
觀
瀾
廣 

義
』

を
引
用
し
て
ゐ
る
か
ら
主
と
し
て
此
の
丸
口
に
依
っ
て
西
洋
窮 

理
說
を
學
ん
だ
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

例

へ

ば

「
廣

義

日
、
 

分
二
析

越

素

—'*
而
不
レ
能
レ
分
者
、
猶

■&•
與

光

会

々

」
と

い

ふ
引
用 

を
な
し
、

こ
れ
に
對

し
比

「
余
日
溫
光
越
蜃\

・
・
皆
一
、

而
空

體
、
 

非
二
氣
狀
體
—'*
何
得
二
分
而

出

皂

哉

、

云
々
」
と
論
じ
て
ゐ
る
類
で 

あ
る
。 

• 

尙

『
新
撰
洋

學
年
表J

T

に
よ
る
と
此
の
ほ
か
に
『
舍
密

一
家
言
』 

な
る
著
述
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、,

筆

者

は

こ
れ
に
つ
い. 

て
は
未
だ
知
る
こ
と
を
得
な
い
。

杉

田

成

卿

の

『
二
童
問
答
』

天

保

十

四

年.
(

一
ハ
四
三)

杉
田
成

卿

に

『
二
童
問
答
』

の
譯 

が
あ
る
。

此
の
譯

稿
に
つ
い
て
は
筆
者
は
大
槻
家
に
傅
へ
ら
れ
る

五
三

“3
ノ ・ t

•….一，ゝ\..…一……一.... •
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史
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五
四

も
の
以
外
の
傳
本
を
未
だ
見
て
ゐ
な
い
が
、

そ

れ

に

よ

る

と

『
二 

龙
問

答

下

編

譯

稿

蠶

聲

雌

』

と
題
さ
れ
て
居
り
、

そ

の
內
容 

は
次
の
如
も
き
の
で
あ
る
。

師
今
此
に

氣

中

に

擲

く

る

所

の

物

琳

其
運

動

如

何
を

論
せ 

ん
扁
痴
汝
曾
て
卓
子
上
よ
り
球
を
滾
下
す
る
を
見
た
り
や

扁
痴 

諾

、•

球

卓

子

を

離

る

れ

ば

地

に

賀

の

み

師

然
リ

但

し

球

落

る

と

雖

も

卽
ち

直
ち

に

落
ち

ず

其

行

道

W

曲
を
な
す
べ
し

卽
ち
車
子
上
よ
り
落
下
し
二

5¢
を
し
て
之
を
見
せ
し
む

楊
智 

然

り

く

球W

曲
し
て
落
っ

師

是

れ

蓋

し

理

の

當

然

な

り

其

故

は

球

卓

を

離％

れ
ば
二 

力
に
由
て
動
か
さ
る
れ
ば
な
り
卽
ち
第
十
二
圖
の
如
し 

此
處
に
拋
射
體
の
運
動
を
示
す
圖
が
描
い
て
あ
る
。

此
の
や
う 

な
も

の
が

半
紙
に
五
枚
ば
か
り
で

終
に
「
天
保
癸
卯̂•

十
一
月
晦 

梅
黑
樵
人
信
譯

呈
瑪
峰
家
眞
人
道
案
」

と
あ
る
に
依.
っ
て
天
保+
 

四
年
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く 

一
部
分
で
あ
っ
て 

更
に
他
の
部
分
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
例
へ
ば 

和
蘭
人
ヒ
ス
セ
ル
が
蘭
館
に
勤
務
中
わ
が
國
の
風
習
を
見
閒
し
て

書

い

た

『
日
本
風
俗
備
考
』
卷

七
(

杉

田

成

卿•

箕
作
阮
甫
等
譯) 

に

「
日
本
人
西
洋
の
學
を
爲
す
勤
苦
は
自
國
の
學.
よ
り
も
た
や
す
・ 

し
、
故
に
西
洋
の
書
を
讀
む
は
彼
に
於
て
難
き
こ
と
に
あ
ら
ざ
る

べ
し
、
其
大
都
江
戶
の
地
に
は
幾
多
の
洋
學
者
あ
り
て
オ
ラ
ン
ダ 

4 

語
に
通
じ
、
常
に
オ
ラ
ン
ダ
の
書
を
讀
む
を
・
業
と
な
し
、
殊

に
內 

I 

科
翳
術
、
分
析
學
、

星
學
、

六
合
窮
理
の
學
及
藥
材
の
學
は
冀
放
、
 

も
嗜
み
て
講
究
す
る
所
に
し
て
ブ
ー
ル
ハ
ー

へ
、

ケ
ス
セ
ル
、
プ 

レ
ン
キ
の
著
せ
る
歸
書
バ
タ1

フ
セ
の
ア
ポ
テ
ー
キ
、

シ

ョ

メ

ー
, 

ル
が
保
生
齊
家
の
耍
件
を
記
し
た
る
字
書
、

ボ
イ
ス
の
著
せ
る
二 

童
問
答
の
究
理
說
は
、
彼
土
の
人
其
全
部
を
譯
し
、
或
は
其•

一
半 

を
抄
譯
し
た
る
を
以
て
余
が
言
の
謎
妄
な
ら
ざ
る
を
證
す
べ
し
」• 

と
あ
る
に
依
っ
て
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
の
飜
譯
の 

原
本
は 

J
o
h
a
n
n
e
s

 

B
u
i

 j
s

 
“
 
N
a

s-ur
片un

d
i
g

 

s
c

tt-o
o
l
b
o
e
k

で
あ
る
。
此
の
書
は
先
生
が 

J
a
h
n
f
j
e

とH

 ei
s-jQ 

な
る
二
人
の
兒
童
に
敎
へ
る
問
題
を
以
て
書
い
た
も
の
で
、
各
の 

.
譯
文
に
見
ら
れ
る
楊
智
と
扁
痴
は
二
童
の
名
で
あ
っ
て
譯
書
の
名 

も
こ
れ
よ
り
來
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
譯
者
杉
・
田
成
卿
は
杉
田
立
卿 

の
子
で
あ
り
、
杉
田
玄
白
の
孫
で
あ
る
。
著

譯

書

に

は

『
砲
術
訓 

蒙
』
、
『
萬
寳
玉
手
箱
』
、
『
濟
生
三
方
』
、
『
醫
戒
』
、
帚

生

備

考

』
、
 

『
治
痘
要
訣
』
、
『
遠
西
武
器
圖
略
』(

閱
)

、

『
遠
西
度
秤
蚤
考
』(

山 

路
諧
考
と

共
著)

等
が
あ
る
。

箕

作

阮

甫

の

『
水
蒸
船
說
略
』 

嘉

永

二

年
(

一
ハ
四
九)

箕

作

阮

甫

に

『
水
蒸
船
說
略
』(

寫
本
、



六
卷)

の
譯
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
薩
摩
の
島
津
齊
彬
公
が
阮
甫
を 

し
て
舶
用
蒸
氣
機
關
に
關
す
る
西
洋
書
を
飜
譯
せ
じ
め
た
も
の
で 

あ
る
。
薩
摩
藩
で
は
早
く
造
船
事
業
を
起
し
、

蒸
氣
船
の
建
造
を 

も
企
て
た
の
で
あ
る
が
其
の
製
法
に
暗
く
、

た
め
に
蘭
學
者
を
し 

て
西
洋
書
を
し
ら
べ
さ
せ
た
。

緖
方
洪
庵
・
杉
田
成
卿
等
に
も
蒸 

氣

船

に

關
す

る

文

獻

を

譯

さ

せ

た

。
『
水
蒸
船
說
略
』

は
五
卷
及 

び
附
圖
一
卷
上
り
成
り
、
序
文
に
嘉
永
二
年
九
月
二
十
一
日
の
日 

附
が
あ
る
。

此
の
日
譯
成
っ
て
呈
上
し
た
の
で
あ
屁
つ
。

序
文
の 

中
に
次
の
や
う
に
記
し
て
あ
る
。 

・

蜃
城
世
子
識
度!W

遠
愛
オ
尤
覃
思
洋
說
前
者
購

其

一
千
ハ
百 

三
十
七
年
所
刊
和
蘭
傑
伊
歇
耳
草
水
蒸
機
盤
精
說
六
卷
圖
二 

卷
不
以
儒
惫
鈍
忝
賜
借
觀
於
是
前
立
所
渴
望
而
爲
不
可
得
者 

今
則
秩
然
具

呈
心
目
間
殆
如
躬
涉
其
地
親
視
幷
物
乃
抄
其
事 

之
關
水
蒸
船
者
飜
成
水
蒸
船
說
略

六

卷

云&
 

卽
ち
ー
八
三
七
年
刊
の
オ
ラ
ン.
夕
の
傑
伊
歇
耳
班
の
書
を
譯
し
た 

も
の
で
あ
る
。

'

二
)

鹿
兒
島
市
編
『
蘇
藩
の
文
化
』(

昭
和
十
一
年)

二
四
五
頁­

ま
た 

岛
津
家
に
は
現
に
蒸
氣
船
に
關
す
る
種
々
の
譯
稿
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
ー 

蒸
氣
機
器
圖
說
、
舶
用
蒸
氣
機
器
諸
部
比
較
表
、
蒸
氣
解
、
蒸
氣
機
な 

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
何
れ
も
課
者
名
は
記
し
て
な
い
。

, 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
・
品)

伊

藤

愼

藏

の

『
腿
風
新
話
』 

安

政

四

年
(

一
ハ
五
七)

伊

藏

愼

藏

の

『
腿
風
新
話
』(

刊
、
二)

，
 

な
る
譯
書
が
あ
る
。
伊
藤
愼
藏
、
名
は

愼
、

又
愼
藏
、
字
は
君
獨
、 

號
を
長
洋
と
い
っ
た
。
長
州
萩
の
人
で
あ
る
。

緖

方

洪

庵

に

つ

い

・
 

て
蘭
學
を
學
ん
だ
。
安
政
二
年
大
野
藩
蘭
學
敎
授
に
聘
せ
ら
れ
た
。 

著
譯
書
忙

は

此

〇,
ほ

か

『
築
城
全
書
』
、

『
筆
算
提
耍
』
等
が
あ
るa 

後
に
開
成
所
敎
授
に
な
っ
た,

-

さ
て
此
の
書
は
緖
方
洪
庵
が
校
閱
し
て
居
り
序
ま
も
書
い
て
ゐ 

る
。

ま
た
杉
田
成
卿
も
序
文
を
書
い
て
ゐ
る
。

凡
例
の
初
め
に
欢 

の
や
う
に
記
し
て
あ
る
。

原

書

は

「
ゲ
ス
ブ
レ
ッ
ケ
ン
、
ヲ
ー
フ
ル
、
ヲ
ル
カ
ー
ネ
ン
」 

と
名
付
け
、
・「
ヘ
ン
レ
イ
、

ピ
ッ
ヂ
ン
グ
ト
ン
」
む

「
カ
ル 

キ
ュ
ッ
タ
」
紀

黔

数

一

琏

に

き

て

、

英
吉
利
私 

語
を
も
っ
て
著
は
し
、
紀
元
千
八
百
五
十
三
年
和
蘭
に
お
め 

て

「
ス
、
・
ハ
ン
、
デ
ル
デ
ン
」
影 

の
譯
す
る
所
に
し
て
、
玆 

に
重
譯
し
て
腿
風
新
話
ど
題
す
。

其

の
內
容

は

正

兵

衞(

此
節
休
息
の
船
乘
頭)

、
橫

ハ(

老
年
の 

船

頭)

、
梶

助
(

以
前
は
棹
子
に
し
て
此
節
船
頭
と
な
る
者)

、

五
，
 

郞

吉
(

正
兵
衞
の
甥
に
し
て
船
頭
梶
助
付
の
第
三
番
棹
子)

な
る
ー 

人
物
の
針
話
を
以
て
航
海
に
必
要
な
大
風
の
知
識
を
授
け
た
も
の

・
五
五•
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科

學

史

硏

究 

弟

ハ

號 

.
で
あ
る
。
對

話

は

ハ
囘
か
ら
成
り
、

第

一

囘
は

「
大
較

を
論
ず
」
、
 

第

二

囘

は

「
名
義
を
詳
に
す
」•

第

三

囘

は

「
ヲ

ル

カ

ー

ン

を

製 

す
る
の
法
及
び
角
葉

の

用

法

を

論
ず
」
、

第
四
囘

は

「
角
葉
の
用 

法
の
餘
論
を
示
す
」
、

第
五
囘

は

「
シ
ク
ロ
ネ
ク
ー
ル
ス
の
測
法 

を
論
ず
」
、

第

六

囘

は

「
ベ
イ
ダ
ラ
ー
イ
エ
ン
の
規
則
を
論
ず
」
、
 

第
七
囘

は

「
レ
ン
セ
ン
、

ベ
ー
ダ
ラI
イ
エ
ン
—

シ
クn
ネ
走
り 

し
波
濤
を
論
ず
」
、

第
八
囘

は

「
確
證
を
示
す
、

附

卒

語
」

と
な 

っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
本
邦
に
於
て
刊
行
さ
れ
た
西
洋
系
統
の
氣
象 

學
者
と
し
て
早
い
方
に
屬
す
る
。

此
の
書
の
原
本
は
筆
者
は
未
見 

で
あ
る
。

ま
た
此
の
飜
譯
は
明
治
五
年
西
江
舍
主
人
譯

『
航
海
夜 

話
』(

刊
、

四)

と
改
題
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
由
で
あ
る
。

(

一) 

荒
川
秀
俊
氏

『
日
本
氣
象
學
史
』

一
三
九
頁
に
よ
れ
ば
イ
ギ
リX 

語
の
原
本
は H

e
n
r
y

 p
i
d
d
i
n
g
o
n
"

 

T
h
e

 s
a
i
l
o
r
m
1
,
1
0r
n
’B
o
o
k

 

f
o
r  6

h
e

 L
a
w
s

 

o
f
・

 S
t
o
r
m
s

 

の
由
で
お
る
。

(

二) 

石

橋.m
吉

氏

『
若
越
新
文
化
史
』•(

昭
和
十
三
年)

一
四
七
頁
。 

『
泰

西

三
才
正
蒙
』
、
『
地
宓
預
防
說
』
、

『
地
球
儀
用
法
』
、
『
民
間
格
致
問
答
』
「 

嘉

永

三

年
(

一
八
五
〇)

筑
前
の
人
永
井
士
訓

は

『
泰

西

三
才 

/

正
蒙
』(

刊
、

ーーこ

を
<

は
し
たQ

卷

一

は
天
體
に
關
す
る
も
の
、
 

卷

ニ
は
地
に
關
す
る
も
の
、
卷
三
は
世
界
各
國
の
人
物
志
で
あ
り
、

五
六 

大
體
に
於
て
天
文
地
理
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

卷
二
の
地
の 

6 

部

に

は

大

地
•

氣
類

・
水
源•

海
•

火

山
••

地

震
•

山

脈
•

氷

・
 

以
•

沙
漠
・
風
・
島
嶼
等
の
項
目
が
あ
り
、

卷
ー
の
天
の
部
と
共 

に.
多
少
物
理
學
的
の
記
載
を
見
る
。
然
し
餘
、り
深
い
も
の•
で

は

な
­

い
。安

政

三

年
(

一
ハ
五
六)

宇

FFI
川
興
齋

は

『
地
脸
預
防
說
』(

刊

、
 

一)

を
出
し
た
。
「
此
書
は
瀛.
往
年
台
命

を

奉
じ
て
千
八
百
四
十 

四

年

刻

「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ツ
セ•

マ
ガ
セ
イ
ン
中
よ
り
鈔
譯

せ
る 

者
な
り
」

と
あ
る
に
據
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
雜
誌
か
ら
譯
出
し
た
も 

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
と-
Ivr
祈
命
に
依
っ
て
譯

し
た
も
の 

で
あ
る
が
、
安
政
の
大
地
震
の
あ
と
で
地
震
は
一
般
の
關
心
事
で 

あ
っ
た
か
ら
刊
行
し
た
の
で
あ
ら
う
。

ま
た
序
に
記
せ
ば
宇
田
川 

興
齋.
に
は
安

政

七

年
(

一
八
六
〇)

『
寓

寳
新
書
』(

刊
、

一)

と 

い
ふ
書
が
あ
る
。
內
容
は
例
へ
ば
果

物
を

久

しV

蓄
へ
る
法
と
か
、
 

水
を
濾
す
法
と
か
い
ふ
事
を
・

l-a'
い
た
も
の
で
あ\
る
が
、

風
雨
鉞
の 

事
な
ど
も
あ
る
。

さ
き

に

杉

田

成

卿

の

著

し

た

『
萬
寶
玉
手
箱
』 

(

書
名
の
み
旣
記)

に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
序
文
を
見
る
と
「
原

', 

本
係
荷
蘭

俺
特
旦
府
雕
鐫
名
日
悉
葛

篇

加

謨
爾
蓋
寶
画
之
義
也
其 

所
載
諸
般
術
藝
鉄
作
方
法
以
至
近
時
所

發
明
之
事
件
簡
明
的
切
頗

・
 

爲
有
益
之
書
云
々
」

と
あ
る
。 

・



安

政

四

年(

一
八
五
七)

大
鳥
圭

介

は

『
地
球
儀
用
法
』(

寫
、
 

二)

を
譯
し
た
。

大
鳥
圭
介
は
緖
方
洪
庵.
の
門
に
入
り
蘭
學
を
修 

め
た
。
題
言
に
安
政
四
年
丁
巳
夏
暑
月
大
鳥
圭
介
識
干
江
冃
芝
濱 

之
稠
囱
下
と
あ
る
。

凡
例
に
は 

・

原
書
ハ
西
洋
紀
元
千
八
百
二
十
六
年

荷
蘭

國

ト
ル
レ
ク
ト
府 

學
校
敎

頭

シ

ー

テ
リ
ッ
キ
ゲ
ー
ル
フ.
ト
ド
氏
ノ
所
著

述

ニ
シ 

テ
今
予
力
飜

譯

セ
シ
ハ
蓋
其

第
二
版
二
係
ル 

原
書
ノ
卷

首

一
-

題

シ

テ

日

「
オ
ン

デ
ル
ウ

ェ
ー

ス
、•

イ
ン
デ 

ベ 

ハ
ン
デ
リ
ン
グ
、

デ
ル
、

ア
ー

ル
ド
ゴ
ロ
ベ
」
卽
地
球
儀 

-

用
法
指

南

ノ
義

ナ
リ
今
原
義
ー
ー
依
リ
題

シ
テ
地
球
儀
用
法
ド 

ス
云
 々

• 

- 

' 
• 

と
あ
る
。

文

久

二

年(

一
八
六
二)

大
庭
雪

齋

譯

『
民
間
格
致
問
答
』(

刊\ 

六)

が
あ
る
。

こ

れ

は

『
理
學
訓
蒙
』

と
題
し
て
飜
刻
も
行
は
れ 

て
ゐ
る 
J

・Buijs  " voks’Na

s-urkunde

を
譯
し
た
も
の
で 

あ
る
。
大
庭

雪

齋

は

シ
ー
ボ
ル
ト
に
舉

び
佐
賀
の
鍋
島
閑
叟
公
に 

用
ひ
ら
れ
藩
士
に
蘭
學
を
講
じ
た
人
で
あ
る
。

-

七

舍

密

の

硏

究

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
一
立(

二)
(

矢
岛)

以
上
は
窮
理
學
に
つ
い
て
考
察
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、

次
に 

そ
の
姉
妹
科
學
た
る
舍
密
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

我
國
に
於
て
早 

く
命
密
を
唱
へ
た
の
は
旣
に
緖
言
に
於
て
記
し
た
や
う
に
宇
田
川 

榕
菴
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、
近
代
の
意
味
に
於
け
る
化
學
を
早
く 

硏
究
し
た
の
は
そ
れ
よ0

も
少
し
古
く
高
野
長
英
あ
た
り
か
ら
で 

は
な
い
か
と
思
ふ
。
も
ち
ろ
ん
火
藥
の
硏
究
と
か
藥
物
學
の
硏
究 

等
は
更
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
は
今
は
問
題
外 

と
す
る
。
高

野

長

英

に
は

文

政

九

年

の

頃(

一
ハ
二
六
頃)

『
シ
ケ 

イ
キ
ュ
ン
デ
課
名
分
離
術
』

は
題
す
る
飜
譯
が
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、 

な
ほ
此
の
ほ
か
に
も
此
の
方
面
の
仕
事
が
あ
っ
た
。
長
英
は
舍
密 

と
い
ふ
言
葉
は
用
ひ
て
ゐ
な
い
が
、

い
は
ゆ
る
シ
ケ
イ
キ
ュ
ン
デ 

を
謂
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
長
英
の
此
の
方
面
の
業
績
は
今 

日
傳
は
っ
て
ゐ
な
い
の
で
具
體
的
に
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で 

あ
る
。
今
日
殘
っ
て
ゐ
る
化
學
の
最
初
の
纏
ま
っ
た
著
述
は
宇
田 

川

榕

推

の

『
舍
密
開
宗
』

で
あ
る
。

(

一)
•

拙

稿

「高
野
長
英
の
理
化
學
の
硏
究
」
、
改
造
、
昭
和
十
六
年
七
月
。 

宇

田

川

榕

徙

の

『
舍
密
開
宗
』 

ー
 

宇
田
川
榕
祂
(

一
七
九
八
— 

一
八
六
四)

、
名

は

榕

、
榕
祂
は
そ 

の
號
で
あ
る
。

需
に
し
て
又
植
物
學
者
で
も
あ
る
。
大
垣
藩
の
醫
，
 

江
澤
養
樹
の
子
で
あ
る
。
宇
田
川
榛
齋
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
蘭

五
七
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科

學

史

硏

究
 

館

ハ

號 

學
を
馬
場
跛
里
に
學
ん
だ
。
文
B:'
五

年

『
菩
多
尼
謁
經
』

を
刊
行 

し
植
物
學
の
槪
略
を
示
し
、
更
に
天
保
四
年•

『
植
學
啓
原
』

を
著 

は
し
た
。
後
者
は
我
國
に
於
け
、る

最

初

の

科

學

的

植

物

馨

で

あ 

り
、
『
舍
密
開
宗
』

と
共
に
半
生
の
努
力
を
傾
注
し
た
力
作
で
あ 

る
。
ま

た

養

父

榛

齋

の

『
遠
西
醫
方
名
物
考
』

や

『
和
蘭
藥
鏡
』 

の
校
補
を
も
な
し
て
ゐ
る
。

此
等
の
中
に
は
化
學
に
關
係
す
る
事 

が
多
く
あ
る
。
今
は
そ
の
問
題
に
は
觸
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
れ 

.
ら

の

仕

事

が

の

ち

に

『
舍
密
開
宗
』
を
成
す
一
つ
の
土
臺
に
な
っ 

て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

『
舍
密
開
宗
』

は
自

序

及

び

箕

作

傍

序

文

は

天

保

七

年

で

あ

る 

が
戶
塚
靜
海
の
序
文
は
天
保
ハ
年
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
初
篇
は
天 

保

ハ

年
(

一
八
三
七)

に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
內
篇

十
八 

卷
二
百
九
十
五
章
、.
外
篇
三
卷
三
十
六
章
餘
。
最
終
卷
の
出
た
の 

は

弘

化

四

年(

一
ハ
四
七)

で
あ
り
前
後
十
年
を
要
し
た
大
著
で 

あ
る
。
先
づ
そ
の
自
序
に
於
て
次
の
や
う
に
址
日
い
て
ゐ
る
。 

舍
密
加
ハ
學
壤
寬
廣
ニ
シ
テ
衆
藝
ヲ
管
轄
シ
疆
ヲ
費
西
加
艇 

二
接
シ
テ
別
二
自
ラ
封
域
ヲ
建
ッ
。
凡
ソ
有
形
ノ
物
ハ
費
西 

家
目
力,
ヲ
盡

シ
テ
外
貌
ヲ
觀
察
シ
造
化
ノ
機
則
ヲ
推
ス
其
杳 

忽
微
眇
ニ
シ
テ
目
親
ル
ベ
カ
ラ
ズ
機
測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ー
ー
及 

デ
舍
密
家
乃
チ
之
ヲ
亳
分
證
析
シ
成
分
ノ
性
質
ニ
洞
徹
シ
テ

' 

五
八 

其
多
少
幾
何
ヲ
比
例
シ
親
和
ノ
カ
德
ヲ
蹤
跡
シ
テ
其
離
合
進 

退

ノ

旨

趣

ヲ

講

明

ス
蓋
シ
合
法
一ー賴
レ
ハ.
則
從
歪

エ

ノ

造
 

リ
得
ザ
ル
物
ヲ
造
化
シ
出
シ
離
法
ヲ
用

フ
レ
ハ
則
未
ダ
曾
テ 

天
然
二
特
生
ス
ル
コ
ト
ナ
キ,
物
ヲ
生
下
シ
殆
ド
造
化
ノ
妙
巧 

ヲ
奪
ヒ
天
地
ノ
靈
機
二
參
ル
ニ
庶
幾
シ
故
一
一
我
ガ
醫
術
製
藥 

ノ
法
モ.
亦
大
都
此
學
壤
ノ
版
圖
一
ー
歸
セ
ザ
ル
八
莫
シ 

舍
密
ノ 

ー
大
科
。
，分

テ

ハ

門

ト

ス

一

日

理

科

舍

密

.0
二
日
氣 

域
舍
密
。

三
日
植
物
舍
密
。

四
日
動
物
舍
密
。

五
日
山
物
舍 

密

。

六
日
翳
學
舍
密
。
七
日
百
工
舍
密
。

ハ
日
厚
生
舍
密
。 

是
ナ
リ

卽
ち
先
づ
化
學
の
意
味
を
述
べ
て
セ
ー

ミ
は
ヒ
シ
カ
に
境
を
接 

し
別
に
そ
の
領
域
を
持
っ
て
ゐ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。
有
形
の
物
は 

窮
理
家
が
目
力
を
盡
し
て
外
貌
を
觀
察
し
造
化
の
機
能
法
則
を
推 

察
す
る
が
、

眼
に
見
え
ず
機
能
の
分
ら
な
い
も
の
に
な
れ
ば
舍
密 

家
が
分
析
し
て
成
分
の
性
質
を
明
か
に
し
量
的
關
係
を
求
め
親
和 

力
を
追
跡
し
て
離
合
進
退
の
趣
を
明
か
に
す
る
と

W'
っ
て
ゐ
る
。 

こ
れ
は
化
學
の
性
格
を
よ
く
把
握
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
ふ.
へ
き
で 

あ
る
。
離
合
の
法
則
を
明
か
に
し
て
合
法
に
依
れ
ば
從
來
造
り
得 

な
か
っ
た
も
の
を
造
り
出
し
、

離
法
に
依
れ
ば
天
然
に
夫
自
體
と 

し
て
存
し
な
い
も
の
を.
生
ず
る
こ
と
が
出
來
て
、

造
化
の
妙
巧
を
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奪

ひ
天
地
の!

.
k

參

復

る

に
ち
か
し
と
述
べ
、
故
に
歸
術

製

筆
 

の
法
も
お
ほ
む

ね

JIL
の
學
の
領
域
に
歸
せ
ざ
る
は
な
し
と
結
ん
で
・ 

ゐ
る
。
卽
ち
化
学
ゐ
本
質
を
述
べ
て
其
の
應
用
に
ま
で
及
ん
で
ゐ 

る
の
で
あ
る?

匚
丘

は

舍
密
を
更
に
ハ
大
部
鬥
に
分
け
て
ゐ
る
の 

を
見
れ
ば
ー
卿

注
-

〇
き
り
す
る
。
本
邦
の
近
代
の
化
學
は
此
の
・
立 

言
に
依
っ
て
舉
と
一

て
確
立
さ
れ
た
と
言.
っ
て
よ
い
。

1
 

次
に
は
此
の
労
の
發
達
史
を
槪
說
し

て

元

素

に

及

び

「
今

日

ーー
 

至
テ
純
乎
タ
ル
花
来
其
敷

凡
五
十
餘
種
一.
及
ブ
」

と
言
っ
て
列
擧 

し
て
ゐ
る
も
の佟

?
-

の
通
り
で
あ
る
。
西
洋
名
は
例
へ
ば
伊
阿E

Z

 

母
の
如
く 

一
み
伙
字
を
宛
て
更
に
假
名
を
つ
け
て
ゐ
る
が
、

以
下 

に
は
假
名
書
の
み
を
記
す
。
假

名

4'r
は
原
本
の
儘
を
記
し
、
括
弧 

內
は
筆
者
の
註
で
翕
る
。

傍
點
を
施
し
た
も
の
に•

つ
い
て
は
後
に 

述
べ
る
。

ィ
ヲ
ヂ

・
}
>

ム;

イ
ト
リ
ウ
ム
、

イ
リ
ヂ
ウ
ム
、

バ
リ
ウ
ム
、
 

パ
ル
ラ
至7

厶
、

ニ
ッ
コ
リ
ュ
ム(

ニ
ッ
ケ
ル)

、

ニ
ッ
ト
リ 

キ

ュ

ム

ホ

ト

ゲ

ー

ー

ウ

ム
(

光

素)

、

ボ
リ
ウ
ム
、

ホ
ス
，
 

ホ
ー
リ
ュ̂

"

ト
リ
ウ
ム
、

チ
タ
ン
ー
ー
ウ
ム
、

リ
チ
ウ
ム
、
 

ヲ
スミ

!
!

ム"

オ

キ
セ
イ
ゲ
ー
ー
ウ
ム(

酸

素)

、

カ
ロ
リ
キ
ュ 

ム(

梟

ニ 

カ
ル
ボ
ニ
キ
ュ
ム(

炭

素)

、

カ
リ
ウ
ム
、

カ
ル 

キ
ウ

ム
、

ド
ミ
ウ
ム
、
タ
ン
タ
リ
ュ
ム
、

ソ
ウ
ヂ
ウ
ム
、
 

・

邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)

矣

岛)

ウ
ラ
ー
ー
ウ
ム
、

ウ
ヲ
ル
フ
ラ
ミ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

マゝ 

ン
ガ
ニ
ウ
ム
、

ゲ
リ
ュ
シ
ニ
ュ
ム
、

ブ
ロ
ミ
ウ
ム
、
プ
ラ
チ 

ニ

ュ

ム

ヽ

フ

.-3-
ル
リ
ウ
ム(

鐵
)

、

ブ

/,9

ユ
ム.
ヒ
ュ
ム(

鉛)

、
 

フ
リ
ュ
ヲ
リ
ネ(

非
素)

、

コ
バ
ル
テ
ユ
ム
、

コ
リ
ュ
ム
ビ
ウ 

ム
、

エ
レ
キ
ト.
リ
カ(

越
列
機
素)

、

テ
ル
リ
ュ
リ
ウ
ム
、

ア 

・

ソ
ー

—
チ
キ
ュ(

窒
素)

、

ア
ル
セ
ニ
キ
ュ
ム(

砒

素)

、

ア
ル 

ゲ
ン
テ
ユ
ム(

銀)

、

ア
リ
ユ
ミ
ウ
ム
、

ア
ウ
リ
ュ
ム(

金)

、
 

•

ギ
ル
コ
ニ
ウ
ム
、

キ
ュ
プ
リ
ュ
ム(

銅
)

、

シ
リ
シ
ウ
ム
、

シ 

ユ
レ
・
フ
ユ
ル(

硫
黄)

、

シ
ン
キ
ウ
ム(

亞

鉛)

、

ヒ
ド
ラ
ル
ギ 

1

リ
ュ
ム(

水
銀)

、

ビ
ス
ミ
ュ
テ
ユ
ム(

爲

)

、

モ
レ
イ
ブ 

タ
ー
ニ
ュ
ム
、

セ
レ
ニ
ウ
ム
、

ス
ロ
リ
ン(

鹽
素)

、

ス
チ
ビ 

ウ
ム(

ア
ン
チ
モ
ン)

、

ス
タ
ン
ニ
ュ
ム(

錫
)

、1
 

ス
ト
ロ
ン.
チ 

ウ
ム
、
、
ス
ロ
ミ
ウ
ム(

ク
ロ
ム)

・
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
十
七
章
窒
素
瓦
斯
禀
性
の
中
で
「按
二
窒
素
瓦 

斯
ハ
ー
千
七
百
七
十
四
年 S
 
世
二
出

テ
諸
家
皆
之
ヴ
純
體
ト
ス
近 

時
別
爾
入
略.
之
ヲ
疑
ヒ
考
定
テ
ー
種
ノ
元
素
ト
酸
素
ヲ
以
テ
成
ル
集
合 

體•
・
ト
シ
其
元
素
ヲ
ー
IW
多
里
屈
母
ト
名
ク
」
と
記
し
て
ゐ
る
。
窒
素
は
別 

に
擧
げ
て
あ
る
。

・• 

/ / 

Z 
• 
H 

. 

右
の
う
ち
傍
點
を
施
し
た
ホ
ト
ゲ
ニ
ウ
ム(

光
素)

、

カ
ロ
リ
キ 

ュ
ム(

溫

素)

、

エ
レ
キ
ト
リ

カ(

越

列

機

素)

が
元
素
と
し
て
擧

・
五
九

。

ヽ
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科

學

史

硏

究
 

第

八

號

げ
て
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
文
は
先
づ
元
素
に
っ 

い
て
述
べ
、

次
に
試
藥
を
以
て
雜
合
賭
物
を
分

析

し
藥
品
の
眞®
 

ー
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
說
き
、
更
に
植
物
や
鑛

物
の
化
學
•

鑛
泉 

の
こ
と
に
及
ん
で
ゐ
る
。
最
初
の
化
學
書
と
し
て
は
實
に
詳
密
を 

極
め
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

此
の
書
は
何
に
據

っ
て
作
っ
た
か
と
い
ふ
と
譯
者
は
序
例
の
中

，
 

で
次
の
や
う
に
書
い
て
ゐ
る
。

此
書
ノ
原
本
ハ
諳
厄
利
亞
人
徳•

微

爾

里
諳
・
賢
理
氏

ノ

著
• 

述
-

ー
シ
テ
舍
密
入

ro
ノ
義

ヲ
以
テ
其
屯
“
名
ト
ス
獨
乙
蘭
土
、
 

會
爾
扶

爾

多

府

ノ

舍

密

家

伊

・
 >
 •

篤
隆
母
斯
獨
爾
那
氏
其

再

刻

ノ

本-
一
就
テ
訂
正2

自

ラ

其

按

ヲ

加"

テ
其
邦
語
ー
ー
譯 

ス
繼
テ
和
蘭
ノ
醫
學
敎
頭
兼
舍
密
敎
諭
亞
獨
爾
布
斯•

依
百

乙

氏

更

一一之
ヲ

訂

正

シ

テ

艾

其

邦

語

二
譯
シ

蠶

都

府

亞

謨

斯

炉

爾

達

謨

二

刻

ス

-

千
ハ
百
ハ
年

卽

ち

飜

譯

の

直

接

の

原

本

はA
d
o
l
p
h
u
s

 Y
p
e
y
」

s
y
s
f
e
m
a
,

 

寸s
c
h

 

ー
ーa

n
a
b
o
c
k

 

d
e
l
-  

J
B
e
s
c
h
o
u
w
e
n
a
e

 

e
n

 

w
e
l
-
k
d
a
a
d
l
g
e

 

s
c
b

s.k
u
n
d
・

で
あ
る
こ
と
は
筆
者
の
旣

に
記
し
た
處
で
あ
る
。

此
の
書
の
初
版
は
一
八〇

四
—

ニ
ー
年
に
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
 

右

榕

社

の

文

中

一

千

ハ

百

ハ

年

刻

と

は

そ

の

增

訂

版
で

あ

る

。 

初
版
本
及
び
此
の
增
訂
本
と
も
に
本
邦
に
現
存
す
る
。

原

著

は

• 

六
〇

， 

w

・
 H

e
n
r
y  

:  E
l
e
m
e

s-s  o
f  E

x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l  G

i
e
m
i
s
f
r
y
.
1
8
0
3
.  

と
い
ふ
書
ら
し
い
が
筆
者
は.
未
見
で
ち
ち
。

ヘ
ン
リ
ー
は
有
名
な 

化
學
醫
で
あ
る
。

イ
ペ
イ
の
書
は
九
册
あ
り
詳
密
な
も
の
で
あ
る
。 

榕̂

は
ま
た
次
の
や
う
に
言
っ
て
ゐ
る
。

原
書
本
ト
卓
然
正
大
を
旨
淵
深
ー
ー
シ
テ
往
々
初
學
一
ー
在

テ
ハ 

解
シ
易
カ
ラ
ザ
ル
者
ア
リ
故
一
一
釋
義
ヲ
他
書
一
一
採
リ
或
ハ
予 

力
曾
テ
學
ビ
親
ラ
試
ル
處
一
ー
據
テ
慝
者
ノ 

ー
得
ヲ
述
ブ
凡
ソ 

各
章
ノ
嵌
註
及
ヒ
ー
格
ヲ
卑
シ
テ
圈

シ
或
ハ
按
字
ヲ
冠
ス
ル 

者
幷
二
附
錄
ハ
皆
予
ガ
增
註
一
ー
係
ル
夫
ノ
援
引
ス
ル
書
ハ
卽

(1) 

葛
氏
舍
密
、
葛
斯
的
列
印
著
、

千
七
百
ハ
十
八
年
刻

(
2
)
 

貌
氏
人
身
窮
篇
、
貌
律
緜
拔
斯
撰

、

千
七
百
九
十
一
年 

刻

(3) 

布
氏
明
液
論
、
布
廉
吉
撰
、

千
七
百
九
一
年
刻

(
4
)
 

舍
密
原
本
、
刺B

西
爾
著
、

千
八
百
年
刻 

(

.5) 

舍
密
備
要
、
布
廉
吉
述
、

千
八
百
三
年
刻

(
6
)
 

依
氏
廣
義
、
本
篇
ノ
義
ヲ
廣
充
ス
ル
書
、
依

百
乙
氏
撰
、
 

・
千
八
百
四
年
刻 

•

(
7
)
 

合
藥
問
答
、
撰
者
刻
書
年
數

ヲ
处

フ

(8) 

越

列
機
療
法
、
微
爾
列
謨
、

般

、.
拔
爾
湼
勿
瀏
度
著
、
 

・
千
七
百
ハ
十
五
年
刻 

・

〇 
I



• (
9
)

三
有
小
學
、
貌
律
緜
斯
拔
著
、
刻
書
ノ
年
ヲ
失
ス

(
10
二

藥

舖

指

南

、

華
健
著
、
同
上

(

ロ) 

大
氣
修
繕
法
、
鞭
敦
、
莫
爾
歇
爻
著
、

千
ハ
百
十
一
年

13 1217 16-15 15 14
‘(

19)
(

20)
(

21)
.•
刻

. 

：

.

合
藥
舍
密
、
龍
隆
母
斯
獨
爾
非
著
、

千
ハ
百
十
五
年
刻 

舍
密
翰
海
、

阿
屈
苔
比
烏
斯
、

攝
牛
爾
氏
撰
、

千
ハ
百
一
・ 

十

七

年

刻
X

• 

福
烏
多
藥
論
补

、
福
烏
多
著
千
八
百
十
七
年
刻 

理
學
初
步
、

伊
斯
福
爾
陳
孤
著
、

千
八
百+

ハ
年
刻 

舍
密
崖
略
、
費
滿
斯
著
、

千

ハ

百

二

十

年

刻

、
 

幾
那
鹽
說
、
斯
多
恋
丁
孤
著
、

千
八
百
二
十
二
年
刻 

測
山
說
、

列
應
窓
爾
多
著
、

千
八
百
二
十
二
年
刻 

紐
氏
韻
府
、
紐
文
鳩
斯
著
、

千
八
百
二
十
五
年
刻 

和
蘭
局
方
、

千
ハ
百
二
十
六
年
刻

利
氏
人
身
窮
理
篇
、
利

攝

專

著

、

千
八
百
二
十
六
年 

蘇
氏
舍
密
，
一
黔
爾
連
爸
爾
孤
著
、

千
八
百
二
十
七
年

刻

(
22r

窓
多
兒
藥
論
、
般
去
多
兒
著
、

千
八
百
二
十
九
年
刻 

(
23) 

瓦
爾
華
尼
紀
事
、
般
、
列
斯
禅
、

千
八
百
三
年
刻 

右

の

う

ち(
1
)

は 
p

・
 
J

・
 

K
a
s
f
e
l

s.j
n

 

:  

J
B
e
s
c
h
o
u
w
e
n
d
e

 

本.
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二5
(

矢
・
品)

，

en  W
erkende  

phaTm
aceufisch,  

oeconolm
sches  

en  Na,  

fuul.kundigc  

chem
ie*  Tw

eede  

Deel、Eersfe  S
S-IG pi

rn-  

w
n
a
c
e
n
f
i
s
c
h
e

 

c
h
e
m
i
e
」
1
7
8
8
,

 

-
A
m
s
f
e
l
.
d
a
n
K

 

で
あ
り
、(
4
)
 

は

筆

者

は

未

見
で

あ

る

がL
a
v
o
i
s
i
e
r

の
書
の
オ
ラ
ン
ダ
譯
で
あ 

ら
う
。(
6
)

に
つ
い
て
は
旣
に
記
し
た
。(
12)

は
ヘ
ン
リ
ー
，の 

書
を
獨
譯
し
た 

T
r
o
m
m
s
d
o
r

 
は
、(

15)

は 1sf  or  ding
、 (

18)

は

• 

B
u
y
s
"

 W
o
o
r
d
e
n
b
o
e
k

 

で
あ
る
。(
20)

は 

A
.

 R
i
c
h

 e
r
a
n
d

 

“
 

N
n
f
u
u
l
.
k
u
=
d
e

 

v
a
n

 

d
e
n

 

Alemsch

 

で
あ
る
。
斯
樣,
に
多
く
の 

書
物
を
參
考
し
彼
此
比
較
硏
究
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
當
時
と
し
て 

は
竝
々
な
ら
ぬ
努
力
と
思
は
れ
る
。

(

一)(

二)

「
物
理
學
的
科
厚
に
關
す
る
渡
來
外
國
書
」、
本
迷
制
刊
號
。 

河
野
禎
造.
の

『
舍
密
便
覽
』

ー
 

安

政

三

年
(

一
八
五
六)

に
河
野
禎
造
の'

『
舍
密
便
覽
』(

刊
、
 

十
四
册)

、が
出
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
分
析
の
用
に
供
す
る
た
め
種

 々

の
反
應
の
狀
況
を
・
彩
色
圖
に
て
示
し
た
美
燧
な
も
の
で
あ
る
。

(

一) 

河
野
禎
造k

つ
い
て
は
『
福
岡
縣
先
賢
人
名
辭
典
い
に
次
の
や
う 

に
書
い
て
あ
る
。

「
糸
島
郡
波
多
江
村
の
人
。
文
化
十
四
年
十
二
月
一 
□

生
る,
〇
名
は
剛
、
 

通
稱
祯
造
〇
父
種
彥
は®

に
し
て
國
學
者
な
り
。
福
岡
唐
人
町
河
野
春 

龍
の
家
を
嗣
ぐ
。
嘉
永
二
年
藩
命
に
よ
ヨ
長
崎
に
遊
學
し
シ
ー
ボ
ル
ト 

六
ー

ゝ7ゝ



科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

に
就
て
岳
術
及
び
植
物
學
を
學
ぶ
。
馬
り
て
農
爭
に
勉
め
老
段
に
は
か 

5
S

三
年
農
家
備
要
五
卷
を
著
す
。

一
時
波
多
江
村
に
眼
科
を
開
業 

せ
し
が
、
明
治
三
年
京
都
府
權
冬
ホ
に
任
じ
ら
れ
餘
暇
段
家
備
要
後
篇 

を
著
す
。
明
治
四
年
京
都
に
歿
す
。
年
五
十
六
。
博
多
明
光
寺
に
墓
ち 

り
ご

著
者
の
題
言
を
み
る
と
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。 

我
皇
國
西
洋
ノ
學
日
ー
ー
益
闢
ヶ
天
文
地
理
兵
學
ヨ
リ
凡
百
ノ 

技
藝
一
ー
至
ル
マ
テ
殆•
ン
ト
皆
著
作
ア
リ
獨
リ
舍
密
試
法
一
ー
於 

ケ
ル
未
其
簡
便
辅
確
ヲ
得
ル
者
ア
ル
ヲ
見
ス
初
メ
公
剛
・
二
命 

シ
長
崎
一
一
至
り
洋
籍
ヲ
講
習
セ
シ
ム
剛
又
好
ン
テ
舍
密.
ノ
科 

ヲ
攻
ム
ル
ニ
其
學
遂
淵
一
ー
シ
テ
窺
知
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
者
亦
多 

シ
頃
者
尼
達
蘭
ノ
醫
員
漢•

個

・
蒲
屢
屈
氏
一
ー
就
テ
之
ヲ
質 

ス
其
學
術
該
博
諸
科-
一
精
通
七
サ
ル
コ
ト
ナ
ク
敎
示
甚
懇
切 

ナ
ル
ヲ
以
テ
略
其
要
旨
ヲ
領
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
其
授
與
ス 

ル
所
ノ
試
藥
表
蓋
シ
彼
邦
碩
學
羅
泄
ナ"

者
ノ
撰
述
ー
ー
係
ル 

其
法
尤
簡
便
ニ
シ
テ
精
確
綜
括
シ
テ
遺
ス
コ
ト
ナ
シ
是
ヲ
以 

テ
今
謹
テ
譯
上
ス
公
、

金
屬
及
諸
藥
ノ
性
分
ヲ
辨
識
ス
ル
ニ 

於

テ

此

表

ノ

大-
一
世
ー
ー
利
用
ア
ル
ヲ
知
り
乃
剖
删

二
命
シ
是 

ヲ
公
布
セ
シ
ム
凡
諸
金
屬
酸
化
ノ
多
少
流
励
ノ
遲
速
ハ
溫
素
、
 

空
氣
或
八
越
歷
多
爾
二
因
テ
各
其
本
然.
ノ
體
ヲ
變
幻

シ
其
聚

・
 

六
二 

散
造
化
ノ
機
變
敢
テ
測
ル
ー
へ
カ
ー
珂
ス
然
レ
ト
モ
今
此
試
藥
辨 

性

ノ
法
二
從
テ
其
妙
巧
ヲ
究
メ
靈
機
ヲ
推
サ
ハ
則
彼
一
一
在
テ 

已
テ
ー
一
顯
ハ
レ
我
ニ
在
テ
未
タ
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
者
今
而
後
陪 

e
閹

發.
シ
テ
其
裨
益
固
ヨ
リ
淺
少
ナ
ラ
ス
是
—
由
刊
勉
勵
止 

マ
ス
ン
ハ
其
術
ノ
源
淵
に
溯
ラ
ン
コ
ト
豈
難
ト
セ
ン
ヤ 

安
政
三
年
歲
在

丙

辰

冬

至

前-

日
筑

前

河

野

剛

禎

造

謹

識 

此
の
文
中
公
と
あ
る
の
は
筑
前
侯
黑
田
長
溥
で
あ
る
。
長
溥
侯 

は
島
津
重
豪
の
第
九
子
、
黑
田
家
に
入.
っ
て
齊
淸
侯
の
後
を
嗣
い 

だ
の
で
あ
る
。
侯
は
蘭
學
を
好
み
家
臣
を
長
崎
に
遣
し
て
各
方
面 

の
洋
學
を
學
ば
し
め
た
。

そ
の
數
は
非
常
に
多
か
っ
た
と
言
は
れ 

る
。

ま
た
侯
は
弘
化
中
博
多
の
中
島
に
精
鍊
所
を
設
け
、
反
射
爐 

を
作
り
、

又
錫
密
館
を
設
け
て
肝
油
の
製
造
等
を
行
は
し
め
た
。 

河
野
禎
造
は
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
て
主
と
し
て
化
學
を
學
ん
だ
。.
前 

揭
題
言

中

に

尼

達

蘭

の

醫

員

漢•

佃
•

蒲
屢
屈
と
あ
る
の
は
出
島 

蘭

館

の

瞬

員v
a
n

 

d
e
=

 

B
l
.
o
e
k

 

で
あ
る〇

フ

ァ

ン•

デ

ン
•

ブ 

ル
ク
は
醫
學
の
，ほ

か

物

理

學•

化

學
•

機
械
學
等
に
も
造
詣
が
深 

か
っ
た
。
河

野

は

羅

泄(
R
o
s
e
)

の
試
藥
表
な
る
も
の
を
授
け
ら 

れ
た
。
之
を
譯
し
て
藩
公
に
差
上
げ
た
と
こ
ろ
、
有
用
の
も
の
で 

あ
る
か
ら
公
は
之
を
刊
行
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
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上
野
彥
馬

の

『
舍
密
局
必
携
』 

文

久

二

年(

一
八

六
二)

長
崎
の
人
上
野
彥
馬

の

『
舍
密
局
必 

携
』

が
あ
る
。
上
野
彥
馬
は
我
國
に
於
て
恐
ら
く
最
初
に
寫
眞
術 

を
硏
究
し
た
上
野
俊
之
丞
の
子
で
あ
る
。
天
保
ハ
年(

一
八
三
七) 

に
冬
れ
、

明

治

三

十

七

年(

一
九〇

四)

に
歿
す
。
漢
學
を
豐
後 

の
廣
瀨
淡
窓
に
舉
び
、
蘭
學
を
大
通
詞
名
村
ハ
右
衞
門
に
學
び
、
 

ま

た

蘭

翳P
o
m
p
e

に
つ
い
て
舍
密
を
學
ん
だ
。

父
の
志
を
つ
ぎ 

寫
眞
術
を
硏
究
し
た
。
萬

延

元

年(

一
八

六〇
)

津
藩
主
に
召
さ 

れ
て
江
戶
に

行
き

寫

暴
を

以
て

諸

侯

を

驚

か

し

走

が

間

も

な

く 

長
崎
へ
歸
っ
た
。

(
-
) 

北
野
孝
治
編
『
長
崎
鄕
土
誌
』(

明
治
四
十
四
年)

九
一
頁
。
 

先
づ
此
の
書
の
題
言
を
見
る
と
そ
の
第
一
條
は
次
の
や
う
に
書 

い
て
あ
る
。

此
書
ハ
金
密
試
驗
ノ
際•

諸
書
ノ
搜
索
ヲ
省
キ
、
其
萃
ヲ
拔 

ス
ル
ニ
根
據
ス
、
故
其
贅
ス
ル
ト
コ
ロ
、
專

ラ

原

素

ノ

禀

性• 

親

和

力•

異

重

力
•

效
用

其

他

各

材
ノ

成

分#

配

合•

分
量 

等
ヲ
抄
譯
シ
、
傍
ラ
圖
ヲ
載
セ
、
以
デ
詳
解
ノ
煩
冗
ナ
ル

7' 

補
フ
、
然
レ
ト
モ
愼
テ
私
意
ヲ
加
へ
ズ
，、
皆
是
ヲ
諸
書
二
索 

厶
、
唯
恐
ル
、
不
及
ノ
譏
リ
免
レ
ザ
ル
ヲ
、

引
用
書
目
左
ノ 

如
シ

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
島)

シ
ケ
イ
キ
ュ
ン
デ
、

フ
ォ
ー
ル
、
デ
ン

、

ベ
シ
カ
ー

フ
デ 

ン
、

ス
タ
ン
ト
、

ヱ
ン
、

ヘ
ッ
ト
、

フ
ァ
プ
リ
ー
キ
ウ
ェ 

—
セ
・
ン 

義
剌
爾
柬
氏
著

シ
ケ
ッ
ツ
、

デ
ル
、

テ
コ
ノ

ロ

ギ

ー

溜

斯

篤

氏

著 

デ
、

シ
ケ
イ
キ
ュ
ン
デ
、

ツ
ー
ゲ
バ
ス
ト
、

オ
ヅ
プ
、

へ 

ッ
ト
、

ダ

ー
ゲ
レ
イ
ク
ス
レ
ー
フ
ェ
ン
、

ヱ
ン
、
デ
、

ネ 

衣

フ

ル

ヘ

イ

ド

胃

非

羅
察
氏
著

・一
!\

、

シ
ケ
イ
キ
ュ
、
 

ン
デ
、

フ
ォ
ル
ゲ
ン
ス
、

ヘ
ッ
—
ト
、

二 

ユ
ウ
ー

ス
ト
、

ス
タ
ン
ド
ピ
ュ
ン
ト
、

デ
ル
ヽ
ウ.
ヱ1

テ 

ン
シ■
カ
ッ
プ 

去

弗

涅

耳

氏

著

・
 

ハ
ン
ド
レ
イ
ヂ
ン
グ
、

ベ
イ
、

キ
ャ
リ
タ
チ
ー
フ
ェ
、

シ 

ケ
イ
キ
ュ
ン
ヂ
フ
ェ
、
オ
ン
ト
レ
ー
ヂ

ン

グ

列

密

義

斯
• 

怫
列
設
紐
察
氏
著

ヱ
ー

ル
ス
テ
、

ゴ
ロ
ン
ド
ヽ
ベ
ギ
ン
セ
レ
ン
、

デ
ル
、

ナ 

チ
ウ
ル
キ
ュ
ン
デ 

般
埋
耳
瓢
爾
倔
氏
著 

デ

、

シ
ケ
イ
キ
ュ
ン
デ
、

フ
ァ
ン
、

ヘ
ッ
ト
、

オ
ン
ベ
ウ 

エ
ル
キ
ト
イ
グ
デ
、

ヱ
ン
、

ベ
ウ
ェ
ル
キ
ト
グ
チ
レ
イ
キ 

牛
寧
倔
氏
著

プ
リ
キ
ス
、

コ
ウ
ラ
ン
ト
、

デ
、

ト
ウ
ス
、

レ
ス
、

ア
ル 

チ
ケ
ル
ス
、

ポ
ト
ガ
ラ
ヒ
ー

・
, 

,
六
三 

・

M丄



科

學

史

硏

究
 

第

八

號 

ヘ
ッ
小
、

ブ
ッ
ク
、

デ
ル
、

オ
イ
ト
ヒ
ン
ヂ
ン
ゲ
ン
、

ア 

ム
バ
グ
テ
ン
、

ヱ
ン
、

フ
ァ
ブ
リ1

ケ
ン 

卽
ち
化
學
實
驗
の
場
合
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
役
立
つ
も
の
と 

し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
引

用

書

目

中

第

一
は

G
h
a
r
d
i
m

 

Scheikunde  voor  den  Bescha.afden  Sfand

sl FaDrlJT

 

w
e
z
p
n
.

 

(
2
e
d
.

 

1
8
5
1
.
2

 v
o
l
s
.
)

第
五
は 

c
.

 R
.

 

F
r
e
s
e

s.u
s
.
”  

Q
u
a
l
i
t
a
t
i
v
e

 

C
h
e
m
i
c
a
l

 

A
n
a
l
y
s
i
s

の
オ
ラ
ン
ダ
版
で
あ
ら
う
。 

A

 

System

 of  Inhoduchon  m
 

Quantitative  

Chem
ical  

Q
n
a
l
y
s
i
s

も
あ
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。 

第
六
、
第
七
は 

p
.

 

v
a
n

 

d
e
l
.  B

u
r
g
"

 

E
e
e
r
s
f
e
G
r
o
u
d
b
e
g
i
n
,

 

m
elen  del-Natuurkullde,  (2  ed・

1847ゝ

 3ed・
 1854.  Guuda)j  

J
.  

w
.

 

G
u
n
n
i
n
g
"

 

D
e

 

S
g
h
e
i
k
u
n
d
e

 v
a
n

 h

s-o
n
b
e

ノ
v
e
r
k
t
u
i
g
e

 

e
n

 

b
e
l
v
e
l
-
k
f
u
i
g
e

 R
i
j
k

 

(
1
8
5
5
3

 s
c
h
o
o
n
h
o
v
e
n
)

で

あ

り

、
後 

者

は

ド

イ

ツ

のs
s
c
k
s
r
d
t

 

の

書

をG
u
n
n
i
n
g

 
.

が
蘭
譯
し
た 

も
の
で
あ
る
。
其
他
の
引
用
書
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
題
言 

の
次
の
條
に
於
て
は
下
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

初
篇
一 
•

二
•

三
卷
ハ
舍
密
總
括
及
ビ
無
機
性
篇
姻
非
金
屬 

部
、
兼
テ
撮
影
術
ヲ
擧
グ
、

中
篇
一 

・
二
•

三
•

四
卷
ハ
無 

機
性
篇
金
屬
部
ヲ
述
ブ
、
後
篇
一 

・
二
・
三•

四
•

五
•

六 

卷
ハ
有
機
性
體
顽
町
ヲ
述
ブ
、
附

錄

上
•

中
•

下

卷

ハ

試

六
四 

藥
•

雷

機

器
•

電

信

機•

坑
工
所
業
等
及
ビ
本

篇

ノ
拾
遺
ヲ 

揭

グ

，
 

, 

. 

こ
れ
に
依.
っ
て
見
れ
ば
初
篇
三
卷
、

中
篇
四
卷
、
後
篇
六
卷
及 

び
附
錄
が
あ
る
計
畫
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、

中
篇
以
下
は
筆
者
は
未 

見
で
あ
る
。
前

編
(

刊
本
に
前
編
と
な
っ
て
ゐ

る)

三
卷
の
刊
行 

に
終
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

そ
の
内
容
は
如
何
な
る 

も
の
か
と
い
へ
ば
先
づ
第
一
章
に
「
舍
密
原
素
及

ビ
親

和

平
衡
力
」 

と
題
し
元
素
六
十
四
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

此
處

で

は

も

は

や

溫

素

・
 

先
素

・
越
素
な
ど
は
入
っ
て
ゐ
な
い
。

此
の
書

で

新

し

い

の
は
親 

和
平
衡
力
と
し
て
化
學
當®

を
擧
げ
て
ゐ
る
こ
と
、
元
素
に
符
號 

を
設
け
て
ゐ
る
こ
と
、
卽
ち
例
へ
ば
酸
素
に
對
し
て
は
阿
幾

舍
厄 

紐
母
の
阿
を
當

て
て
ゐ
る
が
如
き
で
あ
る
。

第

二

章

は

「
實
形
體 

一

及
ビ
氣
形
體

ノ
異 

重
•

カ
」
、
第

三

章

は

「
異 

顯 

温
」

と 

題
し
原
素
の

比
熱
の
表
が

あ
る
。
第
四
章

は

「
鹽
基
」
、
第
五
章 

は
・
「
酸

類

」

と

し

て

硫

酸•

消
酸
等
十
九
の
酸

が

擧

げ
て
あ
る
。 

第
六
章

は

「
舍
密
親
和
」
、

第
七
章

は

「
越
列
機
消

極

體

及

ヒ
積 

・
極
體
」

で
あ
る
。

第
八
章

は

「
舍
密
所
業
」

と
題

し
て

溶

解

法• 

結
晶
法
•

沈
澱

法
.
・
篩
過
法
•

傾
澄
法

・
蒸

發

法
•

蒸
溜
法
・
熾 

紅

法

，
昇
華
法
が
說
明
し
て
あ
る
。
第
九-
章

は

「
舍
密

區
別
」

で
、
 

分
析
術
を
區
別
し
て
無
機
性
舍
密•

有
機
性
舍
密
と
な
し
、
全
く
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爭
马
3/
习
5

近
代
的
に
な
っ
て
ゐ
る
。
第
十
章

は

「
舍
密
カ
徳
」
と
題
し
舍
密 

の
效
用
を
述
べ
た
も
の
、

第
十
一
章

は

「
尺
度>

衡
」

で
あ
る
。 

以
下
が
無
機
性
舍
密
篇
の
非
金
屬
部
で
、
各

元

素

の

性

質•

製
法 

等
を

記
し
て
ゐ
る
。

此
の
書

に

あ
げ
て
あ
る
の
は

酸

素

・
水
素
・
 

酸

素

・
硫

黃

・
攝

列

紐

母•

窒

素

・
格
羅
耳
•

蒲
羅
密

烏

母•

沃 

陳
•

弗

律

阿

溜

母

・

燐

・
砒
・
勃
儒
蜕
•

悉
里
叟
母
で
あ
る
。

此 

の
盘
〔
に
於
て
は
分
子
式
や
化
學
方
程
式
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例 

へ
ば
須
阿
ー
ー
と
い
ふ
の
はS

9

で
あ
る
。

須

は

須

爾

扶

爾
(

硫 

黃)

の
頭
文
字
、
阿
は
阿
幾
舍
厄

紐

母
(

酸

素)

の
頭
文
字
で
あ 

る
。

ま
た

二
勿+

須
阿
一
一 H

勿
阿
須
ー
ー
阿
ーー
 
+

勿
阿
須
阿
ー
ー 

と
い
ふ
式
は 

2

 F
C
+
s
o
2

 =

 F
e
o
0
p
+
F
e
o
s
o
2

を
表
は
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
尙
最
後
に
寫
眞
の
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。 

川
本
幸
民
の
舍
密
の
硏
究

川
本
幸
民
の
物
理
學
方
面
の
硏
究
に
つ
い
て
は
旣
に
記
し
た
が
、
 

化
學
の
龙
面
に
於
て
も
多
く
の
業
績
が
あ
る
。
『
近
世
名
带
傅
』
に 

よ
れ
ば
幸
民
の
此Q

方
面
の
著
譯
述
に
は

『
舍
密
箱
本
』
、
『
舍
密 

眞
言
』
、
『
化
學
初
敎
』
、
『
化
學
通
』
、
『
硝
石
考
』

な
ど
が
あ
る
。• 

『
舍
密
讀
本
』

の
譯

稿

は

幸

民

の

歿

後

『
化
學
讀
本
』(

明
治
五
年
、
 

一
八
七
二)

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

そ
れ
に
は
蘭
郡
寧
著
二
篇
二 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢
島)

十
卷

附

圖

一

卷
と

あ

る

に

よ

っ
てJ
・

G
u
n
n
i
n
g

の
旣
を
譯 

し
た
も
の
な

る

こ

と

を

知
る
。

次

に

『
近
世
名
诙
傳
』

に
あ
る 

『
舍
密
眞

言

』

は

『
舍
密
眞
源
』

が

正

し

い

と

思

は

れ

る

。

そ
れ 

は
島
津
公
爵
家
に
傳

へ
ら
れ
る
寫
本
に
『
兵
家
必
讀
舍
密
眞
源
』 

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
筆
者
は
之

以
外
の
傅
本
を
知 

ら
な
い
。

そ
の
寫
本
は
卷
五
•

六
•

七

・

八•

九
で
あ
っ
て
一
卷 

か
ら
四
卷
ま
で
を
缺
い
て

ゐ
る
。
卷

丑
以
下
の
內
容
の
大
槪
を
示 

せ
ば
次
の
逋

り

で
あ
る
。

卷

五 

〇

其

十
一
、#
W
©
 

〇

其

十
二
、
拔

儒

母

〇
其 

十
三
、

私
篤
綸
質
由
母 

〇
英

十

四

、
加

爾
丘
即 

(

下
略)
 

- 

卷

六 

其
廿
三
、
鐵 

〇

其

廿

四 

銅 

〇
其
廿

五
、
鴻
• 

• 

(

下

略)
•

卷

七 

第
二
篇 

機
生
體
抱
合 

〇

其
­

、
植
物
性
元
素

(

下
略)

卷

八

第

三

篇

解
剖
術
(

下

略) 

卷

九

〇

其
二
、
火
技

ノ

解

剖
(

下

略) 

卽
ち
書
名
か
ら
も
分
る
や
う
に
砲
術
に
必
要
な
舍
密
書
で
あ
る
。 

次

の

『
化
舉
通
』

は
明
治
初
年
に
刊

行

さ

れ

て

か

る
と
の
こ
と
で 

あ
る
。
『
化
學
初
敎
』
、•

『
硝
石
考
』

に
つ
い
て
は

筆

者

は

未

だ

知

六
五
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科

學

史

硏
究 

第

八

號 

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

ま
た
此

の

ほ

か

『
化
學.
新
書
』(

寫)

な
る
飜 

譯
が
あ
り
、

こ

れ

は

「
獨

人
ス
ト
ッ
ク
ハ
ー
ト
氏
の
原

著

を

ガ

ン 

-
-

ン

グ

氏

がD
e

 

S
c
h
e
i
k
u
n
d

 e

と
題
し

て

'^
語

に

W-
し
た
る
も 

の
」

の
飜
譯
の
由

で

あ
るg  

.•-

(

一) 

拙
稿
「物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書
」、
科
學
史
硏
究
、
 

创
刊
號.(
昭
和
十
六
年
十
二
月)

。

(

二) 

中
世
濒
、ハ
郞.
氏
著

『世
界
化
學
史
』(

大
正
十
四
年)

九

一
頁
。
ス 

ト
ッ
ク
ハ I 
卜
と
あ
る
は 

S
L

c:c
k
h
a
r
d
:

 

D
i
e

 S
c
h
u
l
c

 

d
e
r  C

h
e
,

 

m
i
e

で
あ
る
。
此
の
萌
課
本
に
つ
い
て
は(

一)

參
照
。

な
ほ
實
地
の
硏
究
と
し
て
は
寫
眞
を
試
み
て
ゐ
る
。

ま
た
近
頃 

遺
稿
が
多
數
發
見
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
川
本
幸
氏
は
初
め
は
舍
密 

の
語
を
用
ひ
て
ゐ
た
が
、
後
に
は

化
學
と
い
ふ
語
を
用
ひ
て
ゐ
る
。 

そ
れ
が
何
時
頃
か
ら
で
あ
る
か
は
未
だ
明
か
で
な
い
。 

此
の
ほ
か
幕

末

の

化
學
硏
究
家
と

し
て

は

村
上
英
俊•

桂
川
甫 

策
等
が
あ
る
。

前

者

に

つ

い

て

は

師

單

な

が

ら
旣
に
・
記
し
た
こ 

と
が
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。

(

一)

拙
稿
「村
上
英
俊
」
の
物
化
學
硏
究
、
科
學
、
第
十
二
卷
、
五
二 

頁
(

昭
和
十
七
年
二
月)

。

結 

論 

以
上
に
於
て
文
政
頃
か
ら
明

治

維

新

-IC
到
る
約
五
十
年
間
に
於

六
六 

け
る
物
理
學

の

硏
究
に
つ
い
て
考
察
し
、
併.
せ

て
そ
の
姉
妹
科
學 

6 

え

る
化
學

に

つ
い
て
も
少
し
く
觸
れ
た
の
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た 

X 

と
こ
ろ
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
や
う
に
、
此
の
時
期
は
窮
理
學
硏
究 

の
成
立
の
特
代
と
し
て
特
長
づ
け
る
こ
と
が
出
來
る
。

そ
れ
は
先 

づ
第
一
に
窮
理
學
の
敎
科
書
の
出
現
に
依
っ
て
具
現
さ
れ
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。

明
治
以
前
の
物

理

翠

い
と
し
て®

き
を
な
し
た
も
の 

は
主
と
し
て
此
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事
情
は
舍
密 

に
於
て
も
全
く
同
樣
で
あ
る
。
實
驗

的
の
硏
究
は
ま
だ
微
々
た
る 

も
の
で
あ
っ
た
。
實

地
の
硏
究
と
い
ふ
點
で
は
舍
密
の
方
が
一
步 

を
先

ん
じ
て

ゐ
た
か
と
思
は
れ
る
。
尤
も

造
船
と
か
鋳
砲
と
か
其 

他
殖
產
興
業
の
方
面
に
於
て
物
理
學
的

硏

究

が

お
の
づ
と
進
め
ら 

れ

た
こ
と
は
見
逃
し
難
い
が
、

そ
の
問
題
は
別

の

取

扱
ひ
を
す
る 

の
が
便
利
で
あ
る
と
思
ふ
。
此
處
で
は
敎
科̂
:

の
作
ら
れ
た
と
い 

ふ
事
實
を
通
し
て
本
邦
に
於
け
る
窮

理

學

の

成
立
を

見
た
の
で
あ 

る
。
卽

ち

『
氣
海
觀
瀾
』

に
依

っ
て

先
づ
輪
廓
が
與
へ

ら

れ

『
氣

»
 

海
觀
瀾
廣
義
』

に

依

っ

て

一
居
詳
細
に
窮
理
學
の
如
何
な
る
も
の 

か
が
示

さ

れ

た

の
で
あ
る
。
此
の
書

物
が

屢

・

引
用
さ
れ
て
ゐ
る 

事
實
は
敎
科̂
^

と
し
て
よ
く
用

ひ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。 

『
理
學
提
要
』
も

か
な
り
讀
ま
れ
た
や
う
で
あ
る
。

化
學
に
於
て
は• 

『
舍
密
開
宗
』

が
斯
學
の
典
據
と
さ
れ
て
ゐ
た
。



此
の
や
う
な
仕
事
は
如
何
な
る
人
々
に
依
っ
て
行

は
れ
た
か
と 

い 

へ
ば
旣
に
見
た
や
う
に
何
れ
也
蘭
學
を
修
め
た
人
々
に
依
づ
て 

行
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
卽
ち
窮
理
學
は
蘭
學
者
に
依
っ
て
培
は 

れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
蘭

學
は

言
ふ
ま
で
も
な
く
時
を
中 

心
と
し
て
起
っ
た
が
、
蘭
學
者
の
中
に
醫
業
を
專
ら
に
す
る
人

 々

の
ほ
か
に
窮
理
や
舍
密
に
心
を
洽
め
る
人
々
が
現

は
れ
て
、

そ
れ 

ら
の
硏
究
者
に
依
つ.
て
斯
學
の
基
礎
が
据

を

ら

れ

た.
の
で
あ
る
。 

此
の
人
々
は
蘭
學
を
講
ず
る
の
を
業
と
し
た.
リ
ヽ
ま
ヽ
た
藩
侯
の
祿 

を
食
ん
だ
も
の
も

あ

る
け
れ
ど
も
、
其

の

仕
事
は
槪
ね
個
人
の
力 

で
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
文
曆
學
な
ど
は
幕
府
の
仕
事
と
し 

て
行
は
れ
た
も
の
も

あ
る
が
、
窮
理
や
舍
密
は
直

接

そ
の
や
う
な 

事
情
の
も
と
に
置
か
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

此
の
意
味
で

も

此
等
の 

學
問
の
硏
究
の
基
礎
を
作
っ
た
人
々
の
努
力
は
竝
々
な
ら
ぬ
も
の 

で
あ
っ
た
。
幕
末
に
諸
藩
に
於

て

國

防

・
殖
產
の
た
め
に
科
學
硏 

究
を
獎
勵

し
、
自
然
科
學
の
硏
究
が
次
第
に
勃
興
す
る
に
到
っ
た 

が
、
此
處
に
述
べ
て
來
た
人
々
の
仕
事
は
其
の
礎
石
と
な
っ
て
ゐ 

る
も
の
で
あ
る
。本

邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

二)
(

矢3

 ,

明
治
維
新
は
あ
ら
ゆ
る
事
の
改
新
の
一
大
時
期
で
あ
っ
た
が
、
 

自
烝
科
學
の
硏
究
史
も
此
處

に

一
時
期
を
捌
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
ま
で
は
科
學
の
硏
究
は
市
井
の
窮
理
家
や
舍
密
家
に
任
さ
れ 

て
ゐ.
る
か
、

せ
い
ぜ
い
好
學
の
藩
侯
の
庇
護
を
受
け
て
行
ば
れ
て 

ゐ
た
狀
態
で
あ
っ
た
が
、

明
治
に
な
っ
て
大
學
が
設
け
ら
れ
、

此 

處
で
科
學
の
硏
究
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

卽
ち
硏
究
が
國 

家
的
規
模
に
於
て
行
は
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
時
に
蘭
學
と
い 

ふ
や
う
な
殼
を
脫
し
て
一
府
廣
々
と
し
た
硏
究
に
向
ふ
こ
と
と
な 

る
の
で
あ
る
。

以
上
に
取
扱
っ
た
期
間
を
以
て
一
時
期
と
見
る
こ 

と
は
理
由
の
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。

さ
う
し
て
此
の
時
期
を
窮
理
學 

成
立
の
時
期
と
見
る
の
で
あ
り
、
本
格
的
な

物
理
學

硏
究
の
前
史 

と
見
る
の
で
あ
る
。

" 

本
硏
究
は
服
部
報
公
會
よ
り
按
助.
を
受
け
て
fr
ひ
つ
つ
あ
る

一
:

本
邦
に 

於
け
る
物
理
學
的.
科
學
の
發
逹
に
關
す
る
硏
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で 

、
,

あ
る
。
此
處
に
同
會
に
對
し
深
謝
の
蔵
を
表
す
。

(

昭
和
十
八
年
三
月)

六
七



科

學

・

史

硏

究

第

八

號

六
ハ

寄 

書

晴

雨

考

の

類

版

に

つ

い

て

大

矢
 

眞 

一

江
戶
末
期
に
於
て
各
地
で
年
々
刊
行
さ
れ
て
ゐ
た
『
哺

-m
考
』

の
類
は 

そ
の
年
の
氣
候
を
定
め
る
の
に
主
と
し
て
五
迤
六
氣
の
說
を
基
と
す
る
。 

卽
ち
こ
れ
は
運
氣
論
に
說
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
の
十
干
に
從
っ 

て
聊
る
五
行
の
運
と
、
十
二
支
に
從

っ
て
變
る
六
つ
の
氣
と
が
、
年

々

ー
 

"

定

し
て
ゐ
る
四
季
の.
氣
候
に
作
用
し
て
、
年
の
寒
黑
風
雨
を
定
め
、
又
穀 

果
鳥
獸
の
多
底
を
左
右
す
る
と
い
ふ
の
が
そ
の
原
理
で
あ
る
。
從
っ
て
こ 

の

類

の

-<5
物
の
中
に
は
標
題
中
に
晴
雨
と
い
ふ
文
字
を
用
ひ
な
い
で
運
氣 

と
い
ふ
文
字
を
使

っ
て
ゐ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

こ
の
頃
私
は
連
氣
論
の 

系
統
に
つ
い
て
少
々
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
本
誌
・
に
載
せ 

て
頂
き
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
こ
の
晴
雨
考
の
類 

も
多
少
目
に
觸
れ
ら
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ

で

誌
に
神
田
氏
の
哺
雨 

・
考
の
硏
究
が
揭
載
さ
れ
る
機
會
に
、
私
の
知
っ
て
ゐ
る
こ
と.
も
出
し
て
置 

き
、
調
べ
の
足
り
な
い
點
を
敎

へ
て
頂
い
て
私
の
運
氣
論
に
つ
い
て
の
調. 

査
を
完
成
し
た
い
と
考
へ
た
の
で
、
神
田
氏
の
御
承
諾
を
毎
て
此
の
文
を

書
い
た
次
第
で
あ
る
。 

・

名
古
屋
版
の
晴
雨
考
に
つ
い
て
は
神
田
氏
の
文
中
に
詳
し
い
か
ら
之
を 

除
く
と
、
今
日
ま
で
に
知
れ
て
ゐ

る

そ

の

需

は

大

體

次
の
や
う
な
も
の 

で
あ
る
。

、

1

、
 

七
璀
晴
雨
考

,

こ
れ
は
神
田
氏
の
硏
究
の
中
に
も
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
濃
州
の 

廣
江
永
次
の
著
し
た
晴
雨
考
は
、
伊
勢
の
神
宮
文
庫
に
も
嘉
永
六
年•

安 

政

六

年•

同
七
年
の
三
ヶ
年
の
分
が
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。(

同
文
匝
の
目 

錄
に
は
安
政
七
年
の
分
し
か
載
せ.
ら
れy

ゐ
な
い
が
、

こ
れ
は
そ
の
分
を 

上
に
し
て
三
枚
が.
一
つ
に
綴
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
で
あ
る
ご

2

、
 

雲

氣

老

手
許
に
弘
化
五
年
•

嘉
永
二
年
の
二
册
が
あ
る
が
、
何

れ

も

果

の

册 

子
で
あ
る
。
內
容
は
喈
雨
考
と
同
樣
で
、
從
っ
て
題
名
は
正
し
く
は
運
氣 

老
と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
金

氣
は
原
義
や
ゝ
異

お
。)

東
奧
、
・

W

津

8



大
定
撰
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
神
田
氏
の
文
中
の
島
津
大
定
『
七
曜
哺
雨
定 

老
』
は
未
見
な
の
で
そ
の
關
係
は
ま
だ
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
で
ゐ
る
。 

但
し
同
人
に
こ
の
ニ
著
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
盲
っ
て
も
、•

霎
氣
考
と
哺
雨
考 

と
が
全
く
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

.3..-(
仙
來
版)

暗
雨
考

谿
氷
三
年•

同

五

年•

明
治
二
年
の
分
を
所
藏

し
て
ゐ
る
。
型
は
雲
氣

天
學
士
、
武

田

良

岡•

村
田
尺
皱
一
十
著
と
な
っ
て
居
り
、
表
紙
に
は
土
御 

門
殿
御
免
の
印
が
捺
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
雲
氣
考
よ

り

一
府
名
古
屋
版 

の
哺
雨
考
に
近
く
、
殆
ん
ど
同
じ
と
言

っ
て
も
よ
い
位
で
あ
る
。

し
か
し 

こ
れ
が
雲
氣
考
と
ど
ん
な
關
係
に
な
る
の
か
は
未
だ
明
か
で
な
い
。
神
田 

氏
の
硏
究
に
よ
る
と
、
名
古
屋
版
で
も
土
御
門.
殿
御
免
の
印
が
捺
さ
れ
る 

や
う
に
な
っ
た
の
は
丁
度
こ
の
嘉
永
の
頃
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
何 

か
こ
の
頃
に
こ
の
雲
氣
考
と
晴
雨
考
と
を
交
替
さ
せ
る
や
う
な
？1T
柄
が
あ 

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
御
存
知
の
方 

は
御
敎
へ
願
ひ
た
い
。

『实
氣
考
』

の

表

紙

に

も

「
さ
く
た
め
し
」(

作

務

と
書
か
れ
て
ゐ
る 

や
う
に
哺
雨
考
の
類
の
必
要
は
多
く
農
作
の
た
め
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
こ 

れ
を
標
題
に
讀

っ
た
も
の
も
い
く
つ
か
存
在
す
る.
。
例
へ
ば
後
述
の
『时 

農
哺
雨
談
提
要
』

の
如
き
も
そ
れ
で
あ
る
が
、
ま
た

4

、
氣
候

醤

錄

な
ど
に
も
見
返
し
に
緩

と
い
ふ
冠
稱
が
附
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
も 

哺
雨
考
と
形
式
內
容

と
も
類
似
し
た
册
子
で
あ
る
。
所
藏
し
て
ゐ
る
の
は 

晴
雨
考
の
類
版
に
つ
い
て(

大
矢)

天
保
ハ
年s

も
の
で
あ
る
が
昭
和
十
八
年
十
一
月
發
行
の
鹿
田
松
雲
堂
の 

古

書

目

錄

「
古
典.
!

に
は
文
化
六•

九
・
十
一 
•

十
二
及
び
天
保
十
一 
• 

嘉
永
四
年
の
し
の
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
少
く
と
も
文
化
年
代
か
ら
存
在 

し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
り
、
名
古
屋
版
の
晴
雨
考
と
同
じ
程
度
の
古
さ
で
あ 

る
。
著
者
は
播
州
、.
西
城
戶
白

龍
(

卷
頭
に
は
西
城
戶
白m

菅
正
義
と
記 

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
序
文
で
見
る
と
管
は
管
原
の
省
で
あ
る)

で4

め
っ
て
、

尙
ほ
同
じ
目
錄
に
は

5

、
 

蓮

氣

考

Z-
京
、
江
回
弼)

の
安
永
ハ
年
及
び
寬
政
四
年
の
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
私 

は
未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
か
ら
見
て
、
哺 

雨
考
の
類
が
各
地
で
出
版
垃
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。 

以
上
は
す
べ
て
運
氣
論
彥

の
基
礎
と
し
た
も
の
で
お
つ
て
、
表
現
形 

式
も
大
體
似
て
ゐ
る
が
、
次
の

6

、
 

勸
農
晴
雨
談
提
耍 

,

に
な
る
と
、
同
様
に
每
日
の
晴
雨
は
記
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
基
づ
く
と
こ 

ろ
は
明
か
で
な
い
。
本
の
形
は
上
の
各m

と
大
體
同
じ
大
き
さ
の
册
子
で 

あ
っ
て
、
檻

泉

園

夫

逬 

住
吉
町
、
大
阪
屋
衣
四
郞
及
び
小
傳
馬
町
、
鱗 

形
屋
小
兵
衞
開
板
。
所
藏
し
て
ゐ
る
の
は
安
政
六
年
の
分
で
あ
る
が
、
京 

大
圖
-®
能

所

藏

の

『
測
址
方
書
目
書
』

に
よ
れ
ば
、
聶

の

測

扯

方

に

は 

安
政
三
年
か
ら
安
政
六
年
ま
で
の
分
が
保
管
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と.
が
分
る
。 

同
書
に
は
尙
ほ
弘
化
元
年
か
ら
文
久
四
年
ま
で
の
晴
雨
考
も
測
量
方
に 

納
本
さ
れ
保
管
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
納
入
は
前
年
十
二
月

六
九

・ゝ ー-1亠 maj.



ヽL

科

學

史

硏

究
,

第

人

號
 

若
く
は
そ
の
年
の
一
月
で
あ
る
。

尙
ほ
こ
の
晴
雨
考
の
類
の
出
版
は
明
治
初
年
で
終
っ
た
の
、で
な
く
、
數 

年
前
ま
で
發
行
さ
れ
て.
ゐ
た
攥

の
中
に
は
や
は
り
同
様
に
毎
日
の
晴
雨 

を
記
越
し
た
も
の
が4

め
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

し
かb

此
等
は
す 

べ
て
幾
来
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
變

っ
た
も
の
と
し
て
は
、
船
乘
の 

た
め
の 

•

船
乘
晴
雨
考
、
 

•

と
い
ふ
や
う
な
も
の
も
存
在
し
た
。
所
藏
し
て
ゐ
る
の
は
明
治
三
十
二
年 

の
分
で
あ
る
が
、
序
文
か
ら
見
る
と
こ
れ
が
第
一
、囘
で
あ
る
ら
し
い
。
三

・

ヒ
〇 

十

四

年

の

分

は

『
海
神
晴
雨
考
』
と

改
名
さ
れ
て

ゐ
る(

三
十
三
年
の
分 

未
見)

。

こ
れ
は
長
く
毛
利
家
の
船
頭
役
を
勤
め
た
と
い
ふ
宮
崎
喜
平
太 

の
著
す
と
こ
ろ
で
、
奧
付
に
は
若
者
は
當
時(

大
阪)

府

下

住.W

红

內
 

寄
留
と
な
っ
て
ゐ
る
。

以
上
晴
雨
考
の.
類
書
の
こ
と
を
記
し
た
が
、

こ
れ
以
外
同
樣
の
書
物
を 

御
存
知
で4

め
っ
た
ら
何
卒
御
敎
示
を
頂
き
た
い
〇
尙
ほ
材
料
の
冥
少
の
た 

め
の
誤
も
少
く
な
い
こ
と
と
考
へ
る
。

こ
れ
亦
御
敎
へ
願
へ
れ
ば
幸
ひ
の 

至
り
で
あ
る
。 

•
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戰

時

下

に

於

け

る

科

學•

技
術
史

最
近
銃
鐵
生
產
を
硏
究
課
題
と
し
て
我
國
の
此
方
面
の
主
な
科
學
技
術 

者
を
網
羅
し
て
結
成
さ
れ
た
某
委
員
會
が
或
る
熔
鑛
憾

の
内
部
の
溫
度
分 

布
を
測
定
し
た
。
熔
鑛
蛆
の
中
に
は
鑛
石
や
コ
ー
ク
ス
が
充
塡
さ
れ
て
居 

り
高
溫
度
の
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、

内
部
の
溫
度
測
定
は
容
易
で
は
な
い
。 

加
壁
に
孔
を
あ
け
て
壁
の
内
側
附
近
の
溫
度
を
熱
電
溫
度
計
で
記
錄
す
る 

こ
と
は
我
國
で
も
凹
く
前
か
ら
二
三
試
み
，ら
れ
て
ゐ
た
が
、
深
く
爐
心
部 

に
達
す
る
測
定
は
絕
無
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
多
數
で
は
な
い
が
測
定
結
果
が
發
表
さ
れ
て 

ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
外
國
の
先
例
を
文
獻
か
ら
參
照
し
た
上
で
、
相
當
大
仕 

掛
で
あ
る
が
何
人
も
か
か
っ
て
嵋
胸
部
の
上
段
及
び
中
段
に
多
瞰
の
接
黠 

を
有
す
る
熱
電
對
を
打
込
ん
で
測
っ
て
見
る
と
意
外
な
班
實
が
判
明
し
た
。 

卽
ち
ア
メ
リ
カ
の
數
例
は
何
れ
も
不
程
高
溫
で
同
水
準
で
の
溫
度
分
布
は 

可
成
り
均
等
で
あ
る
の
に
、

こ
ち
ら
の
はW

字
形
に
等
溫
線
が
深
く
下
に 

喰
ひ
込
ん
で
上
段
で
は
爐
心
が
攝
氏
千
度
以
上
爐
壁
が
八
、
九
百
度
に
達 

す
る
の
に
、
そ
の
中
間
に
驚
く
勿
れ
唯
の
三
十
度
位
の
簡
所
が
あ
る
、
中 

段
で
も
百
度
位
ま
で
し
か
な
っ
て
居
な
い
。

こ
れ
で
は®

と
し
て
の
有
效 

な
容
積
は
僅
が
で
公
稱
何
百
噸
の
爐
で
も
實
横
が
そ
の
何
割
に
し
か
な
ら 

ぬ
の
も
當
然
で
、

こ
の
や
う
に
不
均
等
で
は
爐
壁
の
損
傷
も
甚
し
い
上
に
、 

戰
時
下
に
於
け
る
科
學•

技

術

史(

天
野)

天 

野

•

淸 

棚
吊
り
等
の
頻
發
に
よ
っ
て
能
率
は
益
、、
低
下
す
る
。 

一
體
ど
う
し
て
此
の
様
な
班
實
が
今
迄
看
過
さ
れ
て
居
た
の
か
、
そ
れ 

は
技
術
者
の
怠
慢
で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
で
濟
め
ば
實
は
病
根
は
ま
だ 

淺
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銃
鐵
で
な
く
て
、
鋼
鐵
の
方
で
は
何 

年
か
以
前
か
ら
兵
鬣
特
殊
鋼
材
の
自
給
の
た
め
に
平
憾
内
の
熔
蹈
の
溫 

•

度
測
定
に
就
て
は
、
我
國
で
も
相
當
硏
究
が
進
み
、
少
く
，と
も
外
國
で
ま 

だ
發
表
さ
れ
た
こ
と
の
無
い
や
う
な
資
料
が
按
ら
れ
て
居
る
。
製
品
の
用 

途
や
性
能
と
の
直
接
性
の
點
で
、
ま
た
實
驗
室
的
な
硏
究
に
近
い
點
で
、
 

銚
よ
り
ま
づ
鋼
が
、
最
よ
り
も
質
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
我
國
の
重
工 

業
(

乃
至
軍
需
工
業)

の
特
殊
な
性
格
か
ら
も
當
然
で
あ
っ
た
。 

現
在
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
熔
鑛
爐
、
廣
く
製
鐵
技
術
設
備
は
盡
く
輸
入 

さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
も
過
一
言
で
な
い
。
和
錮
和
鐵
が
何
故
に
消
滅
し
た 

か
を
分
析
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
輸
入
さ
れ
た
熔
鑛
爐
に
輸
入
鑛
石 

を
入
れ
て
外
人
技
俪
か
ら
指
導
さ
れ
た
技
術
を
傳
へ
て
居
る
間
は
比
較
的 

問
題
は
な
い
。
國
產
の
耐
火
煉
瓦
で
新
し
く
憾
を
築
い
て
、
品
位
の
低
い 

鑛
石
、
茨
分
が
多
い
コ
ー
ク
ス
を
用
ひ
る
と
な
る
と
、
そ
こ
に
異
常
な
現 

象
が
起
る
。
否
、
異
常
で
は
な
い
當
然
起
る
べ
き
も
の
が
起
っ
て
來
る
。 

元
來
熔
鑛
憾
の
や
う
な
大
仕
掛
け
な
對
象
は
そ
の
發
達
の
歷
史
に
徵
し

七

ー
-
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て
も
精
密
科
學
的
に
取
扱
へ
る
の
は
極
め
て
原
則
的
な
ー
小
部
分
で
あ
っ 

・
て
、
そ
の
作
業
内
容
の
大
部
分
は
長
年
月
の
經
驗
に
依
て
操
業
法
が
投
得 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
熔
鑛

熾

の

耀g

も
十
九
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
や 

ド
イ
ツ
で
小
規
模
な
爐
に
就

てc  u
c
g
d
H
y

で
漸
次
に
形
成
さ
れ
た 

の
で
あ
る
。
斯
の
や
う
な
經
驗
主
義
で
出
來
上
っ
た
も
の
の
特
徴
と
し
て
、 

そ
の
各
部
分
の
形
狀
等
に
は
嚴
密
な
理
論
的
根
據
を
求
め
る
方
が
無
理
か 

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
時
と
處
に
制
約
さ
れ
た
經
驗
は
そ
の
ま\

我
々
に 

使
へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
完
成
さ
れ
た
形
態
を
隸

入
し
た
我
々
は 

そ
れ
に
達
す
る
歴
史
的
道
程
を
消
化
し
て
は
居
な
い
。
袈
入
す
る
鑛
石
や 

コ
ー
ク
ス
の
質
が
進

っ
て
く
れ
ば
單
な
る
經
驗
の
歷
史
的
產
物
は
鵜
呑
み 

に
は
出
來
な
い
酱
で
あ
る
。
我
國
で
は
一
體
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
様
な 

和
く
高
いM

で
よ
い
の
か
、
高
さ
と
徑
の
比
例
か
ら
し
て
が
問
題
に
な
り 

始
め
ゝ
た
。
實
際
棚
吊
り
の
現
象
な
ど
は
相
當
こ
の
比
例
に
關
聯
が
あ
り
さ 

う
に
思
は
れ
る
。 

• 

外
四
の
銃
鐵
が
安
く
て
熔
鑛
爐
數
を
減
ら
せ
等
と
言
っ
て
ゐ
た
時
代
に 

能
率
を
上
げ
る
た
め
に
計
器
を
購
入
し
手
間
を
か
け
て
、
熔
鑛
鰹
の
内
部 

溫
度
分
布
を
硏
究
す
る
等
と
言
っ
て
も
そ
の
や
う
な
技
師
は
相
手
に
さ
れ 

な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
學
校
で
外
國
文
默
に
あ
る
熔
鑛
強
の
構
造
や
反
應

七
二 

の
原
則
を
講
義
さ
れ
れ
ば
、
後
は
現
場
で
短
期
間
見
習
っ
て
、
机

の

前

に
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坐
れ
ば
、
硏
究
は
な
く
な
っ
て
了
ふ
。

こ

れ

は

世

界

經
濟
や
我
国
の
举
 

業
機>

の
大
き
な
・
壓
力
か
ら
必
然
的
に
生
れ
た
来
實
で
あ
る
。

こ
の
全
國 

的
な
傾
向
を
反
撥
し
匸
有
時
の
た
め
に
、
ぐ
ん
ぐ
ん
硏
究
さ
せ
る
と
い
ふ
，
 

様
な
强
力
に
し
て
達

識

の(

恐
ら
く
超
人
的
な)

指
導
者
は
殘
念
乍
ら
居 

な
か
っ
た
。
今
日
大
型
熔
鑛
爐
が
例
へ
ば
诫
蓋
の
改
造
か
裝
入
物
の
混
合
、
 

理
備
的.
處

理
位
で
能
率
が
上
れ
ば
そ
れ
は
小
型
熔
鑛
诫
何
基
か
を
築
い
た 

の
に
比
敵
す
る
。
し
て
見
れ
ば®

要
技
術
の
技
術
的
發
展
の
歷
史
を
そ
の 

母
國
の
姑
殊
性
と
我
國
の
特
殊
性
と
を
對
照
さ
せ
な
が
ら
克
明
に
分
析
す 

る
こ
と
に
よ
り
、
巡
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
更
に
政
治
經 

濟
の
歴
史
の
大
き
な
觀
點
か
ら
見
る
と
後
進
性
の
刻
印
を
負
は
さ
れ
て
居 

た
我
國
の
產
業
技
術
に
は
數
多
く
の
技
術
の
形
骸
だ
け

の
輸
入
が
暴
鋸
さ 

れ
、
そ
れ
は
技
術
的
分
析
と
相
俟
っ
て
改
艮
の
指
針
を
提
供
す

る

に
相
違 

な
い
。
豈
熔
鑛
婕
O-
み
に
止
ま
ら
ん
や
で
あ
る
。
緊
急
を
要
す
る
軍
事
技 

術
產
業
に
も
世
界
史
的
洞
察
力
で
武
裝
し

た

一
人
の
逹
眼
の
科
聲
史
家
あ 

れ
ば
意
外
な
晦
路
の
發
見
を
期
待
し
て
も
決
し
て
見
當
違
ひ
で
は
な
い
で 

あ
ら
う
〇, 

ヽ



第
一
次
歐
洲
大
戰
中
の
ド
イ
ツ
の
細
胞
學

:

湯 

淺 

明

戰
時
下
に
あ
っ
て
、
緊
急
を
要
す
る
い
ろ
い
ろ
の
硏
究
の
あ
る
中
に
、
 

基
礎
的
な
硏
究
は
、
た
と
へ
硏
究
者
の
數
は
少
く
な
く
て
も
、
確
實
に
行 

は
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
知
識
の
貧
困
に
途
方
に
く
れ
る
と
き
が
必
ず
あ
る 

こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
細
胞
學
な
ど
は
基
礎
的
の
硏 

究
の
一
つ
に
瞰
へ
て
も

よ

い
が
、
生
物
學
の
一
冠
要
部
門
と
し
て
、
根
本 

的
硏
究
の
一
つ
と
し
て
見
の
が
す
こ
と
ば
で•
き
な
い
。
生
物
學
が
戰
爭
と 

關
聯
し
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
、
私
達
の
最
も
重
要
視
す
べ
き
こ
と 

の
一
っ
た
る
盒
料
增
產
を
老
へ
て
み
て
も
、
戰
場
に
銃

後

-IC
決
し
て
缺
け 

て
は
な
ら
な
い̂

學
の
こ
と
を
考
へ 

て
み
て
も
す
ぐ
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ 

で
あ
り
、
ま
た
私
達
の
科
學
的
精
神
を
や
し
な
ひ
、
硏
究
の
焦
度
や
方
法 

に
つ
い
て
說
き
示
す
の
に
生
物
學
く
ら
ゐ
入
り
易
く
、
學
び
や
す
く
、
し 

か
も
結
果
の
大
き
い
も
の
も
少
い
で
會
うa

生
物
學
が
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
基
礎
知
識 

を
構
成
す
る
細
胞
學
が
、
ま
た
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
る
こ
と
を
認 

め
て
も
よ
い
と
思
ふ
。
ま
た
特
殊
の
盘
味
で
細
胞
學
は
、

い
ろ
い
ろ
の
學 

の
分
野
に
結
び
つ
い
て
を
り
、
特
に
碍
學
、
香

學

や

健

生

學
と

は

切

離 

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

り

廣
く
大
き
く
と
い
ふ
こ
と
は
望
め
な
い
が
、
細
く
て
も
カ
强
く
、
脈
 々

第
一
次
欧
洲
大
戰
中
の
ド
イ
ツ
の
細
胞
學(

参
淺)

と
し
て
絕
え
な
い
强
靱
性
を
も
っ
て
績
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
表
面M

 

に
見
て
、
、
直
接
戰
爭
に
關
係
が
た
い
や
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
中
に
含
ま 

れ
る
多
く
の
示
唆
と
、
暗
示
と
、
實
際
上

の

舉

に

つ

い

て

は

、
餘
り
に 

も
人
が
う
か
つ
で
あ
る
。

第
一
次
歐
洲
大
戰
に
際
し
て
、
難
局
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
こ 

の
點
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
證
據
に
は
大
正
三

年
(

一
九
一
四)

か 

ら

大

正

七

年(

一
九
一
八)

に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
に
出
版
さ

れ

て

ゐ

侖
 

誌
類
を
通
し
て
、
行
は
れ
て,
ゐ
た
主
と
し
て
細
胞
學
の
硏
究
に
つ
い
て
し 

ら
べ
て
み
る
と
、

こ
の
班
實
を
大
體
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
巾
に
見
ら
れ
る
や
う
な
基
礎
的
の
硏
究
が
何
の
た
め
に
行
は
れ
た
か 

を
深
く
味
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
硏
究
を
拾
ひ
出
し 

て
み
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
戰
前
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
て
、
ち
ゃ
う 

ど
戰
爭
中
に
發
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
戰
爭
中
に
行
は
れ 

一
J

ゐ
て
、
戰
後
に
發
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

し
た
が
っ
て
正 

確
に
戰
爭
中
に
行
は
れ
た
と
は
い
ひ
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
體
の 

動
向
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
ふ
。

ヘ
ー
バ
ー(

一
九
一
四)

の
細
胞
や
組
織
の
熔
學
の
著
・
述
、

リ
ド
フ

・
七
三 

—
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・
ル
ス
(

一
九
一
五)

の
原
形
質
や
細
胞
構
造
に
つ
い
て
の
も
の
、

メ
ー 

ぢ

ス(

一
九
一
七
】

の̂

^

の

蕭

に

つ

い
て

の

硏

究

、
卵
分
割
に 

つ
い
て
の
も
の(

一
九
一
四)

、
ル
ム
ブ
ラ
ー
(

一
尢
一
四)
,

の
原
形
質
の 

構
成
に
つ
い
て
の
も
の
な
ど
が
み
ら
れ
る
。 

・
 

ま
た
ア
レ
キ
シ
ェ
フ(

一
九
一
七)
•

の

バ

ク

テ

リ

ア

に

つ

い

て
 

の・
も
の
、

ア
ン
ド
リ
。
ス
(

一
九
一
五)

の
細
胞
に
對
す
る
遠
心
力
の
影 

響
、
ボ
ヴH

リ
ー•
(

一
九
一
四)

の
腫
瘍
に
つ
い
て
の
も
の
、
ブ
ル
ゲ
フ 

(

一
九
一
四
、

一
九
一
五)

の

藻

菌

類

に

關

す
る
も
の
、

コ
レ
ン
ス
の 

メ
ラ
ン
ド
リ
。
ム
に
關
す
る
も
の
、

ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(

一
九
一
六
、 

一
九
一
七)

の
性
に
關
す
る
も
の
、
交
叉(

一
九
一
七)

、
間

性

^2
九
一 

九)

に
關
す
る
も
の
、

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド(

一
九
一
八)

の
生
理
學
的
植 

物
解
剖
學
に
つ
い
て
の
著
述
、
カ
ル
ス
テ
ン(

一
九
一
五)

の
生
長
過
期 

に
つ
い
て
の
も
の
、

ク

ニ

ー(

一
九
一
五
、

一
九
一
六
、

一
九
一•

七)

の 

菌
類
に
つ
い
て
の
硏
究
、

キ
ュ
ス
タ
ー(

一
九
一
八)

の
液
胞
、
生
體
染 

色
(

一
九
一
八)

に
關
す
る
も
の
、

レ
ー
シ

ン(

一
九
一
四)

の

コ
ン
ド 

リ
オ
ゾ
ー
ム
に
關
す
る
も
の
、

メ
ー
ヤ

ー
(

一
九
一
六)

の
コ
ン
ド
リ
オ 

ゾ
ー
ム
に
つ
い
て
の
も
の
、
仁
に
つ
い
て
の
も
の(

一
九
一
七)

、
ポ
ポ
フ 

(

一
九
一
六)

の

細

胞

の

舉

、

レ
ン
ナ
ー(

一
九
一
六
、

一
九
一
七)

の 

マ
ッ
ヨ
ヒ
グ
サ
の
細
胞
學
的
硏
究
、

シ
ュ
ー
ル
ホ
フ(

一
九
一
九)

の
雄
性 

核
、
ザ

イ

ラ

ー(

一
九
一
七)

の
鱗
翅
類
の
細
胞
學
、

シ
ュ.
ヘ
マ
ン(

一

七
四 

九
一
八
、

一
九
一
九)

の
動
物
分
化
、

テ
ィ
ジ
ュ
ラ
ー
(

一
九
「
六)

の 

染

簷
a

や
形
、

ウ
ィ
ン
ク
ラ
—
(

一
九
一
六)

の
ナ
ス
科
植
物
の
接
木 

雜
種
に
つ
い
て
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

フ
ェ
ア
ヴ
オ
ル

ン(

一
九
一
九)

の
生
理
學
の
著
述
、
 

,

メ

ー

ヴ

ス(

一
九
一
八)

の

植

驚

子

、

ハ
ル
ト
マ
ン(

一
九
一
九)

の 

ク
ロ
ロ .
コ
ー
一
か
ム,
の
細
胞
學
、
ブ

フ

ナ

ー(

一
九
一
五)

の
細
胞
學
敎
科 

書
、
ブ
ル
ゲ
・
フ(

一
九
一
五)

の
性
、
變
異
性
、
遗
傳
な
ど
に
つ
い
て
の 

も
の
、

ハ
ル
ト
マ
ン(

一
九
一
八)

の
原
生
動
物
の
受
縉
、

ク

ニ

ー(

一
 

九
一
九)

の

形

囂

的

、
生
理
學
的
に
み
た
性
分
化
、

コ

レ

ン

ス

仝

九 

一
三)

の
植
物
の
性
の
決
定
、

ハ
ル
ト
マ.
ン
(

一
九
一
八)

の
ク
ラ
ミ
ド 

モ
ナ
ス
、
藻
菌
類
や
蜜
蜂
な
ど
の
遺
傳
、、
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー(

一
九
一
六)

の 

染
色
體
變
瞰
の
異
常
な

植
物
の
實
爵
硏
究
、

シ

ョ

ペ
マ
ン(

一
一
九
一
八)
 

の
胚
の
器
官
決
定
に
つ
い
て
の
も
の
な
ど
を
拾
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
ら
は
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
が
、
生
物
學
全
般
に
つ
い
て
は
多
大
の 

基
礎
的
硏
究
が
行
は
れ
、
ま
た
發
表
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
な 

ほ
多
く
を
數
へ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
ふ
。

第
一
次
歐
洲
大
戰
後
、
ド
イ
ツ
の
生
物
學
が
さ
ら
に
、
著
し
い
發
展
を 

示
し
て
ゐ
る
の
は
、
戰
爭
中
の
こ
れ
ら
硏
究
の
確
實
な
進
步
に,
よ
る
こ
と 

が
大
で
あ
る
。 

/
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戰
爭
と
化
學
に
つ
い
て
の
斷
片

田 

中

•

實

(
1
)

戰
時
に
お
け
る
化
學
雀
業
は
兵
需
改
艮
の
要
求
、
勢
力
圈
外
か
ら
の
物 

資
轍
入
の
遮
斷
及
び
龙
大
な
消
昶
の
た
め
に
、.
次
の
や
う
な
課
題
を
解
決 

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。⑴

必
要
な
化
學
生
產
を
勢
力
圈
内
で
手
に
入
る 

原
料
で
ま
に
あ
は

す

こ

と(

新
資
源
及
び
平
時
淹
業
が
問
題
に
し
な
か
っ 

た
貧
資
源
の
開
發
と
利
用
、
源

料

の

曇

、
代
用
資
材
の
製
造
等)
⑵

優 

秀
兵
器
資
材
の
製
造
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
企
業
形
態
の
戰
時
化
と
と
も 

に
、
硏
究
者
の®

時
的
組
織
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
生
魂
部 

面
に
つ
い
て
共
通
で
亠
め
る
。
戰
時
に
お
け
る
生
產
の
課
題
と
硏
究
活
動
の 

あ
り
方
と
は
、
科

學
•

技
術
の
水
準
と
社
會
發
展
の
段
階
と
に
よ
っ
て
制 

約
さ
れ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
化
學
は
物
質
の
生
產
技
術
の
基
礎
と 

な
る
能
力
を
持
つ
こ
と
に
一
つ
の
存
在
理
rh
を
有
す
る
學
問
で
あ
る
の
で
、
 

戰
時
に
お
け
る
化
學
及
び
化
學
蛊

員

の
任
務
は
總
力
戰
が
戰
は
れ
て
ゐ 

る
今
日
と
く
に
廣
汎
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
二
三
の
斷
片
を
記
し 

た
い
。

(
2
)

革
命
期

の

フ
ラ
ン
ス
は
列
國
の
干
涉
に
よ
っ
て
强
立
化
し
た
た
め
に
、
 

化
學
の
動
員
に
つ
い
て
近
代
的
先
例
を
示
し
た
。

一
七
九
四
年
公
安
委
負 

戰
爭
と
化
學
に
つ
い
て
の
斷
片
(

田
中)

會
は.
ヘ
ル
ト
レ
、

フ
ー
ル
ク
ロ
ア
ヽ
ド•

モ
ル
ヴ
ォ
ー
ら
の
化
學
者
を
會 

議
に
召
集
し
軍
需
資
材
の
生
髯

法
を
討
議
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
從

來

、
 

主
と
し
て
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
た
硝
石
の
國
內
生
產
、

ド
イ
ツ 

や
ス
エ
ー
デ
ン
か
ら
のB

入
に
依
存
し

た

銅
を

毒

の

鐘
か
ら
囘
收
す
る 

こ
と
、
火
藥
及
び
鋼
の
般
造
な
ど
の
緊
急
問
題
が
懈
決
さ
れ
た
。
水
素
ガ 

ス
輕
氣
球
は
は
じ
め
て
軍
用
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
必
要
な
水
素
ガ
ス
を
發 

生
さ
せ
る
方
法
と
し
て
硫
酸
の
消
費
を
避
け
る
た

め

に
(

硫
酸
原
料
の
硫 

黃
は
火
藥
原
料
で
あ
っ
た)

、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
の
方
法
に
從
っ
て
水
蒸
氣
を 

灼
熱
し
た
鐵W

上
に
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
、
ド
•

モ
ル
ヴ
ォ
ー
ら
の
提
談 

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
化 

舉
動
負
は
單
純
で
あ
っ
た
。
戰
爭
遂
行
に
必
須
の
化
學
生
產
は
火
藥
と
金 

屬
の
二?n

類
に
限
ら
れ
た
。
少
數
の
化
學
者
が
持
ち
合
せ
の
知
識
を
比
較 

的
單
純
な
生
産
技
術
に
移
せ
ば
用
は
足
り
た
。
都
合
の
よ
い
こ
と
に
、

フ 

ラ
ン
ス
の
化
學
者
は
技
術
的
造
詣
の
深
さ
に
お
い
て
他
國
の
化
學
者
を
凌 

い
で
ゐ
た
。
單
純
で
は
あ
っ
た
が
か
う
し
た
動
員
は
フ
ラ
ン
ス
の
危
殆
を 

救

ふ
の
に
役
立
っ
た
。
そ
し
て
科
學
の
實
踐
的
意
義
の
痛
切
な
認
識
か
ら 

戰
後
に
エ
コ
ー
ル•

ポ
リ
テ
ク­
ー
ク
は
創
設
さ
れ
た
。

(

3

)

85 

' 

/

七
五



科

學

史

硏

究 

第

八

號
 

爾
後
一
世
紀
の
問
、
歐
米
諸
國
が
資
本
主
義
の
成
一
長
の
波
と
と
も
に
經 

驗
し
た
い
く
つ
か
の
戰
爭
は
、
主
と
し
て
殖
民
地
侵
略
戰
で
あ
っ
て
、
列 

强
が
資
源
遮
斷
の
も
と
に
戰

ふ
と
い
ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
歐
米
諸
國
で 

は
軍
需

橐

は

獨

立

し
た
最
も
利
潤
の
多
い
大
企
業
と
な
り
、
軍
需
品
何 

社
の
國
際
的
カ
ル
テ
ル
、

ト
ラ
ス
ト
の
設
立
と
い
ふ
奇

妙

な

現

象(

ノ
ー 

.
ヘ
ル•

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト•

ト
ラ
ス
ト
の
設
立
は
一
八
ハ
六
年)

が
起
っ
た
。 

こ
の
間
、
軍
ネ
に
關
す
る
限
り
化
學
の
參
加
は
火
藥
と
冶
金
に
集
中
さ
れ 

た
こ
と
、
冇
機
合
成
と
相
律
の
發
展
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
二
部
門
の
著
し
い 

發
達
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
注
意
に
値
ひ
す
る
。

一
八
ハ
九
年

の

ヘ
ー
グ 

條
約
はS

ガ
ス
の
使
用
を
禁
止
し
た
。

し
か
し
そ
の
頃®

ガ
ス
戰
は
ま
だ 

可
能
性
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
た
。
化
學
企
業
の
規
模
と
、
技
術
の
高
さ
が
十 

九
世
紀
的
水
準
を
飛
躍
的
に
乘
り
越
え
た
前
世
界
大
戰
に
、
化
舉
戰
は
は 

じ
め
て
現
實
化
し
た
。

, 

(
4
)

一
九
一
四
—
・一
 

ー
ハ
年
の
大
戰
に
お
い
て
、
化
學

の

役

割

は

「
火
藥
と
金 

@

の
埒
を
越
え
た
。
化
學
薩
業
の
全
部
門
、
理
論
的
化
學
及
び
化
學
技 

術
學
の
全
分
野
が
擧
げ
て
戰
爭
目
的
に
そ
の
活
動
を
集
中
し
た
こ
と
は
こ 

こ
に
述
べ
る
ま
で％

な
い
。
化
學
者
は
革
命
フ
ラ
ン
ス
の
化
學
者
と
ち
が 

っ
て
、
あ
り
合
せ
の
知
識
で
は
そ.
の
任
務
を
果
し
得
な
く
な
つ
た
。
徹
底 

的
な
總
力
戰
を
戰
ふ
た
め
に
は
、
質
的
に
も
虽
的
に
も
す
ぐ
れ
た
化
學
產 

業
の
背
後
に
硏
究
者
の
よ
く
組
織
さ
れ
た
軍
團
の
存
在
が
必
要
と
な
っ
た
。 

ま
た
一
般
的
に
、
兵
器
技
術
だ
け
が
軍
用
技
術
で
あ
り
、
兵
薜
工
場
だ
け 

が
軍
需
工
場
で
あ
る
と
い
ふ
古
い
あ
り
方
は
揚
乘
さ
れ
た
。
前
大
戰
に
お

七
六 

け
る
ド
イ
ツ.
の
化
學
が
科
舉
動A

の
典
型
を
示
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
ほ
・
 

り
で
あ
る
。
戰
爭
渤

發
の
一
年
前
にL

e
p
s
i
u
s

は
書
い
た
。(

D
e
u
f
s
c
r

 

lands

 

C
h
e
i
n
i
s
c
h
e

 

I
n
d
u
s
t
r
i
e

 

1
8
S
8
1
0
1

5?B
e
r
l
i
n

 

1
9
1
4

 

刊)

「自 

働
車
瞰
の
坷
加
——

そ
れ
は
畜
力
の
廢
止
に
よ
っ
て
人
間
の
食
粗
の
節
約 

を
來
す!
!

に
よ
っ
て
ゴ
ム
の
需
要
は
年
々
に
急

増

し
た
。
:
:

ド
イ
ツ 

は
ハ
萬
來
の
自
働
車
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
ゴ
ム
を
外
四
か
ら
輸
入
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
キ
ー
ル

のH
a
r
r
i
e
s

の
舉
術
的
硏
究
と 

D
u
i
s
b
e
r
g
,

の
活̂

な
指
導
の
も
と
にF

r
i

s-n
o
f
l
u
a
m
l

と
そ
の̂
 

者
に
よ

っ

て

エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
染
料
工
場
に
お
い
て
行
は
れ
た
硏
究
は
、
 

旣
に
人
造
ゴ
ム
の
工
業
的
製
造
へ
の
道
を
示
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
よ
り
ド 

イ
ッ
の.
コ
ム
需
要
及
び'
±J
そ
ら
く
は
世
界
の
需
要
が
滿
さ
れ
る
や
う
に
な 

る
で
あ
ら
う
。
」
卽
ち
ド
イ
ツ
は
大
戰
前
旣
に
、
經
濟
的
目
的
か
ら
で
は
あ 

っ
た
が
、
優
秀
な
化
學
者
、
化
舉
技
術
者
、
化
學

工

場

の

緊

密

な

霜

。 

も
と
に
、
人
造.
コ
ム
製
造
の
硏
究
を
す
す
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は 

ド
イ
ツ
化
學
の
戰
時
的
活
動
が
一
夜
漬
け
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
語 

る
一
例
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
軍
の
毒
ガ
ス
戰
を
可
能
に
し
た
'4>
の
が
、
染
料 

工
業
の
戰
時
編
成
替
へ
で
あ
っ
た
こ
と.
は
餘
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
5
)
 

前
大
戰

に

お

い
て
ド
イ'y

が
化
學
者
を
强
力
な
軍
團
と
し
て
組
織
し
、
 

フ
ラ
ン
ス
が
後
に
ド
イ
ツ
に
な
ら
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

モ
ー
リ
ス• 

バ

レ

ス

の

「
科
學
の
動
員
」
に
洋
し
い
。

ア
メ
リ
カ
の
化
學
者
動
員
rx
つ 

い
て
は
、
大
戰
中
の
ア
メ
リ
カ
化
舉
雜
誌
に
散
見
さ
れ
る
。J

 o
u
r
n
a
l

 

o
f  

.
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 i
m
d

 
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g

 c
h
e
n
l
i

s..
r
y  

の
第
十
卷
(

一
九
一
八

186



年)

に
は
、P

a
r
s
o
n
s

 

が T
h
e

 .
A
m
e
r
i
c
a
n

 C
h
e
m
i
s
t

 

h
i  W

a
r
f
a
r
e

 

(

同
年
九
月
十
日
の
講
演)

と
い
ふ
題
で
化̂

者

動

負
の
篇
を

ま
と

め
て 

ゐ
る
。
次
に
そ

の

一
部
の
摘
要
を
記
す
。

一
九
一
七
年
二
月
化
學
者
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
は
國
防
調
査
何 

長
の
委
囑
に
よ
りB

u
r
。

〇
f  M

i
n
e
s

の
辰
官
と
ア
メ
リ
カ
化
學
會
書
記 

が
協
力
し
て
實
施
し
た
の
で
あ
る
。
同
月
ア
メ
リ
カ
化
學
轲
は
會
丧
の
名 

を
も
っ
て
、

い
か
な
る
班
態
の
も
と
に
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
蠶
に
忠
誠
を 

盡
す
べ
き
要
詰
を
全
會
員
に
送
っ
て
囘
答
を
取
っ
た
。
ま
た
同
月 

の
將
令
に
よ
っ
て
化
學
會
書
記
は
陸
軍
大
臣
に
對
し
て
同
様
な
ア
ド
レ
ス 

を
提
出
し
た
。
四
月
十
一
日
ア
メ
リ
カ
化
學
會
の
大
會
が
カ
ン
サ
ス
市
で 

開
か
れ
、
化
學
者
を
そ
の
特
殊
能
力
に
適
し
た
配
置
に
つ
け
る
こ
と
が
戰 

爭
遂
行
上
必
要
と
信
ず
る
と
い
ふ
決
議
を
採
擇

し
た
。

「
・••
•

該
職

業

二 

於
テ
經
嗷
ア•
ル
者
二
對
ス
ル
戰
場
勤

務

ノ
囘
避

ヲ
希
求
ス
ル
ニ
非
ル
モ
、
 

吾
人
ハ
特
殊
能
カ
ア
ル
者
ハ
共
ノ
般
善
ヲ
爲
シ
得
ベ
キ
仕
班

ー
ー
配
置
セ
チ 

ル.
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
信.
ス:

：
1-
と
決
議
錄
は
記
し
て
ゐ
る
。 

化
學
者
調
査
の
リ
ス
ト
は
軍
要
員
た
る
化
學
者
の
配
置
に
最
大
限
に
利 

用
さ
れ
、B

u
r
o

 

o
f

 M
i
n
e

 b

と
ア
メ
リ
カ
化
學
會
と
が
そ
の
来
務
に
當 

っ
た
。
ま
た
化
學
者
に
し
て
軍
人
と
し
て
徴
募
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
、
 

测
爲
に
よ
っ
て

そ
の
處
置
を
定
め
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
は
化
學
者 

と
し
て
の
勤
務
に
就
か
せ
る
こ
と
が
行
は
れ
た
。

化
學
者
を
大
量
に
戰
時
勤
務
に
つ
け
た
の
は
、
毒
ガ
ス
硏
究
の
仕
班
で 

あ
っ
た
。
こ
れ
を
組
織
し
た
の
はH

•
M
a
n
n
i
n
g

で
、
は

じ

め

はB
u
r
o

 

o
f  M

i
n
e
s

の

醫

で

、

一
九
一
七
年
七
月
以,
降
は
陸
海
軍
か
ら
の
基
金 

戰
爭
と
化
學
た
つ
い
て
の
斷
片
(

田
中)

に
よ
っ
て
仕
来
を
進
め
た
。

こ
の
た
め
に
中
央
硏
究
所
を
ワ
シ
ン
ト
ン
郊 

外
のB

u
r
。

of M
i
n
e
s

の
試
驗
所
に
證
き
、
二
十
以
上
の
大
學
、
硏
究
所
に 

支
所
ま
た
は
協
力
者
を
置
き
、
ほ

か

にN
a
t
i
o
n
a
l

 C
a
r
b
o
n

 c
o
m
p
a
n
y
-

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 

E
l
e
c
t
r
i
c

 L
a
m
p

 .
A
s
s
o
c

 E
i
o

 n

 

そ
の
他
の
化

學

關

係
®
 

體

が

協

力

し

た

。

こ

の

組

織

は

工

九
一
八
年

六
月
に
は

C
h
e
m
i
c
a
l

 

Warfare

 S
e
r
v
i
c
e

の
所
管
に
移
っ
た
。
そ

の

當

時

七
〇
〇
名
以
上
の 

化
學
者
が
ガ
ス
兵
眾
、
ガ
ス
マ
ス
ク
、
防
毒
、
芻

毒

ガ

ス

の

製
造
、
煙 

莊
、
火
焰
放
射
器
等
々
の
化
舉
'®
に

關

.'r

る
多
瞰
の
問
題
の
硏
究
を
行
っ 

て
ゐ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
化
學
者
に
對
す
る
補
助
要
員(

ネ
務
負
、
電
氣 

工
、
ガ
ラ
ス
工
、
機
械
工
、
寫
眞
工
、
勞
務
者
等)

は
ー
ー
〇
〇
名
に
の 

ぼ
り
、
全
體
と
し

て

一
八〇

〇
名
か
ら
成
る
化
學
戰
硏
究
團
が
つ
く
ら
れ 

た
の
で
あ
る
。

ー
九
一
八
年
六
月
に
は
よ
り
徹
底
的
な
機
關
た
るC

h
e
m
i
c
a
l

 

s
e
r
v
,

 

i
c
e  

s
e
c
t
i
o
n

 

o
f  

b
h
e

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 A
r
m
y

 

が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
は
筆 

者
の
記
す
と
こ
ろ
を
引
用
す
れ
ば
、
「
軍
祈
化
學

史

に

お

け
る
エ
ポ
ッ
ク 

を
な
す
」
も
の
で
、
「
化
學
を
股
爭
に
關
係
づ
け
る
こ

と

を

唯

一
・
の
目
的
と 

し
て
最
初
に
組
織
さ
れ
た
軍
團
」
で
あ
っ
て
、
「
軍
班
學
の
獨
立
部
門
と 

し
て
化
學
を
認
識
し
た
點
で
、

い
か
な
る
戰
爭
に
も
、

い
か
な
るR

に
も 

さ
き
に
は
そ
の
例
を
見
な
い
も
の
」
で
あ
っ
た
。

,
(
6
)

前
揭
雜
誌
に
は
、
前

薬

大

翳

發
の
篩
年
た
る
一
九

一
三
年
と
大
戰 

た
け
な
は
な
る
一
九

一
七
年
の
ケ
ミ
カ
ル•

ア
ブ
ス
ト
ラ
タ
ッ
に
載

っ
た 

諭
文
の®

を
比
較
表
示
し
て
ゐ
る
の
で
、
資
料
と

し
て

-W
錄
す
る
。
ド
イ 

-

» 

, 

七
七
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學

史

硏
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第

八

號 

ッ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
關
す
る
瞰
は
文
隊
の
入
手
不
可
能
な
た
め
に
不
完 

全
で
あ
る
が
、
だ
い
む
い
公
平
な
つ
も
り
で
あ
る
と
维
者
は
述
べ
て
ゐ
る
。 

日
本
の
文
獻
數
は
一
九 

ニ
ー
一
年
ま
で
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ツ
に
は
一
部
分
を 

集
錄
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
。
维
者

は

一
九

一
七
年
の
姒
字
は
平
陆

の 

そ
れ
と
異
っ
て
、
硏
究
の
祕
密
保
持
、
獨
埃
雜
誌
の
不

/？,f

等
の
た
め
に
、
 

必
ず
し
も
化
學
硏
究
の
水
準
の
計
最
と
は
為
し
難
い
け
れ
ど
も
、
大
體
を 

察
す
る
目
安
に
は
な
る
だ
ら
う
と
書
い
て
ゐ
る
。

(a)"

南
米
諸
國
を
一
九 

二
ニ
年
に
は
集
錄
な
き
た
め
の
增
加

抄錄の數:抄錄の數 百分率 可分率
313) (1917) <1913) (1917)

ア メ リ カ 3940 4602 21.1 43.9
イギリス 2741 1560 14.7 14.9
フ ラ ン・ス 2481 794 13.3 7.6
ド イ ッ 6539 2065 34.9 19.7
オーストリア 539 .112 2.9 1.1
イ タ・リ ア 905 305 4.9 2.9
〇 ソ •ア 474 2G4 2.5 2.5
オラ ンダ 328 276 1.8 • 2.6
ノ ノレウェ・ — 15 19 0.0S .0.18
ス ' イ ス 226 114 1.21 1.08
ペル ギー 185 7 0.99 0.06
スエーデン 110 G4 0.58 0.62
日 ・ 本 71 16G 0.38 1.58
ス ペイ ン :;; 26 0.18* 0.24
デンマーク 41 20 0.21 0.19
そ ' の 他 52 89 0,27 0.84(:©
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前
世
界
大
戰
後
に
ド
イ
ツ
化
學
工
業
の
資
本
と
技
術
を
箫

し
て
成
立 

・し
た
イ
ー 
•

ゲ
ー
社
が
人
造
ゴ
ム
の
ブ
ナ
、
抗
マ
ラ
リ
ア
劑
た
る
ア
テ
ブ 

リ
ン
、
輕

合

金

の

エ
レ
ク
ト
コ
ン•

メ
タ
ル
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
軍
需
的
化 

學
製
品
の
創
製
、
・
改
良
、
生
產
に
お
い
て
宛
然
一
大
化
學
兵
器
廠
の
孤
を 

呈
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
ほ
り
で
あ
る
。
か
か
る
成
果
を
も
た 

ら
し
た
要
因
と
し
て
は
、
そ
の
經
濟
的
•

技
術
的
根
據
の
ほ
か
に
、
多
數 

' 

の
狗
能
な
化
學
者
を
擁

し
、
工
場
に
密
搖
に
つ
な
が
り
な
が
ら
も
工
場
に 

朿
縛
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
强
力
な
硏
究
組
織
の
存
在
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
所
期
の
性
能
を
具
備
す
る.
フ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
つ
く 

る
た
め
化
學
者
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
組
成
と
諸
條
件 
翁

の
 

目
の
展
さ
と
化
學
生
產
の
多
角
性
を
考
へ
れ
ば
容
易
に
う
な
づ
か
れ
る
。 

化
學
生
產
の
質
的•

量
的
兼
躍
の
た
め
に
は
、
多
數
の
硏
究
者
の
組
織
的 

協
働
が
、
少̂

の
天
才
者
の
創
意
を
凌
ぐ
こ
と
瞰
等
で
あ
る
。
こ
と
に
戰 

時
に
お
け
る
緊
急
課
題
の
解
決
に
お
い
て
然
り
で
あ
る
。
大
東
亞
戰
下
の 

わ
が
國
に
お
い
て
こ
の
た
め
の
方
途
が
更

實

現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は 

喜
び
に
た
へ
な
い
。 

•

戰
爭
に
よ
る
化
學
の
進
步
は
直
接
的
に
で
は
な
く
、
生
產
技
術
の
强
行 

的
發
展
と
い
ふ
迂
路
を
介
し
て
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
。
さ
き
に
ド
イ
ツ
化 

學
が
範
例
を
示
し
た
や
う
な
企
業
形
態
と
硏
究
組
織
が
、
科
學•

技
術
・
生 

產
の
不
可
分
な
發
展
を
か
な
り
な
程
度
に
實
現
し
、
戰
時
に
お
い
て
は
强 

大
な
戰
力
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
科
學
史
の
立
場
か
ら
も.
、
政
策
面
か 

ら
も
十
分
な
調
査
と
檢
討
に
値
ひ
す
る
も
の
と
思
ふC 
(

昭
一
九
•
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畲 

報

◊

ま
づ
最
初
に
4¢
斷
り
し
た
い
こ
と
は
、
會
則
第
四
條
に
よ
っ
て
定
め
ら 

れ
た
本
年
度
の
年
會
は
之
を
と
り
や
め
、
來
年
便
の
年
會
と
合
併
し
て
疔
ふ 

こ
と
に
決
定
し
た
點
で
あ
る
。
之
は
當
局
の
希
え
で
も
あ
る
が
、
が
實
こ
の 

樣
な
研
態
に
あ
っ
て
は
容
開
個
と
い
ふ
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
殆 

ど
す
べ
て
の
學
會
が
總
會
を
中
止
し
た
こ
と
は
旣
に
會
口
諸
賢
の
御
承
知 

の
こ
と
と
思
ふ
。
本
會
も
之
に
從
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
點
何
卒
御
諒 

承
願
ひ
た
い
。
會
務
報
吿
や
會
計
報
吿
は
來
年
度
の
年
會
に
於
て
冇
ふ
こ
と 

に
す
る〇

◊

本
會
の
硏
究
も
決
戰
下
の
我
國
に
何
漳
か
直
接
な
役
に
立
つ
も
の
で
あ 

り
た
い
と
誰
し
も
切
實
に
念
願
し
て
ゐ
る
。
二
月
二
十
二
日
に
は
委
口
會
を 

開
flil
し
て
、
特
に
こ
の
點
に
つ
き
協
議
し
、
今
後
每
月
二
十
二
日
毎
例
會
又

/
 

は
委□

會
を
開
き
、
戰
爭
遂
疔
の
た
め
科
學
史
的
見
地
か
ら
换
々
勿
材
料
を 

も
ち
ょ
っ
て
、
互
に
意
見
を
發
表
し
合
ふ
こ
と
に
定
め
たC

ま
た
從
來
全
國 

の
會
口
に
對
し
て
例
會
の
通
知
を
出
し
て
ゐ
た
が
、
今
後
は
爭
賞
上
出
席
の 

困
難
な
地
方
會n

に
對
し
て
は
通
知
を
見
舍
は
せ
る
こ
と
に
す
る
と
い
ふ
こ 

と
も
定
め
た
。
こ
れ
も
止
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
地
方
の
諸
會
員
と
の
連

會 

報

絡
は
「
科
舉
史
硏
究
」
を
通
し
て
行
ふ
こ
と
に
し
た
。

◊

本
停
の
機
關
誌
で
ち
り
科
學
史
硏
究
の
羽
專
雜
誌
と
も
云
へ
る
本
誌
が 

三
月
十
一
日
附
を
も
っ
て
出
版
令
か
ら
職
龍
雜
誌
・
科
學
雜
誌
部
門•

特
殊 

雜
誌
と
し
て
存®

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
じ
、
速
か
に
統
合
5a
化
と
そ
の
編
輯 

組
織
の
碇
立
を
要
睛
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
上
述
の
委□

會
で
旣
に
體 

制
が
と
ゝ
の 

へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
要
求
に
十
分
應
へ
て
行
く
こ
と
が 

出
來
る
答
で
あ
る
。

例 

會

◊

第
十
九
囘
例
會
昭
和
十
八
年
十
二
刀
二
十
五
日(

水)

午
後
五
時
半 

よ
り
日
本
镒
師
會
館
に
て
、
出
席
者
二
十
名

1
、
 

木
村
菜
fl?
士
に
つ
い
て.
.
.

厂:
•

上 

田 

穩
氏

2
、
 

池
野
成

一
郎
博
士
の
思
出.
.
.
.
.

篠 

避 

喜

人

氏

33 
平
山
淸
次
博
士
に
つ
い
て.
.
.
.
.

神 

田 

茂
氏 

◊

第
二
十
囘
例

會

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
二
日(

水)

午
後
二
時
よ
り 

•

日
本®

師
會
館
に
て
、
出
席
者
十
六
名 

• 

戰

爭

と
^

學.
.
.

'.
.
.
.

緒

方

富

雄

氏 

◊

第
二
十
一
囘
例
會-
四
月
二
十
二
日(

土)

午
後
六
時

よ

り

日
本
醫 

師
會
1?!!-
に
て
、
出
席
者
十
名

七
九

189



V

- 

科

學

史

硏

究 

第

八

號 

航

空

と

氣

兔
.
.
.
.
-
.
.
.
.
.

湯

淺

光

朝

氏 

例
會
出
席
者
が
次
第
に
減
じ
て
疔
っ
た
こ
と
は
心
細
い
こ
と
で
あ
る
が
、
 

こ
の
頃
の
束
京
に
於
け
る
極
度
の
金
爭
の
不
自
由
さ
の
結
果
で
あ
り
、
注

念 

で
は
あ
る
が
ま
こ
と
に
止
む
を
得
な
い
爭
と
思
は
れ
る
。

ハ〇

ヨ
本
科
學
史S

&

問
及
役
員
民
名2
+
i

含

員

消

息

◊

本
會
顧
問
田
中
術
愛
橘
博
士
は
去
る
四
月
二
十
九
日
の
天
長
の
佳
笳
に 

あ
た
っ
て
、
畏
き
邊
り
よ
り
文
化
型
章
賜
授
の
冇B

ま
思
召
を
受
け
、M

n
 

宮
內
省
に
出
頭
し
て
他
の
方
々
と
共
に
同
勳
章
を
拜
受
し
た
。
我
國
科
學
の 

親
と
も
云
ふ
べ
き
老
博
士
の
偉
大
な
る
憑
績
を®

は
す
も
の
と
し
て
之
に
越 

し
た
る
购
び
は
な
く
、
我
々
も
心
か
ら
朽
祝
ひ
巾
上
げ
る
と
と
も
に
博
士
の 

筌e
御
健
勝
な
ら
ん
こ
と
を
切
に
祈
る
次
第
で
あ
る
。

_
_
_
_
_
_
_
_
 

3

追 

記

朝
比
奈
泰
彥 

伊
東
忠
太 

桑
木
嚴
翼 

衆

田

雄
次 

田
中
館
愛
橘 

橋

田

邦
彥 

口

ft
利
行 

山

崎

佐

安
窿
廣
太
郎 

岡
田
武
松 

小

泉

丹
 

新

村

出
 

田

邊

元
 

長
谷
部
首
人 

松
原
行
一

石

fij(
純 

小
倉
金
之
助 

小
出
滿
二 

离
木
貞
治 

中
村
淸
二 

旌
原
松
三
郎 

三
上
義
夫

板
澤
武
堆 

太
田
正
雄 

衆
田
掛
太 

竹
內
松
次
郞 

西
田
幾
多
郎 

牧
野
英
一 

村
上
直
次
郎

金

長

桑

木

瑛

雄
 

突

員

彌

永

启

吉

上

田
 

・
楮
方
富
雄
・
神
田

穩

江
崎
悌
三

丘

英

通

茂

三

枝

博

音

・

篠

遠

喜

人

下
村
寅
太
卯
・营
井

準
- 

富
成
喜
馬
平
・
野
口
彌
吉

玉
銀
文
一
都
築
洋
次
郞 

早

坂

一

郞

三

宅

剛

一

矢̂

祐
利

(

・
印
ハ
常
任
委
貝)

◊

例
會
の
御
通
知
が
ど
う
も
迎
く
な
っ
て
、
大
變
御
迷
惑
を
か
け
て
ゐ
た
。
 

會
場
、
講
演
者
僚
の
決
定
か
ら
印
刷
、
宛
名
の
執
筆
ま
で
の
時
間
が
意
外
に 

か
ゝ
っ
て
し
ま
ふ
結
呆
で
あ
る
が
、
と
に
角
當
爭
者
の
貢
任
で
あ
り
、
今
後 

十
分
1111 .
に
合
ふ
や
う
發
送
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
て
お
許
し
を
乞
ふ
。

肆

が

天

野

淸

稻

沼

瑞
.
穗 

ノ 

・

武

谷

三

男

田

中

實
 

平

田

寬

古

川

晴

男
 

湯
淺
光
朝

關
西
支
部
役
貝
氏
名 

支

部

長

上

田

较 

支
部
委
員
靑
木
一
郞
能
田
忠
亮

奧
野
久
那 

長
谷
川
淳 

茂

小

茂

大

矢

it
一
 

平
井
昌
夫 

湯

踐

明

原

光

雄

伏

見

康

治
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隔 

風 

後 

配

◊

會
報
に
も
あ
る
通
り
、
本
誌
は
雜
誌
整
備 

の
結
果
特
殊
雜
誌
と
し
て
從
來
の
使
命
を
果
す 

こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
編
粹
に
た 

づ
さ
は
る
我
々
は
こ
の
當
局
の
理
解
あ
る
棺
置 

に
對
し
て
滿
腔
の
謝
意
を
拂
ふ
と
共
に
今
後
新 

た
に
課
せ
ら
れ
た
朮
大
な
使
命
遂
行
の
た
め
に 

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
切
に
感
じ 

て
ゐ
・
る
。

◊

し
か
し
な
が
ら
本
誌
は
學
會
と
一
體
で
あ 

っ
て
、
獨
り
本
誌
の
み
が
獨
立
に
戰
峙
下
に
ふ 

さ
は
し
い
活
動
を
開
始
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
不 

可
能
で
ち
る
。
卽
ち
學
會
の
委□

會
に
於
て
決 

議
さ
れ
た
通
り
、
今
後
戰
爭
遂
行
に
直
接
間
接 

關
聯
あ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
我
々
が
自
ら
進
ん 

で
問
題
を
と
り
あ
げ
て
行
き
、
過
去
を
現
在
に 

生
か
し
て
用
ひ
得
る
や
う
、
ま
た
更
に
現
在
の 

事
情
の
歷
史
的
進
展
を
そ
の
ま
ゝ
科
學
史
的
に 

檢
时
し
て
行
く
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ

論
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
れ
ば
、
本
誌
が
そ
れ
と 

共
に
活
氣
を
呈
し
て
來
る
で
お
ら
う
。

◊

現
に
本
號
に
寄
書
と
し
て
以
上
の
如
き
問 

題
を
扱
っ
た
も
の
が
三
篇
も
載
せ
ら
れ
た
。
こ 

れ
を
絆
火
線
と
し
て
、
ど
う
か
會
口
及
び
讀
者 

諸
賢
も
ど
し
く
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
御 

慧
見
を
寄
せ
ら
れ
た
い
。

◊

と
こ
ち
で
紙
の
配
給
は
ま
す
ま
す
減
少
す 

る
こ
と
に
な
ら
う
。
從
っ
て
今
後
ど
ん
な
狀
態 

に
な
る
か
一
寸
豫
想
も
つ
き
か
ね
る
の
で
あ
る 

が
、
と
に
の
か
な
り
薄
い
雜
誌
に
な
っ
て
し
ま 

ふ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
他
の
學
會
誌
が
續 

く
か
ぎ
り
木
誌
も
つ£

け
て
行
く
こ
と
だ
け
は 

お
約
束
出
來
よ
う
。

◊

本
號
に
會
口
名
簿
を
揭
載
す
る
豫
定
で
あ 

っ
た
に
も
拘
ら
ず
調
査
の
人
手
が
不
足
で
間
に 

合
は
な
か
っ
た
。
次
號
に
は
是
非
載
せ
た
い
と 

考
へ
て
ゐ
る
。
異
動
の
あ
っ
た
方
は
ど
う
か
御 

知
ら
せ
を
願
ひ
た
い
。
 

-(M)

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
五
日
印
刷
〔お
、
え
〕
 

昭
和
十
九
年 

五
月
二
十
八
日
發
行 

勺
&
 

定
價
ぬ
壹

B4I
合

計

壹

回

參

錢 

彎
劇
戚
參
錢 

(

送
料
四
錢
〕

ans目K

1T

¢0
网W

e

frw

日
本
科
學
史
學
會 

代

表

者

桑

木

或

雄

庶
京
林
荊
田M
类
土
代
ツ
ー
六
花ta 

(
柬
東
三
五)

唱 

富

士

雄 

slsi
ffiM 
田ISS
类
土
代 6・  
一A
ffi
他

篠

三

秀

舍

虫
ま
祁
本%

加

!K
京
帝
呵
大
昭
理
め
部
以
曲
ッ
敦
宰
丙

B

本

科

學

史

學a
 

f
 offis -
七
五
三
一 ・

K

岳 

n
ホ
出
版®

fan

弄
蛮
二
ニ
ニ
ー
五
一
番

一ー

ヶ

年

分

四

¢11

册 

壹

Ini
ゝ
特
別
行
爲
稅
相
當
額
並 

に
送
料
は
別
に
申
受
く.

取
京
祁
帥
田
區
一
ッ
格
二
丁
目
三
番
炮 

發

賣

所 

岩

波

書

店
 

一

ハ

七

番

ヽ

一

ハ

ハ

岳 

一
八

九

曲
ヽ

ー

ハOS 

】
〇
ニ
ニ
岳(

小
芻

琨

用)

S

将
口
宦!n

直
二
六
二0

〇
隹 

日
本
出
版
自
會
口
番
琥 

一
〇
二
〇
三
七
番 

砥
認
番
骥

五

九K

ra
rs
九W
2=--)

配
給
元 

日
本
出
版
配
給
株
式
會
社



KWA G A K U S I K E N K Y U


